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システムについて
本項では、お使いのシステムの主な機能を実現する物理的なインタフェー

ス機能、およびファームウェア / ソフトウェアのインタフェース機能につ
いて説明します。システムの前面パネルおよび背面パネルにある物理コネ

クタを使用することで、接続やシステムの拡張が容易に行えます。システ

ムファームウェア、アプリケーション、および OS は、システムやコン
ポーネントの状態を監視し、問題が発生した場合に警告を発します。シス

テムの状態は次のいずれかによって報告されます。

• 前面 / 背面パネルインジケータ

• システムメッセージ

• 警告メッセージ

• 診断メッセージ

• アラートメッセージ

本項では、上記の各タイプのメッセージについて説明し、考えられる原

因と、メッセージに示された問題を解決するための処置についても説明し

ます。また、システムのインジケータおよびその機能について図を使って

説明します。
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その他の情報
 警告： 『製品情報ガイド』には、安全および認可機関に関する情報が記
載されています。保証情報については、『サービス ＆ サポートのご案内』
を参照してください。

• システムをラックに取り付ける方法については、ラックに付属の

『ラック取り付けガイド』に説明があります。

• 『はじめに』では、システムの機能、システムのセットアップ、およ

び技術仕様の概要を説明しています。

• システムに付属の CD には、システムの設定と管理に使用するマ
ニュアルやツールが収録されています。

• システム管理ソフトウェアのマニュアルでは、システム管理ソフト

ウェアの機能、動作要件、インストール、および基本操作について

説明しています。

• OS のマニュアルでは、OS ソフトウェアのインストール手順（必要
な場合）や設定方法、および使い方について説明しています。

• システムとは別に購入した各種コンポーネントのマニュアル。これ

らのオプションを取り付けて設定する方法を説明しています。

• システム、ソフトウェア、またはマニュアルの変更に関して記載さ

れたアップデート情報がシステムに付属していることがあります。

 メモ： アップデート情報には他の文書の内容を差し替える情報が含まれ

ている場合がよくありますので、support.dell.com でアップデートがないか

どうかを常に確認し、初めにお読みください。

• リリースノートまたは readme ファイルには、システムまたはマ
ニュアルの最新のアップデート情報や、専門知識をお持ちのユー

ザーや技術者のための高度な技術情報が記載されています。
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起動中にシステムの機能にアクセスする方法
表 1-1 のキー操作を起動中に行うと、システムの各機能にアクセスでき
ます。キー操作を行う前に OS のロードが開始された場合は、システムの
起動が完了するのを待ってから、もう一度システムを再起動し、この手順

を実行してください。

表 1-1 システムの機能にアクセスするためのキー操作

キー操作 説明

<F2> セットアップユーティリティが起動します。45ページの「セット
アップユーティリティの使い方」を参照してください。

<F10> ユーティリティパーティションが開いて、システム診断プログラ

ムを実行できます。161 ページの「システム診断プログラムの実

行」を参照してください。

<F11> 起動メニューが開きます。

<F12> PXE ブートが起動します。

<Ctrl><c> SAS 設定ユーティリティが起動します。詳細については、SAS アダ
プタの『ユーザーズガイド』を参照してください。

<Ctrl><e> ベースボード管理コントローラ（BMC）管理ユーティリティが起
動し、システムイベントログ（SEL）にアクセスできます。BMC の
セットアップ方法と使用法の詳細については、『BMC ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

<Ctrl><r> RAID 設定ユーティリティが起動し、オプションの RAID カードを
設定できます。詳細については、RAID カードのマニュアルを参照
してください。

<Ctrl><s> オプションは、セットアップユーティリティを使用して PXE サ
ポートを有効にした場合にのみ表示されます（45ページの「セッ
トアップユーティリティの使い方」を参照）。このキー操作により、

NIC を PXE 起動用に設定することができます。詳細については、
内蔵 NIC のマニュアルを参照してください。

<Ctrl><d> オプションの DRAC （Dell Remote Assistant Card）を使用してい
る場合は、このキー操作により、選択した DRAC 設定にアクセス
できます。DRAC のセットアップ方法と使用法の詳細については、
『DRAC ユーザーズガイド』を参照してください。
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前面パネルの機能およびインジケータ
システム前面パネルにあるボタン、インジケータ、コネクタ、およびドラ

イブを 図 1-1 に示します。

図 1-1 前面パネルの機能およびインジケータ

1 電源ボタン / インジ
ケータ

電源インジケータは、システムの電源が入ってい

る場合に点灯します。

電源ボタンによってシステムへの直流電源の供

給を制御します。

メモ： ACPI 対応の OS を実行している場合、電源

ボタンを使ってシステムの電源を切れば、システ

ムは電源が切れる前に正常なシャットダウンを実

行できます。システムが ACPI 対応の OS を実行し

ていない場合、電源ボタンを押すと電源がただち

に切れます。

1 2 3 4 5 6 87
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2 NMI ボタン 特定の OS を使用している際に、ソフトウェアエ
ラーおよびデバイスドライバエラーのトラブル

シューティングを行います。このボタンは、ペー

パークリップの先端を使って押すことができ

ます。

認定を受けたサポート担当者によって指示され

た場合、または OS のマニュアルで指示されてい
る場合にのみ、このボタンを使用してください。

3 システム識別ボタン 前面パネルと背面パネルの識別ボタンは、ラック

内の特定のシステムの位置を確認するために使

用します。これらのボタンの 1 つを押すと、前面
の LCD パネルと背面の青色のシステムステータ
スインジケータは、ボタンの 1 つをもう一度押す
まで点滅を続けます。

4 LCD パネル システム ID、ステータス情報、システムエラー
メッセージが表示されます。

LCD は通常のシステム動作中に点灯します。特定
のシステムを識別するには、システム管理ソフト

ウェアとシステムの前面および背面にある識別

ボタンのどちらも使うことができます。青色の 
LCD の点滅で、どのシステムかが識別できます。
システムに注意が必要な状況になると LCD が黄
色に点灯し、LCD パネルにはエラーコードとエ
ラーの内容を説明するテキストが表示されます。

システムが AC 電源に接続されている状態でエ
ラーが検出されると、LCD はシステムの電源がオ
ンになっていてもいなくても黄色に点灯します。

5 USB コネクタ（2） USB 2.0 対応デバイスをシステムに接続すると
きに使用します。

6 ビデオコネクタ モニターをシステムに接続します。

7 ハードドライブ ホットプラグ対応の 2.5 インチドライブ 8 台、
またはホットプラグ対応の 3.5 インチドライブ
5 台。

8 オプティカルドライブ スリムラインオプティカルドライブ1 台。
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ハードドライブインジケータコード

ハードドライブキャリアには、ドライブ動作インジケータとドライブス

テータスインジケータという 2 つのインジケータがあります。

図 1-2 ハードドライブインジケータ

アクティビティ LED は、ハードディスクドライブとストレージコント
ローラの間のコマンドアクティビティを示します。

1 緑色と黄色のドライブステータ

スインジケータ

2 緑色のドライブ動作インジケータ

1
2
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ステータス LED は 2 色（緑色 / 黄色）の LED で、スロット内のドライブ
の状態を示します。LED の色と点滅速度によって、ドライブの状態がわ
かります（表 1-2 を参照）。

表 1-2 ハードドライブインジケータ

パターン 緑色のエレメント 黄色のエレメント ドライブ / スロットの
状態

スロットが空 消灯 消灯 スロットが空、ドライ

ブがサポートされて

いない、ドライブが取

り外しのためにスピ

ンダウンしている

（取り外し可）、また

は、新しいドライブが

挿入された、および、

状態が RAID コント
ローラによってアッ

プデートされていな

い。

ドライブオンラ

イン状態

点灯 消灯 ドライブがオンライ

ン、準備完了、ホット

スペア、または異種ド

ライブのいずれか。

ドライブの識別

（取り外し準備）

250 ms 点灯

250 ms 消灯

消灯 ユーザーの要求によ

りスロットを識別中

（ドライブの識別、

または取り外し準備

が要求された）。

ドライブのリビ

ルド中

400 ms 点灯

100 ms 消灯

消灯 仮想ディスクを冗長

にするためにドライ

ブに書き込み中。
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RAID 構成では、ドライブステータスインジケータが点灯してドライブの
状態を示します。 

 メモ： 非 RAID 構成では、ドライブ動作インジケータのみがアクティブに

なり、ドライブステータスインジケータは消灯です。

RAID ハードドライブのドライブインジケータのパターンを 表 1-2 に示し
ます。システムでドライブイベントが発生すると、さまざまなパターンで

表示されます。たとえば、ハードドライブが故障すると、「ドライブ障害」

のパターンが表示されます。取り外しのためにドライブを選択した後、

「ドライブ取り外し準備中」のパターンが表示され、その後、「ドライブの

挿入または取り外し可」のパターンが表示されます。交換用ドライブの取

り付け後、「ドライブの動作準備中」を示すパターンが表示され、次に

「ドライブオンライン」を示すパターンが表示されます。

ドライブ障害 消灯 150 ms 点灯

150 ms 消灯

（エラー処理を完了し

た後で）ドライブに回

復不能なエラーが検

出されたため、RAID 
コントローラがドラ

イブにアクセスする

ことも、ドライブを制

御する（読み書き）こ

ともできなくなった。

障害を予測

（SMART）
500 ms 点灯

500 ms 消灯

1000 ms 消灯

500 ms 消灯

500 ms 点灯

ドライブによって障

害予測イベントが報

告された。

リビルドが中断 3000 ms 点灯

9000 ms 消灯

6000 ms 消灯

3000 ms 点灯

3000 ms 消灯

ユーザーの要求によ

りドライブがスピン

ダウンした（取り外し

の準備操作）、または、

ユーザーの操作に

より、もしくはドライ

ブの障害以外の原因

により、ドライブのリ

ビルド操作が中断さ

れた。

表 1-2 ハードドライブインジケータ

パターン 緑色のエレメント 黄色のエレメント ドライブ / スロットの
状態
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外付けデバイスの接続

システムに外付けデバイスを接続する場合は、次のガイドラインに従って

ください。

• ほとんどのデバイスは特定のコネクタに接続する必要があります。

また、デバイスドライバをインストールしないとデバイスは正常に

動作しません。デバイスドライバは、通常 OS ソフトウェアまたはデ
バイス本体に付属しています。取り付けおよび設定の詳細につい

ては、デバイスに付属のマニュアルを参照してください。

• 外付けデバイスを取り付けるときは、必ずシステムとデバイスの電

源を切ってください。次に、（デバイスのマニュアルに特別な指示が

ない限り）システムの電源を入れる前に外付けデバイスの電源を入

れます。

個々のコネクタの詳細については、165ページの「ジャンパおよびコネク
タ」を参照してください。I/O ポートやコネクタを有効または無効にする

方法と設定方法については、45ページの「セットアップユーティリティ
の使い方」を参照してください。
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背面パネルの機能およびインジケータ
システム背面パネルにあるボタン、インジケータ、およびコネクタを 
図 1-3 に示します。

図 1-3 背面パネルの機能およびインジケータ

1 USB コネクタ（2） 2 ビデオコネクタ

3 シリアルコネクタ 4 拡張カードフィラーブラケット

5 DRAC ネットワークコネクタ 6 ネットワークコネクタ（4）
7 システム識別ボタン 8 イントルージョン LED
9 電源ユニット 10 電源コネクタ

11 電源ユニットレバー 12 電源ユニットラッチ

1 2 3 4 7 8

12 11 10 9

5 6
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外付けデバイスの接続

システムに外付けデバイスを接続する場合は、次のガイドラインに従って

ください。

• ほとんどのデバイスは特定のコネクタに接続する必要があります。

また、デバイスドライバをインストールしないとデバイスは正常に

動作しません。デバイスドライバは、通常 OS ソフトウェアまたはデ
バイス本体に付属しています。取り付けおよび設定の詳細につい

ては、デバイスに付属のマニュアルを参照してください。

• 外付けデバイスを取り付けるときは、必ずシステムとデバイスの電

源を切ってください。次に、（デバイスのマニュアルに特別な指示が

ない限り）システムの電源を入れる前に外付けデバイスの電源を入

れます。

個々のコネクタの詳細については、165ページの「ジャンパおよびコネク
タ」を参照してください。I/O ポートやコネクタを有効または無効にする

方法と設定方法については、45ページの「セットアップユーティリティ
の使い方」を参照してください。

電源インジケータコード
前面パネルの電源ボタンによって、システムの電源ユニットへの電源入力

を制御します。電源インジケータは、システムに電源が入っていると緑色

に点灯します。

冗長電源装置のインジケータは、電力が供給されているか、または電源の

障害が発生しているかどうかを示します（図 1-4 を参照）。電源ユニット
インジケータコードのリストを 表 1-3 に示します。
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図 1-4 冗長電源ユニットのインジケータ

1 電源ユニットの状態 2 電源ユニットの障害

3 AC ラインステータス

表 1-3 冗長電源ユニットのインジケータ

インジケータ 機能

電源ユニットの状態 緑色は電源ユニットが動作中であることを示し

ます。

電源ユニットの障害 黄色は電源ユニットに問題があることを示し

ます。

AC ラインステータス 緑色は、有効な AC 電源が電源ユニットに接続
されていることを示します。

1 2 3
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NIC インジケータの意味
各 NIC にはインジケータが 2 個あり、ネットワークアクティビティとリ

ンク状態を示します。図 1-5 を参照してください。NIC インジケータの意

味を 表 1-4 に示します。

図 1-5 NIC インジケータ

1 リンクインジケータ（緑色） 2 アクティビティインジケータ（黄色）

表 1-4 NIC インジケータの意味

インジケータの状態 意味

リンクおよびアクティビ

ティインジケータが消灯

NIC がネットワークに接続されていません。

リンクインジケータが点灯 NIC がネットワーク上の有効なリンクパート
ナーに接続されています。

アクティビティインジケー

タが点滅

ネットワークデータの送信中です。

1 2
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LCD ステータスメッセージ
システムのコントロールパネル LCD には、システムが正常に動作してい
る場合、またはシステムに注意が必要な場合を示すステータスメッセージ

が表示されます。

LCD の青色点灯は正常な動作状態、黄色点灯はエラー状態を示します。

LCD には、ステータスコードとその内容を説明するテキストで構成され
るメッセージがスクロール表示されます。LCD ステータスメッセージと
その考えられる原因のリストを 表 1-5 に示します。LCD メッセージは、
システムイベントログ（SEL）に記録されたイベントに基づきます。

SEL およびシステム管理設定の詳細については、システム管理ソフトウェ
アのマニュアルを参照してください。

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、
トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の
注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい
ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

 メモ： システムが起動しない場合は、LCD にエラーコードが表示される

まで、システム ID ボタンを少なくとも 5 秒間押します。コードを書きと

め、177ページの「困ったときは」を参照してください。

表 1-5 LCD ステータスメッセージ

コード テスト 原因 対応処置

- <システム名> ユーザーがセットアップ

ユーティリティ内で定義

できる 62 文字のストリ
ング。

<システム名> は、以下の
状況で表示されます。

• システムの電源が入っ

ている。

• 電源が切れており、ア

クティブ POST エラー

が表示されている。

このメッセージは情報の

表示のみです。

システムの ID と名前は
セットアップユーティリ

ティで変更できます。

45ページの「セットアッ
プユーティリティの使い

方」を参照してください。

E1000 FAILSAFE, 

CALL 

SUPPORT

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。
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E1114 Temp 

Ambient
システム環境温度が許容

範囲外です。

148ページの「システム
冷却のトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E1116 Temp Memory メモリの温度が許容範囲
を超えたため、コンポー

ネントの損傷を防ぐため

に無効にされました。

148ページの「システム
冷却のトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E12nn xx PwrGd 表示されている電圧レ

ギュレータに障害が発生

しました。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E1210 CMOS Batt CMOS バッテリーがな
いか、または電圧が許容

範囲外です。

146ページの「システム
バッテリーのトラブル

シューティ ング」を参照
してください。

E1211 ROMB Batt RAID バッテリーがな
いか、不良であるか、また

は温度が正常でないため

に再充電できません。

RAID バッテリーコネク
タを装着しなおします。

91ページの「RAID バッ
テリーの取り付け」、およ

び146ページの「システ
ムバッテリーのトラブル

シューティ ング」を参照
してください。

E1229 CPU # VCORE プロセッサ # VCORE の
電圧レギュレータに障害

が発生しました。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E1310 RPM Fan ## 表示されている冷却ファ

ンの RPM が許容できる
動作範囲を超えてい

ます。

148ページの「システム
冷却のトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

表 1-5 LCD ステータスメッセージ （続き）

コード テスト 原因 対応処置
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E1313 Fan 

Redundancy
システムのファン冗長性

が失われました。もう 1 
つのファンに障害が発生

すると、システムは過熱

するおそれがあります。

コントロールパネル LCD 
をスクロールしてその他

のメッセージを確認し

ます。148ページの「シス
テム冷却のトラブル

シューティング」を参照

してください。

E1410 CPU # IERR 表示されているマイクロ

プロセッサが内部エラー

を報告しています。

最新のシステム情報につ

いては、

support.dell.com で、
お使いのシステムの

『Information Update 
Tech Sheet』（アップデー
ト情報技術シート）を参

照してください。問題が

解決しない場合は、

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

表 1-5 LCD ステータスメッセージ （続き）

コード テスト 原因 対応処置
26 システムについて



E1414 CPU # 

Thermtrip
表示されているマイクロ

プロセッサが温度の許容

範囲を超えたため動作を

停止しました。

148ページの「システム
冷却のトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。問題が解決しな

い場合は、プロセッサの

ヒートシンクが正しく取

り付けられていることを

確認します。158ページ
の「プロセッサのトラブ

ルシューティング」を参

照してください。

メモ： システムの電源

コードを AC コンセントか

ら抜いてもう一度つな

ぐか、Server Assistant ま

たは BMC 管理ユーティリ

ティのいずれかを使用し

て SEL をクリアするまで、

LCD にはこのメッセージ

が表示されます。ユー

ティリティの使い方につ

いては、Dell OpenManage 

ベースボード管理コント

ローラの『ユーザーズガ

イド』を参照してくだ

さい。

E1418 CPU # 

Presence
表示されているプロセッ

サがないか不良である

ため、システムはサポー

トされていない構成に

なっています。

158ページの「プロセッ
サのトラブルシューティ

ング」を参照してくだ

さい。

E141C CPU 

Mismatch
プロセッサが、デルに

よってサポートされてい

ない構成になってい

ます。

お使いのシステムの

『はじめに』のマイクロプ

ロセッサ仕様で説明され

ているタイプに一致する

プロセッサが使用されて

いることを確認します。

表 1-5 LCD ステータスメッセージ （続き）

コード テスト 原因 対応処置
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E141F CPU 

Protocol
システム BIOS によって
プロセッサプロトコルエ

ラーが報告されました。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E1420 CPU Bus 

PERR
システム BIOS によって
プロセッサプロトコルエ

ラーが報告されました。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E1421 CPU Init システム BIOS によって
プロセッサ初期化エラー

が報告されました。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E1422 CPU Machine 

Chk
システム BIOS によって
マシンチェックエラーが

報告されました。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E1610 PS # 

Missing
表示されている電源ユ

ニットから電力が得られ

ません。表示されている

電源ユニットに障害があ

るか、または正しく取り

付けられていません。

147ページの「電源ユ
ニットのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E1614 PS # Status 表示されている電源ユ
ニットから電力が得られ

ません。表示されている

電源ユニットに障害があ

るか、または正しく取り

付けられていません。

147ページの「電源ユ
ニットのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E1618 PS # 

Predictive
電源電圧が許容範囲にあ

りません。表示されてい

る電源ユニットが正しく

取り付けられていないか

障害を起こしています。

147ページの「電源ユ
ニットのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

表 1-5 LCD ステータスメッセージ （続き）

コード テスト 原因 対応処置
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E161C PS # Input 

Lost
表示されている電源ユ

ニットに AC 電源が供給
されていないか、AC 電源
の電圧が許容範囲外

です。

表示されている電源ユ

ニットの AC 電源を確認
してください。問題が解

決しない場合は、

147ページの「電源ユ
ニットのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E1620 PS # Input 

Range
表示されている電源ユ

ニットに AC 電源が供給
されていないか、AC 電源
の電圧が許容範囲外

です。

表示されている電源ユ

ニットの AC 電源を確認
してください。問題が解

決しない場合は、

147ページの「電源ユ
ニットのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E1624 PS 

Redundancy
電源ユニットのサブシス

テムの冗長性が失われま

した。最後の電源ユニッ

トに障害が発生すると、

システムは停止します。

147ページの「電源ユ
ニットのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E1710 I/O Channel 

Chk
システム BIOS によって 
I/O チャネルチェックが
報告されました。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E1711 PCI PERR 

B## D## F##

PCI PERR 

Slot #

システム BIOS によって、
バス ##、デバイス ##、機
能 ## の PCI 設定スペー
スにあるコンポーネント

について、PCI パリティエ
ラーが報告されました。

システム BIOS によって、
表示されている PCI ス
ロットにあるコンポーネ

ントについて、PCI パリ
ティエラーが報告されま

した。

PCI 拡張カードを取り外
して装着しなおします。

問題が解決しない場合

は、157ページの「拡張
カードのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

問題が解決しない場合

は、ライザ×カードまたは
システム基板に障害があ

ります。177ページの
「困ったときは」を参照し

てください。

表 1-5 LCD ステータスメッセージ （続き）

コード テスト 原因 対応処置
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PCI PERR 

Slot #
システム BIOS によって、
表示されている PCI ス
ロットにあるコンポーネ

ントについて、PCI パリ
ティエラーが報告されま

した。

PCI 拡張カードを取り外
して装着しなおします。

問題が解決しない場

合は、157ページの「拡張
カードのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

問題が解決しない場

合は、ライザ×カードまた
はシステム基板に障害が

あります。177ページの
「困ったときは」を参照し

てください。

E1712 PCI SERR 

B## D## F##

PCI SERR 

Slot #

システム BIOS によって、
バス ##、デバイス ##、機
能 ## の PCI 設定スペー
スにあるコンポーネント

について、PCI システムエ
ラーが報告されました。

システム BIOS によって、
表示されているスロット

にあるコンポーネントに

ついて、PCI システムエ
ラーが報告されました。

PCI 拡張カードを取り外
して装着しなおします。

問題が解決しない場

合は、157ページの「拡張
カードのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

問題が解決しない場

合は、ライザ×カードまた
はシステム基板に障害が

あります。177ページの
「困ったときは」を参照し

てください。

E1714 Unknown Err システム BIOS によって
システムにエラーが検出

されましたが、原因を特

定することはできません

でした。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

表 1-5 LCD ステータスメッセージ （続き）

コード テスト 原因 対応処置
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E171F PCIE Fatal 

Err B## D## 

F##

PCIE Fatal 

Err Slot #

システム BIOS によって、
バス ##、デバイス ##、
機能 ## の PCI 設定ス
ペースにあるコンポーネ

ントについて、PCIe の致
命的なエラーが報告され

ま

した。

システム BIOS によって、
表示されているスロット

にあるコンポーネントに

ついて、PCIe の致命的な
エラーが報告されま

した。

PCI 拡張カードを取り外
して装着しなおします。

問題が解決しない場

合は、157ページの「拡張
カードのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

それでも問題が解決しな

い場合は、ライザ×カード
またはシステム基板に障

害があります。177ペー
ジの「困ったときは」を参

照してください。

E1810 HDD ## 

Fault
SAS サブシステムが、
ハードドライブ ## に障
害が発生したと判断しま

した。

153ページの「ハードド
ライブのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E1811 HDD ## Rbld 

Abrt
表示されているハードド

ライブのリビルドが中断

されました。

153ページの「ハードド
ライブのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。問題が解決しな

い場合は、RAID のマニュ
アルを参照してくだ

さい。

E1812 HDD ## 

Removed
表示されているハードド

ライブがシステムから取

り外されました。

情報表示のみです。

E1913 CPU & 

Firmware 

Mismatch

BMC ファームウェアが
プロセッサをサポートし

ていません。

最新の BMC ファーム
ウェアにアップデートし

ます。BMC のセットアッ
プ方法と使用法の詳細に

ついては、『BMC ユー
ザーズガイド』を参照し

てください。

表 1-5 LCD ステータスメッセージ （続き）

コード テスト 原因 対応処置
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E1A14 SAS Cable A SAS ケーブル A がな
いか、または不良です。

ケーブルを装着しなおし

ます。問題が解決しない

場合は、ケーブルを交換

します。86ページの「SAS 
コントローラカード」を

参照してください。

E1A15 SAS Cable B SAS ケーブル B がな
いか、または不良です。

ケーブルを装着しなおし

ます。問題が解決しない

場合は、ケーブルを交換

します。86ページの「SAS 
コントローラカード」を

参照してください。

E2010 No Memory システムにメモリが取り

付けられていません。

メモリを取り付けます。

99ページの「メモリモ
ジュールの取り付けガイ

ドライン」を参照してく

ださい。

E2011 Mem Config 

Error
メモリが検出されました

が、構成不能です。メモリ

構成中にエラーが検出さ

れました。

150ページの「システム
メモリのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E2012 Unusable 

Memory
メモリが構成されまし

たが、使用できません。

メモリサブシステムの

障害。

150ページの「システム
メモリのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E2013 Shadow BIOS 

Fail
システム BIOS がそのフ
ラッシュイメージをメモ

リにコピーできませんで

した。

150ページの「システム
メモリのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E2014 CMOS Fail CMOS エラーです。
CMOS RAM が正常に機
能していません。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E2015 DMA 

Controller
DMA コントローラの
障害。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

表 1-5 LCD ステータスメッセージ （続き）

コード テスト 原因 対応処置
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E2016 Int 

Controller
割り込みコントローラの

障害。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E2017 Timer Fail タイマーリフレッシュの

エラー。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E2018 Prog Timer プログラム可能インター

バルタイマーのエラー。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E2019 Parity 

Error
パリティエラー。 177ページの「困ったと

きは」を参照してくだ

さい。

E201A SIO Err SIO 障害。 177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E201B Kybd 

Controller
キーボードコントローラ

の障害。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E201C SMI Init SMI（システム管理割り
込み）の初期化障害。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E201D Shutdown 

Test
BIOS シャットダウンテ
ストエラー。

177ページの「困ったと
きは」を参照してくだ

さい。

E201E POST Mem 

Test
BIOS POST メモリテスト
エラー。

150ページの「システム
メモリのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。問題が解決しな

い場合は、177ページの
「困ったときは」を参照し

てください。

表 1-5 LCD ステータスメッセージ （続き）

コード テスト 原因 対応処置
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E201F DRAC Config DRAC （Dell Remote 
Assistant Card）の設定エ
ラー。

画面で具体的なエラー

メッセージを確認し

ます。

DRAC ケーブルとコネク
タが正しく装着されてい

ることを確認します。

問題が解決しない場合

は、DRAC のマニュアル
を参照してください。

E2020 CPU Config プロセッサ構成エラー。 画面で具体的なエラー

メッセージを確認し

ます。

E2021 Memory 

Population
メモリ構成が正しくあり

ません。メモリの装着順

序が正しくありません。

画面で具体的なエラー

メッセージを確認し

ます。150ページの「シス
テムメモリのトラブル

シューティング」を参照

してください。

E2022 POST Fail ビデオ初期化後の一般的

エラー。

画面で具体的なエラー

メッセージを確認し

ます。

E2110 MBE Crd # 

DIMM ## & 

##

"## & ##" で示されてい
るセットの DIMM の 1 
枚にメモリ MBE（マルチ
ビットエラー）が発生し

ました。メモリカードが

取り付けられていない場

合は、文字列 "Crd #" が
メッセージから外され

ます。

150ページの「システム
メモリのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

表 1-5 LCD ステータスメッセージ （続き）

コード テスト 原因 対応処置
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E2111 SBE Log 

Disable Crd 

# DIMM ##

システム BIOS がメモリ 
SBE （シングルビットエ
ラー）のロギングを無効

にしました。システムを

再起動するまで、残りの 
SBE のロギングは再開さ
れません。"##" は BIOS 
によって示される DIMM 
を表します。メモリライ

ザーカードが取り付けら

れていない場合は、文字

列 "Crd #" がメッセージ
から外されます。

150ページの「システム
メモリのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E2112 Mem Spare 

Crd # DIMM 

##

システム BIOS がメモリ
のエラーが多すぎると判

断したため、メモリの使

用を控えました。

"## & ##" は BIOS に
よって示される DIMM 
のペアを表します。メモ

リカードが取り付けられ

ていない場合は、文字列 
"Crd #" がメッセージか
ら外されます。

150ページの「システム
メモリのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E2113 Mem Mirror 

Crd # DIMM 

## & ##

システム BIOS がミラー
の片方にエラーが多すぎ

ると判断したため、メモ

リのミラーリングを無効

にしました。"## & ##" 
は BIOS によって示され
る DIMM のペアを表し
ます。メモリカードが取

り付けられていない場合

は、文字列 "Crd #" が
メッセージから外され

ます。

150ページの「システム
メモリのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

表 1-5 LCD ステータスメッセージ （続き）

コード テスト 原因 対応処置
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E2118 Fatal NB 

Mem CRC
ノースバウンド側の完全

バッファ型 DIMM
（FBDIMM）メモリサブシ
ステムリンクにおける接

続の 1 つに障害が発生し
ました。

150ページの「システム
メモリのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

E2119 Fatal SB 

Mem CRC
サウスバウンド側の 
FBDIMM メモリサブシス
テムリンクにおける接続

の 1 つに障害が発生しま
した。

150ページの「システム
メモリのトラブルシュー

ティング」を参照してく

ださい。

I1910 Intrusion システムカバーが取り外

されています。

情報表示のみです。

I1911 >3 ERRs Chk 

Log
LCD オーバーフローメッ
セージ。

LCD には、最大 3 つのエ
ラーメッセージを連続し

て表示できます。4 番目
のメッセージは標準オー

バーフローメッセージと

して表示されます。

イベントの詳細につい

ては、SEL を確認してく
ださい。

I1912 SEL Full システムイベントログが

イベントでいっぱいに

なり、イベントをこれ以

上記録できません。

イベントエントリを削除

してログをクリアし

ます。

W1228 ROMB Batt < 

24hr
RAID バッテリーの残容
量が 24 時間を下回った
という予報的警告。

RAID バッテリーを交換
します。91ページの
「RAID バッテリー」を参
照してください。

メモ： この表で使用された略語の正式名称は、185ページの「用語集」を参照し

てください。

表 1-5 LCD ステータスメッセージ （続き）

コード テスト 原因 対応処置
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LCD ステータスメッセージの問題の解決

LCD ステータスメッセージのコードとテキスト（表 1-5を参照）は故障
の状態を正確に特定できることが多いので、修正が容易に行えます。たと

えば、コード E1418 CPU_1_Presence が表示されたときは、ソケッ
ト 1 にマイクロプロセッサが装着されていないことがわかります。

これとは対照的に、関連するエラーが複数発生した場合にも、問題を特定

することができます。たとえば、複数の電圧障害を示す連続したメッセー

ジを受け取った場合、問題は電源ユニットの不良であると判断することに

なります。

LCD ステータスメッセージの消去

温度、電圧、ファンなどセンサーに関する障害については、センサーが通

常の状態に戻ると、LCD メッセージは自動的に表示されなくなります。
たとえば、コンポーネントの温度が許容範囲を超えた場合、障害があるこ

とが LCD に表示されます。温度が許容範囲内に戻ると、メッセージは 
LCD から消去されます。その他の障害の場合、ディスプレイからメッ
セージを消去する処置を行う必要があります。 

• SEL のクリア ― このタスクはリモートで実行できますが、システム
のイベント履歴は削除されます。

• 電力サイクル ― システムの電源を切り、コンセントから外します。
約 10 秒待ってから電源ケーブルを接続し、システムを再起動し
ます。

これらの処置のいずれかを実行すると障害メッセージが消去され、ステー

タスインジケータと LCD の色が通常の状態に戻ります。以下の状況では、
メッセージが再表示されます。

• センサーが通常の状態に戻ったが、再びエラーが発生し、SEL エン
トリが新たに作成された場合。

• システムがリセットされ、新しいエラーイベントが検出された場合。

• 同じ表示エントリへマップされる障害が別のソースから記録された

場合。
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システムメッセージ
システムに問題がある可能性が検出されると、システムメッセージが画面

に表示されます。システムメッセージと、その簡単な説明を 表 1-6 に示
します。

 メモ： 表示されたシステムメッセージが 表 1-6 に記載されていない場合、

メッセージが表示されたときに実行していたアプリケーションのマニュア

ルや、OS のマニュアルを参照して、メッセージの説明と推奨されている

処置を確認してください。

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、
トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の
注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい
ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

表 1-6 システムメッセージ

システムメッセージ 対応処置

Error: Incorrect memory 

configuration.
メモリ構成中にメモリが失われるメモ

リエラーが発生すると、このエラー

メッセージが表示されます。

Warning: The current memory 

configuration is not 

validated. Change it to the 

recommended memory 

configuration or press any 

key to continue.

メモリ構成にエラーはないものの、

デルが推奨する構成ではない場合に、

この警告メッセージが表示されます。

Alert! Redundant memory 

disabled! Memory 

configuration does not 

support redundant memory.

CMOS 内では冗長メモリが有効に設定
されていますが、現在の構成では冗長

メモリはサポートされません。

Attempting to update Remote 

Configuration. Please wait…

Remote Configuration
（リモート設定）リクエストが検出さ

れ、処理中です。

Caution! NVRAM_CLR jumper is 

installed on system board
NVRAM_CLR ジャンパが設定されてい
ます。CMOS がクリアされました。
NVRAM_CLR ジャンパを取り外す必要
があります。
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CPUs with different cache 

sizes detected
このシステムでは、キャッシュサイズ

が一致しない複数のプロセッサの使用

はサポートされていません。

Decreasing available Memory 1 枚または複数の DIMM が正しく取り
付けられていないか、または不良です。

Diskette drive 0 seek failure ディスケットが不良かまたは正しく挿

入されていないか、セットアップユー

ティリティの設定が間違っているか、

ディスケット / テープドライブのイン
タフェースケーブルの接続に緩みがあ

るか、または電源ケーブルの接続に緩

みがあります。ディスケットを交換し

ます。

Diskette read failure ディスケットが不良か、ディスケット / 
テープドライブのインタフェースケー

ブルが不良 / 正しく接続されていな
いか、または電源ケーブルの接続に緩

みがあります。

Diskette subsystem reset 

failed
ディスケット / テープドライブコント
ローラに障害があります。

Drive not ready ディスケットがディスケットドライブ

にないか、正しく挿入されていません。

Error: Remote Access 

Controller initialization 

failure 

Remote Access Controller の初期化エ
ラー。

More than one RAC detected, 

system halted
複数の RAC が検出されました。

Error 8602 – Auxiliary Device 

Failure

Verify that mouse and 

keyboard are securely 

attached to correct 

connectors.

マウスケーブルが正しく接続されてい

ないか、接続に緩みがあります。または

マウスが不良です。

表 1-6 システムメッセージ （続き）

システムメッセージ 対応処置
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Gate A20 failure キーボードコントローラに障害があり

ます。

General failure OS が壊れているか、正しくインストー
ルされていません。

Keyboard controller failure キーボード / マウスコントローラの不
良です。

Keyboard data line failure

Keyboard stuck key failure

キーボードケーブルコネクタの接続に

緩みがあるか、正しく接続されていま

せん。または、キーボードの不良か、

キーボード / マウスコントローラの不
良です。

Keyboard fuse has failed. キーボードコネクタに過電流が検出さ

れました。

Manufacturing mode detected システムが製造モードになってい

ます。NVRAM_CLR ジャンパで CMOS 
をクリアして、製造モードを解除し

ます。

Memory address line failure 

at address, read value 

expecting value

Memory double word logic 

failure at address, read 

value expecting value

Memory odd/even logic failure 

at address, read value 

expecting value

Memory write/read failure at 

address, read value expecting 

value

DIMM の障害または取り付け不良、
またはシステム基板に欠陥があり

ます。

Memory tests terminated by 

keystroke
スペースキーを押したために、POST メ
モリテストが終了しました。 

表 1-6 システムメッセージ （続き）

システムメッセージ 対応処置
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No boot device available ディスケット、ディスケット / テープド
ライブサブシステム、ハードディスク

ドライブ、ハードディスクドライブサ

ブシステムに障害があります。または

ドライブ A に起動ディスクがありま
せん。

No boot sector on hard-disk 

drive
セットアップユーティリティの設定が

正しくありません。ハードディスクド

ライブに OS がインストールされてい
ません。

No timer tick interrupt システム基板の不良です。

Not a boot diskette ディスケットに OS がありません。

PCI BIOS failed to installed シャドウイング中に PCI デバイス 
BIOS （オプション ROM）チェックサム
エラーが検出されました。

Plug & Play Configuration 

error
PCI デバイスのスキャン中にプラグア
ンドプレイ設定エラーが検出されまし

た。

Read fault

Requested sector not found

ディスケット、ディスケット / テープド
ライブサブシステム、またはハード

ディスクドライブサブシステムに障害

があります。

Remote Configuration update 

attempt failed
システムが Remote Configuration 
（リモート設定）リクエストを処理でき

ませんでした。

ROM bad checksum = address 拡張カードに障害があるか、正しく取

り付けられていません。

Sector not found ディスケットまたはハードディスクド

ライブのセクターに不良があります。

Seek error ディスケットまたはハードディスクド

ライブのセクターに不良があります。

Seek operation failed ディスケットまたはハードディスクド

ライブに障害があります。

表 1-6 システムメッセージ （続き）

システムメッセージ 対応処置
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Shutdown failure システム基板が不良です。

Spare bank enabled DIMM スペアリングが有効です。

The amount of system memory 

has changed
DIMM の追加または取り外しが行われ
ました。

Time-of-day clock stopped バッテリーまたはチップに障害があり

ます。

Time-of-day not set – please 

run SETUP program
時刻または日付が正しく設定されてい

ません。またはシステムバッテリーの

不良です。

Timer chip counter 2 failed システム基板の不良です。

Unexpected interrupt in 

protected mode
DIMM の取り付け不良、またはキー
ボード / マウスコントローラチップに
障害があります。

Unsupported CPU combination 取り付けられている複数のプロセッ

サは、同時に取り付けて使用すること

ができません。

Unsupported CPU stepping 

detected
無効なプロセッサステッピングが検出

されました。

Unsupported DIMM detected in 

the RAID DIMM slot!
RAID DIMM スロットに取り付けられ
ている DIMM はサポートされていま
せん。

Utility partition not 

available
ユーティリティパーティションがハー

ドディスク上にありません。

Write fault

Write fault on selected drive

ディスケットまたはハードディスクド

ライブに障害があります。

BIOS Update Attempt Failed BIOS のリモートアップデートに失敗
しました。

Warning! No micro code update 

loaded for processor n
マイクロコードのアップデートに失敗

しました。

メモ： この表で使用された略語の正式名称は、185ページの「用語集」を参照し

てください。

表 1-6 システムメッセージ （続き）

システムメッセージ 対応処置
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警告メッセージ
警告メッセージは、問題発生の可能性があることを知らせ、作業を続行す

る前に対応策をとるように求めます。たとえば、ハードドライブをフォー

マットする前に、ハードドライブ上のすべてのデータが失われるおそれが

あることを警告するメッセージが表示されます。警告メッセージは、

通常、処理を中断して、y（はい）または n（いいえ）を入力して応答す
ることを要求します。

 メモ： 警告メッセージは、アプリケーションプログラムまたは OS によっ

て生成されます。詳細については、OS またはアプリケーションプログラ

ムに付属のマニュアルを参照してください。

診断メッセージ
システム診断プログラムを実行すると、エラーメッセージが表示されるこ

とがあります。診断エラーメッセージは、本項には記載されていません。

177ページの「困ったときは」の診断チェックリストのコピーにメッセー
ジを記録してから、該当する項を参照して、テクニカルサポートにお問い

合わせください。

アラートメッセージ
システム管理ソフトウェアは、システムのアラートメッセージを生成し

ます。アラートメッセージには、ドライブ、温度、ファン、および電源の

状態についての情報、ステータス、警告、およびエラーメッセージが含ま

れます。詳細については、システム管理ソフトウェアのマニュアルを参照

してください。
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セットアップユーティリティの
使い方
システムのセットアップを完了したら、セットアップユーティリティを起

動して、システム設定およびオプション設定を確認します。表示された情

報を将来の参考のために記録しておきます。 

セットアップユーティリティは、次のような場合に使用します。

• ハードウェアを追加、変更、または取り外した後に、NVRAM に保
存されたシステム設定を変更する。

• 時刻や日付などのユーザーが選択可能なオプションを設定または変

更する。

• 内蔵デバイスの有効 / 無効を切り替える。

• 取り付けたハードウェアと設定との間の不一致を修正する。

セットアップユーティリティの起動
1 システムの電源を入れるか、再起動します。

2 次のメッセージが表示されたら、ただちに <F2> を押します。
<F2> = System Setup

<F2> を押す前に OS のロードが開始された場合は、システムの起動
が完了するのを待ってから、もう一度システムを再起動し、この手

順を実行してください。

 メモ： システムシャットダウンの正しい順序を確認するには、

OS に付属のマニュアルを参照してください。
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エラーメッセージへの対応

特定のエラーメッセージに対応することによって、セットアップユーティ

リティを起動できます。システムの起動中にエラーメッセージが表示され

た場合は、メッセージをメモしてください。セットアップユーティリティ

を起動する前に、38ページの「システムメッセージ」でメッセージとエ
ラーの修正方法に関する説明を参照してください。

 メモ： メモリのアップグレード後、最初にシステムを起動する際に、

システムメッセージが表示されるのは正常です。

セットアップユーティリティの使い方

セットアップユーティリティ画面で情報の表示や変更、プログラムの終了

などに使用するキーのリストを 表 2-1 に示します。

表 2-1 セットアップユーティリティメニューのキーの使い方

キー 機能 説明

<Enter> コマンドの実行 <Enter> を押すとサブメニューがアクティブ
になったり閉じたりします。また、日付 / 時刻
に限り、サブフィールドが選択されます。

<Esc> 終了 <Esc> を押すと、現在のフィールドが取り消さ
れて 1 つ前に戻ります。フィールドの編集中
またはメニューの機能の選択中に <Esc> キー
を押すと、親メニューに戻ります。サブメ

ニューで <Esc> を押すと、親メニューに戻り
ます。主要メニューで <Esc> を押すと終了確
認のウィンドウが表示され、変更を保存する

か破棄するかを尋ねるメッセージが表示され

ます。

上矢印 1 つ上の項目の
選択

上矢印は、メニュー項目のオプションリスト

内の前の値を選択するために使用します。

選択した項目をアクティブにするには、

<Enter> を押します。

下矢印 1 つ下の項目の
選択

下矢印は、メニュー項目のオプションリスト

内の次の値を選択するために使用します。

選択した項目をアクティブにするには、

<Enter> を押します。
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 メモ： ほとんどのオプションでは、変更内容は自動的に記録されますが、

システムを再起動するまでは有効になりません。

左および右矢

印キー

メニューの選択 左および右矢印キーは、セットアップ項目の

値を選択するために使用します。

<-> 値の変更 マイナスキーは、選択した項目の値を後方に

スクロールするために使用します。

<+> 値の変更 プラスキーは、選択した項目の値を前方にス

クロールするために使用します。日本語 106 
キーボードでは、プラスキーのスキャンコー

ドが他のキーボードのプラスキーと異なりま

すが、機能は同じです。

<Alt><b> 直ちに保存して

再起動

変更したセットアップ項目があれば直ちにす

べて保存され、サーバーが再起動します。ユー

ザーの確認を求めるメッセージは表示されま

せん。

<Alt><d> 選択した項目の

デフォルトを

ロード

現在選択されているセットアップ項目のデ

フォルトがロードされます。

<Alt><f> すべてのデフォ

ルトのロード

すべてのセットアップのデフォルトがロード

されます。

表 2-1 セットアップユーティリティメニューのキーの使い方

キー 機能 説明
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セットアップユーティリティのオプション

Main（メイン）画面

セットアップユーティリティを起動すると、セットアップユーティリティ

のメイン画面が表示されます（図 2-1 を参照）。

図 2-1 セットアップユーティリティのメイン画面

セットアップユーティリティのメイン画面に表示される情報フィールドの

オプションのリストおよび説明を 表 2-2 に示します。 

 メモ： セットアップユーティリティのオプションはシステム設定によっ

て変わります。

 メモ： 必要に応じて、セットアップユーティリティのデフォルト設定を

それぞれのオプションの下に示します。
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表 2-2 セットアップユーティリティのオプション

オプション 説明

System Time システムの時刻を設定します。

System Date システムの日付を設定します。

Memory Information メモリ構成を設定します。50ページの
「Memory Information（メモリ情報）画
面」を参照してください。

CPU Information プロセッサ構成を設定します。50ページ
の「CPU Information（CPU 情報）画面」
を参照してください。

Boot Sequence 起動デバイスの順序を設定します。

USB Flash Drive Emulation Type 仮想フロッピーを自動 / フロッピー / 
ハードディスクに設定します。

Boot Sequence Retry 有効 / 無効

Integrated Devices 内蔵デバイスを設定します。51ページの
「Integrated Devices（内蔵デバイス）画
面」を参照してください。

PCI IRQ Assigment IRQ 割り当てを表示します。52ページの
「PCI IRQ 画面」を参照してください。

Serial Communication シリアル通信のパラメータを設定し

ます。52ページの「Serial 
Communication（シリアル通信）画面」
を参照してください。

Embedded Server Management 組み込みサーバー管理を設定します。

53ページの「Embedded Server 
Management（組み込みサーバー管
理）画面」を参照してください。

System Security システムセキュリティを設定します。

53ページの「System Security（システム
セキュリティ）画面」を参照してくだ

さい。

Keyboard NumLock 有効 / 無効

Report Keyboard Errors 報告する / 報告しない
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Memory Information（メモリ情報）画面

Memory Information（メモリ情報）画面の情報フィールドに表示される
オプションのリストおよび説明を 表 2-3 に示します。

CPU Information（CPU 情報）画面

CPU Information（CPU 情報）画面の情報フィールドに表示されるオプ
ションのリストおよび説明を 表 2-4 に示します。

表 2-3 Memory Information（メモリ情報）画面

オプション 説明

System Memory Size メモリサイズが表示されます。

System Memory Speed メモリ速度が表示されます。

System Memory Testing 有効 / 無効

Redundant Memory 無効 / スペアモード / ミラーモード

Snoop Filter 有効 / 無効

Low Power Mode 有効 / 無効

Memory Population Information サイズ、速度、ランクが表示されます。

High-Bandwidth Mode 有効 / 無効

表 2-4 CPU Information（CPU 情報）画面

オプション 説明

64-bit 情報の表示のみです（はい / いいえ）。

Core Speed 情報の表示のみです。

Bus Speed 情報の表示のみです。

Virtualization Technology プロセッサの仮想化機能の有効 / 無効を
切り替えます。

メモ： 仮想化テクノロジを有効に設定

すると、BIOS の設定を保存（または 

BIOS を終了）した直後に、電源サイク

ル（電源が切れて再びオンになる）が

行われます。
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Integrated Devices（内蔵デバイス）画面

Integrated Devices（内蔵デバイス）画面に表示される情報フィールドの
オプションのリストおよび説明を 表 2-5 に示します。

Adjacent Cache Line Prefetch シーケンシャルメモリアクセスのため

のシステムの最適化を有効または無効

にします。

Hardware Prefetcher ハードウェアのプリフェッチャを有効

または無効にします。

Demand-Based Power Management プロセッサのアドバンストパワーマ

ネージメントを有効または無効にしま

す（サポートされている場合）。

Processor x ID 情報の表示のみです（検出された物理プ

ロセッサごとに表示されます）。

Processor ID String 情報の表示のみです（検出された物理プ

ロセッサごとに表示されます）。

Level 2 Cache 情報の表示のみです（検出された物理プ

ロセッサごとに表示されます）。

Number of cores 情報の表示のみです（検出された物理プ

ロセッサごとに表示されます）。

表 2-5 Integrated Devices（内蔵デバイス）画面のオプション

オプション 説明

Integrated RAID Controller 有効 / 無効

Optical Drive Controller 有効 / 無効

User Accessible USB Ports すべてのポートがオン / 背面ポートのみ
オン / すべてのポートがオフ

Internal USB Port 有効 / 無効

Embedded Gb NIC# （各 NIC について表示されます） PXE な
しで有効 / PXE ありで有効 / 無効

表 2-4 CPU Information（CPU 情報）画面 （続き）

オプション 説明
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PCI IRQ 画面

PCI IRQ 画面の情報フィールドに表示されるオプションのリストおよび説
明を 表 2-6 に示します。 

Serial Communication（シリアル通信）画面

Serial Communication（シリアル通信）画面の情報フィールドに表示さ
れるオプションのリストおよび説明を 表 2-7 に示します。 

MAC Address （各 NIC について表示されます）情報の
表示のみです。

Capability Detected （各 NIC について表示されます）情報の
表示のみです。

I/OAT DMA Engine 無効 / 有効

表 2-6 PCI IRQ 画面のオプション

オプション 説明

Embedded NIC #（NIC ごと） IRQ #

Integrated Dell Inc RAID Adapter IRQ #

Embedded USB UHCI Controller #
（コントローラごと）

IRQ #

Embedded USB EHCI Controller IRQ #

Embedded Video IRQ #

Embedded IDE IRQ #

Embedded SATA IRQ #

表 2-5 Integrated Devices（内蔵デバイス）画面のオプション （続き）

オプション 説明
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Embedded Server Management（組み込みサーバー管理）画面

Embedded Server Management（組み込みサーバー管理）画面の情報
フィールドに表示されるオプションのリストおよび説明を 表 2-8 に示し
ます。

System Security（システムセキュリティ）画面

System Security（システムセキュリティ）画面の情報フィールドに表示
されるオプションのリストおよび説明を 表 2-9 に示します。

表 2-7 Serial Communication（シリアル通信）画面のオプション

オプション 説明

Serial Communication コンソールリダイレクションなしでオン / 

COM 1 経由のコンソールリダイレクショ
ンありでオン /

COM 2 経由のコンソールリダイレクショ
ンありでオン /オフ

External Serial Connector リモートアクセスデバイス / COM 1 / 
COM 2

Failsafe Baud Rate 15200 / 57600 / 19200 / 9600

Remote Terminal Type VT100/VT220 / ANSI

Redirection After Boot 有効 / 無効

表 2-8 Embedded Server Management（組み込みサーバー管理）のオプション

オプション 説明

Front-Panel LCD Options デフォルト / なし / ユーザー定義の文
字列

Default / None / User-Defined String 文字列を入力するには <Enter> を押し
ます。
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Trusted Platform Module（TPM）（信頼済みプラットフォームモ
ジュール）セキュリティ画面

TPM Security（TPM セキュリティ）画面の情報フィールドに表示される
オプションのリストおよび説明を 表 2-10 に示します。

表 2-10 TPM Security（TPM セキュリティ）画面のオプション

Exit（終了）画面

<Esc> を押してセットアップユーティリティを終了すると、Exit（終了）
画面に次のオプションが表示されます。

• Save Changes and Exit（変更を保存して終了）

• Discard Changes and Exit（変更を破棄して終了）

• Return to Setup（セットアップへ戻る）

表 2-9 System Security（システムセキュリティ）画面のオプション

オプション 説明

System Password 無効 / 有効

Setup Password 無効 / 有効

Password Status ロック解除 / ロック

TPM Security 54ページの「Trusted Platform 
Module（TPM）（信頼済みプラット
フォームモジュール）セキュリティ画

面」を参照してください。

Power Button 有効 / 無効

NMI Button 有効 / 無効

AC Power Recovery 前回 / オン / オフ

オプション 説明

TPM Security オフ（デフォルト）/

起動前測定ありでオン /

起動前測定なしでオン

TPM Clear はい / いいえ（デフォルト）
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システムパスワードとセットアップパスワー
ドの機能

 注意： パスワード機能は、システム内のデータに対して基本的なセキュ

リティを提供します。より強固なセキュリティが必要なデータについ

ては、データ暗号化プログラムなどの保護機能を別途使用してください。

 注意： システムパスワードを設定せずに動作中のシステムから離れたり、

システムをロックせずに放置したりした場合、第三者がジャンパの設定を

変更して、パスワード機能を無効にすることができます。この結果、誰で

もシステムに保存された情報にアクセスできるようになります。

お使いのシステムは、出荷時にはシステムパスワード機能が有効になって

いません。システムのセキュリティが必要な場合は、システムパスワード

保護機能を有効にしてシステムを操作してください。

既存のパスワードを変更するには、そのパスワードを事前に知っておく必

要があります（59ページの「システムパスワードの変更」を参照）。パス
ワードを忘れると、トレーニングを受けたサービス技術者がパスワード

ジャンパの設定を変更してパスワードを無効にし、既存のパスワードを消

去するまで、システムを操作したり、セットアップユーティリティの設定

を変更したりすることはできません。この手順は、174ページの「忘れて
しまったパスワードの無効化」に記載されています。 

システムパスワードの使い方

システムパスワードを設定すると、パスワードを知っているユーザーでな

ければ、システムの全機能を使用することはできません。System 
Password（システムパスワード）オプションが Enabled（有効）に設定
されている場合、システムパスワード要求のプロンプトがシステムの起動

後に表示されます。
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システムパスワードの設定

システムパスワードを設定する前に、まずセットアップユーティリティを

起動して、System Password（システムパスワード）オプションを確認し
ます。

システムパスワードが設定されている場合、System Password（システム
パスワード）オプションの設定は Enabled（有効）です。Password 
Status（パスワードステータス）が Unlocked（ロック解除）に設定され
ている場合、システムパスワードは変更できます。Password Status（
パスワードステータス）オプションが Locked（ロック）に設定されてい
る場合、システムパスワードは変更できません。ジャンパ設定によってシ

ステムパスワード機能が無効になっている場合、その設定は Disabled
（無効）で、システムパスワードを変更したり新しいシステムパスワード

を入力したりすることはできません。

システムパスワードが設定されておらず、システム基板上のパスワード

ジャンパが有効の位置に設定されている場合、System Password（システ
ムパスワード）オプションは Not Enabled（無効）と表示され、
Password Status（パスワードステータス）フィールドには Unlocked
（ロック解除）と表示されます。システムパスワードを設定するには、

次の手順を実行します。

1 Password Status（パスワードステータス）オプションが 
Unlocked（ロック解除）に設定されていることを確認します。

2 System Password（システムパスワード）オプションをハイライ
ト表示して、<Enter> を押します。

3 このフィールドに新しいシステムパスワードを入力します。

パスワードは半角の英数字で 32 文字まで入力できます。

いずれかの文字キー（またはブランクスペースとしてスペースキー）

を押すと、フィールドには文字の代わりにプレースホルダが表示さ

れます。

パスワードの設定では、大文字と小文字は区別されません。大文字、

小文字、数字、および特殊 ASCII 文字 `~!@#$%^&*()_-+=
[{}]\|;:,<.>/? はすべてパスワードに使用できます。

 メモ： キーパッドから入力される数字や記号は、キーボード上の数

字や記号とは異なります。
56 セットアップユーティリティの使い方



入力したパスワードを訂正するには、<Backspace> または左矢印
キーを押して文字を消去します。

 メモ： システムパスワードの設定を途中で中止する場合は、<Enter> 

を押して別のフィールドに移動するか、手順 5 を終了する前に <Esc> 

を押します。

4 <Enter> を押します。

5 確認のために、もう一度同じパスワードを入力して <Enter> を押し
ます。

System Password（システムパスワード）の設定表示が Enabled
（有効）に変わります。セットアップユーティリティを終了して、シ

ステムを使用します。

6 ここでシステムを再起動してパスワード保護機能を有効にするか、

作業を続けます。

 メモ： システムを再起動するまでパスワード保護機能は有効になり

ません。

システムを保護するためのシステムパスワードの使い方

 メモ： セットアップパスワードを設定している場合（60ページの「セッ

トアップパスワードの使い方」を参照）、システムはセットアップパス

ワードをシステムパスワードの代用として受け付けます。 

Password Status（パスワードステータス）オプションが Unlocked
（ロック解除）に設定されている場合は、パスワードセキュリティを有効

のままにしておくことも無効にすることもできます。パスワードセキュリ

ティを有効のままにしておくには、次の手順を実行します。

1 システムの電源を入れるか、<Ctrl><Alt><Del> を押してシステムを
再起動します。

2 パスワードを入力し、<Enter> を押します。 

パスワードセキュリティを無効にするには、次の手順を実行します。 

1 システムの電源を入れるか、<Ctrl><Alt><Del> を押してシステムを
再起動します。

2 パスワードを入力し、<Ctrl><Enter> を押します。 

BIOS セットアップの Password Status（パスワードステータス）が 
Locked（ロック）に設定されている場合、システムの電源を入れるか再
起動すると、システムパスワードの入力はできますが、<Ctrl><Enter> を
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押してシステムパスワードを無効にすることはできません。システムパス

ワードを無効にする機能を回復するには、BIOS セットアップに入り、
Password Status（パスワードステータス）を Unlocked（ロック解除）
に変更する必要があります。

正しいシステムパスワードを入力して <Enter> を押すと、システムは通
常どおりに動作します。

間違ったシステムパスワードを入力すると、パスワードの再入力を求める

メッセージが表示されます。3 回目までに正しいパスワードを入力してく
ださい。間違ったパスワードを 3 回入力すると、間違ったパスワードの
入力回数を示すメッセージと、システムの停止、電源を切る必要を示すエ

ラーメッセージが表示されます。このメッセージは、何者かが無許可でシ

ステムの使用を試みたことを示す警告となります。

システムをシャットダウンして再起動しても、正しいパスワードを入力す

るまで、このエラーメッセージが表示されます。

 メモ： Password Status（パスワードステータス）オプションの他に 

System Password（システムパスワード）と Setup Password（セットアップ

パスワード）オプションも併用すると、無許可の変更からシステムを保護

することができます。

既存のシステムパスワードの無効化

パスワードを無効にする方法は複数あり、パスワードの削除または変更が

可能です。

方法 1:POST からシステムパスワードを無効にする / 削除する

1 BIOS セットアップで Password Status（パスワードステータス）
が Unlocked（ロック解除）に設定されている場合は、システムパ
スワードを入力し、<Ctrl><Enter> を押してパスワードを無効にし
ます。

方法 2:BIOS セットアップからシステムパスワードを無効にする / 削除
する

1 POST 中に <F2> を押して、セットアップユーティリティを起動し
ます。

2 プロンプトが表示されたら、正しいシステムパスワードを入力し、

<Enter> を押します。
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3 セットアップユーティリティで System Security（システムセキュリ
ティ）画面を開き、Password Status（パスワードステータス）が 
Unlocked（ロック解除）に設定されていることを確認します。

4 Setup Password（セットアップパスワード）オプションをハイラ
イト表示し、<Enter> を押してセットアップパスワードウィンドウ
にアクセスし、<Enter> を 2 回押して既存のセットアップパスワー
ドをクリアします。設定が Not Enabled（無効）に変わります。

5 System Password（システムパスワード）が Not Enabled
（無効）に設定されたことを確認します。

6 <ESC> を押してセットアップを終了して続行するか、または 
<Alt><b> を押して直ちに保存して再起動します。

システムパスワードの変更

1 POST 中に <F2> を押して、セットアップユーティリティを起動し
ます。

2 プロンプトが表示されたら、正しいシステムパスワードを入力し、

<Enter> を押します。

3 セットアップユーティリティで System Security（システムセキュリ
ティ）画面を開き、Password Status（パスワードステータス）が 
Unlocked（ロック解除）に設定されていることを確認します。

4 System Password（システムパスワード）を選択し、<Enter> を
押します。Enter Password（パスワードの入力）と Confirm 
Password（パスワードの確認）の両方に新しいパスワードを入力
します。

5 System Password（システムパスワード）が Enabled（有効）
に設定されたままであることを確認します。

6 <ESC> を押してセットアップを終了して続行するか、または 
<Alt><b> を押して直ちに保存して再起動します。
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セットアップパスワードの使い方

セットアップパスワードの設定 

セットアップパスワードは、Setup Password（セットアップパスワード）
オプションが Not Enabled（無効）に設定されている場合にのみ、設定
（または変更）できます。セットアップパスワードを設定するには、

Setup Password（セットアップパスワード）オプションをハイライト表
示して、<+>、<->、または <Enter> キーを押します。パスワードの入力
と確認を求めるプロンプトが表示されます。

 メモ： セットアップパスワードとシステムパスワードを同じにすること

もできます。2 つのパスワードを別にした場合、セットアップパスワード

はシステムパスワードの代わりに使用できます。ただし、システムパス

ワードをセットアップパスワードの代わりに使用することはできません。

パスワードは半角の英数字で 32 文字まで入力できます。

いずれかの文字キー（またはブランクスペースとしてスペースキー）を押

すと、フィールドには文字の代わりにプレースホルダが表示されます。

パスワードの設定では、大文字と小文字は区別されません。大文字、小文

字、数字、および特殊 ASCII 文字 `~!@#$%^&*()_-+=[{}]\|;:,<.>/? はすべ
てパスワードに使用できます。

 メモ： キーパッドから入力される数字や記号は、キーボード上の数字や

記号とは異なります。

入力したパスワードを訂正するには、<Backspace> または左矢印キーを
押して文字を消去します。

パスワードの確認が終わると、Setup Password（セットアップパスワー
ド）の設定は Enabled（有効）に変わります。次にセットアップユー
ティリティを起動すると、セットアップパスワードの入力を求めるプロン

プトが表示されます。

Setup Password（セットアップパスワード）オプションの変更は、ただ
ちに有効になります（システムを再起動する必要はありません）。
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セットアップパスワードが有効な場合の操作

Setup Password（セットアップパスワード）が Enabled（有効）に設定
されている場合、正しいセットアップパスワードを入力しないと、ほとん

どのセットアップオプションは変更できません。セットアップユーティリ

ティを起動すると、パスワードの入力を求めるプロンプトが表示され

ます。

3 回目までに正しいパスワードを入力しないと、セットアップ画面は表示
されますが、変更することはできません。ただし例外として、System 
Password（システムパスワード）が Enabled（有効）に設定されてお
らず、また Password Status（パスワードステータス）オプションを使っ
てロックされていない場合、システムパスワードを設定できます（ただ

し、既存のシステムパスワードを無効にしたり変更することはできま

せん）。

 メモ： Setup Password（セットアップパスワード）オプションと Password 

Status（パスワードステータス）オプションを併用すると、無許可の変更

からシステムパスワードを保護することができます。

システムパスワードの無効化

1 セットアップユーティリティを起動して、System Security（シス
テムセキュリティ）オプションを選択します。 

2 Setup Password（セットアップパスワード）オプションをハイラ
イト表示し、<Enter> を押してセットアップパスワードウィンドウ
にアクセスし、<Enter> を 2 回押して既存のセットアップパスワー
ドをクリアします。設定が Not Enabled（無効）に変わります。

3 新しいセットアップパスワードを設定する場合は、60 ページの
「セットアップパスワードの設定」の手順を実行します。
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忘れてしまったパスワードの無効化
システム基板上のジャンパにより、パスワードが有効になります。

174ページの「忘れてしまったパスワードの無効化」を参照してく
ださい。

ベースボード管理コントローラの設定
ベースボード管理コントローラ（BMC）を使用すると、システムの設定、
監視、回復をリモートで行うことができます。BMC を使用して、次の機
能を設定できます。

• IPMI Over LAN（LAN 経由の IPMI）
• NIC Selection（NIC 選択）
• LAN Parameters（LAN パラメータ）
• Advanced LAN Parameters（上級 LAN パラメータ）
• Virtual Media Configuration（仮想メディアの設定）
• LAN User Configuration（LAN のユーザー設定）
• Reset To Default（デフォルトへのリセット）
• System Event Log Menu（システムイベントログのメニュー）

 メモ： 内蔵 NIC を通じて BMC にリモートでアクセスするには、内蔵 NIC1 

とのネットワーク接続が必要です。

BMC の使い方の詳細については、BMC とシステム管理アプリケーション
のマニュアルを参照してください。

BMC セットアップモジュールの起動

1 システムの電源を入れるか、再起動します。 

2 POST 後、プロンプトが表示されたときに、<Ctrl><e> を押します。 

<Crtl><e> を押す前に OS のロードが開始された場合は、システムの
起動が完了するのを待ってから、もう一度システムを再起動して、

この手順を実行してください。

BMC セットアップモジュールのオプション

BMC セットアップモジュールのオプションのリストと EMP（緊急管理
ポート）の設定方法の詳細については、BMC の『ユーザーズガイド』を
参照してください。
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システム部品の取り付け
本項では、システムカバーを取り外して以下のシステム部品を取り付ける

方法について説明します。

• ハードドライブ

• ハードドライブキャリアの取り付け

• 電源ユニット

• システムファン

• 冷却用エアフローカバー

• SAS コントローラカード

• RAID バッテリー

• 起動デバイスの設定

• PCI Express アドインカード

• オプティカルドライブ

• システムメモリ

• プロセッサ

• システムバッテリー

• NIC TOE の有効化

• I/O ライザー
• DRAC

• SAS バックプレーン（サービス技術者専用の手順）

• 電源インタポーザボード（サービス技術者専用の手順）

• システム基板（サービス技術者専用の手順）
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推奨するツール
本項の手順を実行するには、以下のアイテムが必要です。

• システムキーロックのキー

• #2 プラスドライバ

• 一般的なドライバ

• 静電気防止用リストバンド

• 導電発泡パッド（推奨）

システムの内部
 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

カバーを取り外したシステムの内部を図 3-1 に示します。
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図 3-1 システムの内部

1 前面ファン 2 イントルージョンスイッチ

3 RAID コントローラ 4 SAS バックプレーン

5 プロセッサヒートシンク 6 センターブレース

7 メモリライザー 8 背面ファン

9 PCI Express カード 10 ハードドライブ

1

10

2

8

7

6
5

3
4

9
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上部カバーの取り外しと取り付け
 警告： システムがラックに取り付けられている場合は、サーバーを引き

出した時に前方に傾かないようにラックがしっかり固定されていることを

確認します。ラックが前方に傾くと倒壊の危険があります。ラックが倒壊

すると大けがや死亡につながるおそれがあります。

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

 注意： 正常な冷却と換気を確保するために、カバーを取り外した状態で

サーバーを 4 分間以上使用しないでください。シャーシカバーやシステム

ファンを取り外した状態での使用を必要以上に続けないでください。シス

テムの冷却が妨げられるおそれがあります。

 注意： サーバーは上部カバーが取り外せるように設計されており、電源

をオンにしたままの状態でシステムファンの着脱やその他のシステム部品

の保守を行うことができます。本章で説明されている部品を除き、必要な

保守サービスはすべて、資格を持つサービス技術者のみが行ってくだ

さい。

 注意： 電子部品を取り扱う際には、シャーシの塗装されていない金属面

に取り付けられた静電気防止用リストバンド（シャーシアース）を必ず装

着して、システムを静電気放電（ESD）から保護してください。
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上部カバーの取り外し

システムのアップグレードまたはトラブルシューティングを行うには、

システムカバーを取り外し内部コンポーネントに触れることができるよう

にします。

1 冷却ファンや電源ユニットなどのホットプラグ対応コンポーネント

を取り付ける場合を除き、システムとシステムに接続されている周

辺機器の電源を切り、システムを電源コンセントと周辺機器から外

します。

2 システムカバーを取り外すには、ラッチリリースロックを反時計方

向に回してアンロックの位置にします。図 3-2 を参照してください。

3  システム上部のラッチを持ち上げます。ラッチを持ち上げるとカ
バーは後方にスライドします。図 3-2 を参照してください。

4 カバーの両側をつかんで、カバーをシステムから慎重に持ち上げて、

取り外します。

上部カバーの取り付け

1 カバーのラッチを持ち上げます。

2 カバーをシステム上部に置き、シャーシの J フックを越えてシステ
ムシャーシに平らにかぶさるように、カバーをわずかに後方にずら

します。図 3-2 を参照してください。

3 ラッチを押し下げてカバーを閉じ位置に固定します。

4 ラッチリリースロックを時計方向に回してカバーを固定します。
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図 3-2 上部カバーの取り外し

1 ラッチ 2 ラッチリリースロック

3 位置合わせ J フック

3

1

2
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ハードドライブ
本項では、SAS または SATA ハードドライブをシステムの内蔵ハードドラ
イブベイに取り付けて設定する方法について説明します。お使いのシステ

ムには、5 台までの 3.5 インチハードドライブ、または 8 台までの 2.5 イ
ンチハードドライブを取り付けることができます。どのドライブも、複数

の SAS バックプレーン（オプション）のいずれか 1 つを通じてシステム
基板に接続します。これらのバックプレーンオプションについては、

173ページの「電源インタポーザコネクタ」を参照してください。

 メモ： ご注文になったハードドライブ構成によっては、ハードドライブ

にドライブインタポーザが備わっている場合があります。ドライブインタ

ポーザにより、バックプレーンの SAS コネクタに SATA ドライブを接続す

ることができます。

作業を開始する前に

ハードドライブは、ハードドライブベイにぴったり収まる特別なホットプ

ラグ対応 SATA ドライブキャリアに装着して提供されます。

 注意： システムの動作中にドライブを取り付けたり取り外したりする

前に、オプションの SAS RAID コントローラカードのマニュアルを参照し

て、ホットプラグ対応ドライブの取り外しと挿入をサポートするように、

ホストアダプタが正しく設定されていることを確認します。

 メモ： SAS バックプレーン用として使用が認められているテスト済みの

ドライブのみを使用することをお勧めします。

SAS または SATA ハードドライブのパーティション分割とフォーマットを
行うには、OS に付属のプログラム以外のプログラムが必要になる場合が
あります。

 注意： ドライブのフォーマット中にシステムの電源を切ったり、再起動

を行ったりしないでください。ドライブの故障の原因となります。

大容量のハードドライブをフォーマットする場合は、フォーマットの完了

までに十分な時間の余裕をみておいてください。通常、これらのドライブ

のフォーマットには時間がかかります。
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ドライブダミーの取り外し

 注意： システムの正常な冷却状態を維持するために、空のハードドライ

ブベイには必ずドライブダミーを取り付ける必要があります。システムか

らハードドライブキャリアを取り外し、再度取り付けない場合は、キャリ

アにドライブダミーを装着して取り付けなおす必要があります。

ドライブダミーを取り外す手順は、お使いのシステムのハードドライブ構

成が 3.5 インチまたは 2.5 インチのいずれかによって異なります。 

3.5 インチハードドライブ構成の場合は、次のとおりです。

1 ドライブダミーリリースを矢印の方向に押します。

2 ダミーが外れるまで、ダミーの両端を引き抜きます。

2.5 インチハードドライブ構成の場合は、2.5 インチハードドライブキャ
リアの場合と同じ要領でダミーを取り外します。手順は次のとおりです。

1 ドライブダミーリリースハンドルを開いて、ダミーを取り出せる状

態にします。図 3-3 を参照してください。

2 ドライブベイから外れるまで、ドライブダミーを手前に引き出し

ます。 
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図 3-3 ドライブダミーの取り外し

ドライブダミーの取り付け

ドライブダミーを取り付ける手順は、お使いのシステムのハードドライブ

構成が 3.5 インチまたは 2.5 インチのいずれかによって異なります。

3.5 インチハードドライブ構成の場合、ドライブダミーは正しい向きでな
いとドライブベイに挿入できないようになっています。3.5 インチドライ
ブのダミーを取り付けるには、ダミーのキーのある側をドライブベイに回

しながら挿入し、完全に押し込まれてラッチがかかるまで、ダミーのもう

一方の端を均等の力で押します。

2.5 インチハードドライブ構成の場合は、2.5 インチハードドライブキャ
リアの場合と同じ要領でハードドライブダミーを取り付けます。手順は次

のとおりです。

1 リリースハンドル

1
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1 ハードドライブダミーのハンドルを開きます。

2 ドライブダミーをドライブベイに挿入して、完全に装着します。

3 ハンドルを閉じ、ダミーを所定の位置にロックします。

ホットプラグ対応ハードドライブの取り外し

 注意： システムの正常な冷却状態を維持するために、空のハードドライ

ブベイには必ずドライブダミーを取り付ける必要があります。

1 RAID 管理ソフトウェアからドライブを取り外す準備を行い、ドライ
ブキャリアのハードドライブインジケータが、ドライブを安全に取

り外すことができるという信号を発するまで待ちます。ホットプラ

グ対応ドライブを取り外す手順の詳細については、SAS RAID コント
ローラのマニュアルを参照してください。

ドライブがオンラインだった場合は、ドライブがパワーダウンする

際に、緑色のアクティビティ / 障害インジケータが点滅します。両方
のドライブインジケータが消灯したら、ドライブを安全に取り外す

ことができます。

2 キャリアハンドルをつまんで、キャリアをシステムに固定している

ラッチを外します。

3 キャリアハンドルを引いてシステムから外し、キャリアを取り出し

ます。図 3-4 を参照してください。
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図 3-4 ホットプラグ対応ハードドライブの取り外し

4 ドライブベイから外れるまで、ハードドライブを手前に引き出し

ます。

5 ハードドライブを再度取り付けない場合は、空いているドライブベ

イにドライブダミーを挿入します。71ページの「ドライブダミーの
取り付け」を参照してください。

1 アクティビティ / 障害インジケ
ータ

2 ドライブキャリアリリースハ

ンドル

3 ハードドライブ

2 3

1
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ホットプラグ対応ハードドライブの取り付け

 注意： ハードドライブを取り付ける際は、隣接するドライブが完全に装

着されていることを確認します。ハードドライブキャリアを挿入し、その

ハンドルを完全に装着されていないキャリアの隣にロックしようとす

ると、完全に装着されていないキャリアのシールドのバネが損傷し、使用

できなくなるおそれがあります。

 注意： ホットプラグ対応ドライブの取り付けをサポートしていない OS も

あります。OS に付属のマニュアルを参照してください。

1 ベイにドライブダミーが取り付けられている場合は、取り外します。

70ページの「ドライブダミーの取り外し」を参照してください。
2 ハードドライブキャリアのハンドルを開きます。

3 ハードドライブキャリアがバックプレーンに接触するまで、キャリ

アをドライブベイに挿入します。

4 ハンドルを閉じ、ドライブを所定の位置にロックします。

ハードドライブキャリアの取り付け
ハードドライブをハードドライブキャリアから取り外す方法

1 ハードドライブキャリアのスライドレールから 4 本のネジを外し
ます。

2 ハードドライブをキャリアから外します。

SAS ハードドライブを SATAu ドライブキャリアに取り付ける方法

 メモ： SAS ハードドライブは必ず SATAu ドライブキャリアに取り付けて

ください。SATAu ドライブキャリアには「SATAu」のラベル、および SAS 

と SATA の取り付けネジを示すマークがあります。

1 ドライブのコネクタの端が後部に来るようにして、SAS ハードドラ
イブをハードドライブキャリアに挿入します。図 3-5 を参照してく
ださい。

2 図 3-5 に示す角度からアセンブリを見て、ハードドライブ背面底部
のネジ穴を、ハードドライブキャリアの「SAS」のラベルがある穴に
合わせます。

正しく揃うと、ハードドライブの背面がハードドライブキャリアの

背面と同一面に揃います。

3 4 本のネジを取り付けて、ハードドライブをハードドライブキャリ
アに固定します。図 3-5 を参照してください。
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図 3-5 SAS ハードドライブを SATAu ドライブキャリアに取り付ける方法

1 ネジ（4） 2 ドライブキャリア

3 ハードドライブ

SATAu SAS

1 2

3
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SATA ハードドライブを SATAu  ハードドライブキャリアに取り付
ける方法

 メモ： SATAu ドライブキャリアには「SATAu」のラベル、および SAS と 

SATA の取り付けネジを示すマークがあります。

1 ドライブのコネクタの端が後部に来るようにして、SATA ハードドラ
イブを SATAu ハードドライブキャリアに挿入します。図 3-5 を参照
してください。

2 図 3-5 に示す角度からアセンブリを見て、ハードドライブ背面底部
のネジ穴を、ハードドライブキャリアの「SATAu」のラベルがある
穴に合わせます。 

3 4 本のネジを取り付けて、ハードドライブをハードドライブキャリ
アに固定します。図 3-5 を参照してください。

電源ユニット
お使いのシステムでは 2 台の電源ユニットが電力を供給します。

 メモ： 電源ユニット 1 台だけでもシステムは動作しますが、パフォーマ

ンスが著しく低下します。

電源ユニットの取り外し

 注意： システムが正常に動作するには、電源ユニットが 1 台は必要です。

電源ユニットを 2 台取り付け、両方を AC 電源に接続すると、システムは

冗長モードになります。電源が入ったシステムで一度に取り外し、取り付

けができる電源ユニットは、1 台だけです。電源ユニットのダミーを取り

付けずに、電源ユニットが 1 台だけ取り付けられたシステムを長時間動作

させると、システムがオーバーヒートするおそれがあります。

 注意： 電源ユニットを 1 台だけ取り付ける場合は、電源ユニットベイ（1）

に取り付ける必要があります。

 注意： システムを 120 ～ 220 VAC の範囲の電源に接続し、2 台の電源ユ

ニットを取り付けている場合、2 台目の電源ユニットは、ホットプラグ対

応の冗長電源として機能します。

1 電源ユニットが 1 台のみのシステムの場合は、システムおよびシス
テムに接続されているすべての周辺機器の電源を切ります。冗長シ

ステムの場合は、システムの電源を入れたままで次の手順に進むこ

とができます。

2 電源から電源ケーブルを外します。
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3 電源ユニットから電源ケーブルを外します。

4 電源ユニットラッチを押し下げ、次に電源ユニットレバーを引いて、

電源ユニットをシャーシから取り出します。図 3-6 を参照してくだ
さい。

5 電源ユニットをシャーシからまっすぐに引き出します。

図 3-6 電源ユニットの取り外し

1 電源ユニットラッチ 2 電源ユニットレバー

3 電源コネクタ 4 電源ユニットのステータスインジ

ケータ

1

2

4 3
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電源ユニットの取り付け

1 電源ユニットレバーを引き上げた状態で、新しい電源ユニットを

シャーシに押し込みます。図 3-6 を参照してください。
2 電源ユニットのフェースプレートと同一面になり、電源ユニット

ラッチで固定されるところまで、レバーを電源ユニットの方向に回

します。図 3-6 を参照してください。
3 電源ケーブルを電源ユニットに接続し、電源ケーブルのプラグをコ

ンセントに差し込みます。

 メモ： 新しい電源ユニットを取り付けたら、システムが電源ユニッ

トを認識するまで数秒待ち、正常に動作することを確認します。

電源ユニットのステータスインジケータが緑色に点灯し、電源ユ

ニットが適切に機能していることを示します。図 3-6 を参照してくだ

さい。

システムファン
システムには、ホットプラグ対応冷却ファンが 8 台（前面と背面に 4 台
ずつ）装備されています。

冷却ファンの 4 台はシャーシ前面にあります。各ファンは交換可能です。
2 つの冷却ファンハウジングが、シャーシ背面にあります。各ハウジング
に 2 台のファンが入っています。ファンもファンハウジングもそれぞれ
交換可能です。

故障した冷却ファンはサーバーの電源を切らずに交換できますが、残りの

ファンが十分に機能している場合に限ります。

前面システムファンの取り外し

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

1 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

2 取り外すファンの位置を確認します。

3 ファンループハンドルを両側から挟むように押し、ファンをシャー

シに固定しているラッチを外します。

4 ファンをファンケージから真っ直ぐ引き上げて、シャーシから取り

外します。
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前面システムファンの取り付け

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

1 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

2 ファンのコネクタをシャーシのコネクタに合わせます。

3 シャーシガイドの間にファンを置きます。

4 交換用のファンをシャーシ内に下ろして、所定の位置に固定します。

前面システムファンのホットプラグ交換

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

 警告： ファンの取り扱いは、ファンブレードの回転が止まるまで待ち、

細心の注意を払って行ってください。

 注意： 正常な冷却と換気を確保するために、カバーを取り外した状態で

サーバーを 4 分間以上使用しないでください。シャーシカバーやシステム

ファンを取り外した状態での使用を必要以上に続けないでください。シス

テムの冷却が妨げられるおそれがあります。

 注意： システムファンはホットプラグ対応です。システムの電源がオン

の場合に適切な冷却効果を維持するため、ファンの交換は 1 台ずつ行って

ください。

1 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

2 交換するファンの位置を確認します。

3 ファンループハンドルを両側から挟むように押し、ファンをシャー

シに固定しているラッチを外します。

4 ファンをファンケージから真っ直ぐ引き上げて、シャーシから取り

外します。

5 交換用のファンのコネクタをシャーシのコネクタに合わせます。

6 シャーシガイドの間にファンを置きます。

7 交換用のファンをシャーシ内に下ろして、所定の位置に固定します。

8 上部カバーを取り付けます。
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図 3-7 前面システムファンのホットプラグ交換

1 ブレース 2 ファン

3 ループハンドル 4 ファンコネクタ
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背面システムファンの取り外し

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

1 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

2 取り外すファンの位置を確認します。

3 ファンループハンドルを両側から挟むように押し、ファンを背面シ

ステムファンハウジングに固定しているラッチを外します。

4 ファンをファンケージから真っ直ぐ引き上げて、背面システムファ

ンハウジングから取り外します。

背面システムファンの取り付け

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

1 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

2 ファンのコネクタをシャーシのコネクタに合わせます。

3 ファンをファンハウジング内に置きます。

4 交換用のファンを背面システムファンハウジング内に下ろして、

所定の位置に固定します。
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背面システムファンのホットプラグ交換

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

 警告： ファンの取り扱いは、ファンブレードの回転が止まるまで待ち、

細心の注意を払って行ってください。

 注意： 正常な冷却と換気を確保するために、カバーを取り外した状態で

サーバーを 4 分間以上使用しないでください。シャーシカバーやシステム

ファンを取り外した状態での使用を必要以上に続けないでください。シス

テムの冷却が妨げられるおそれがあります。

 注意： システムファンはホットプラグ対応です。システムの電源がオン

の場合に適切な冷却効果を維持するため、ファンの交換は 1 台ずつ行って

ください。

1 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

2 交換するファンの位置を確認します。

3 ファンループハンドルを両側から挟むように押し、ファンをシャー

シに固定しているラッチを外します。

4 ファンをファンハウジングから真っ直ぐ引き上げて、ファンハウジ

ングから取り外します。

5 ファンのコネクタをシャーシのコネクタに合わせます。

6 ファンをファンハウジング内に置きます。

7 交換用のファンをハウジング内に下ろして、所定の位置に固定し

ます。

背面システムファンハウジングの取り外し

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

1 電源が切れていることを確認します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。
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3 メモリライザーを取り外します。103ページの「メモリライザーの
取り外し」を参照してください。

4 該当する背面システムファンを取り外します。81ページの「背面シ
ステムファンの取り外し」を参照してください。

5 ファンハウジングのラッチを前方に引き、背面システムファンハウ

ジングを持ち上げてシャーシから取り外します。

図 3-8 背面システムファンハウジングの取り外し

1 ファンハウジングのラッチ 2 ファンハウジング

3 ファンループハンドル 4 ファンハウジングの位置
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1

4
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背面システムファンハウジングの取り付け

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

1 電源が切れていることを確認します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 ファンハウジングガイドをフレームに合わせます。

4 交換用のファンハウジングをシャーシ内に下ろして、所定の位置に

固定します。

冷却用エアフローカバー
冷却用エアフローカバーは、通気によってプロセッサを冷却する仕組みに

なっています。

 注意： 冷却用エアフローカバーを取り外した状態でシステムを使用しな

いでください。システムがオーバーヒートして、すぐにシステムがシャッ

トダウンし、データが失われるおそれがあります。

冷却用エアフローカバーの取り外し

1 電源が切れていることを確認します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 フィンガーホールドをつかみ、冷却用エアフローカバーをまっすぐ

に持ち上げます。場合によっては、エアフローカバーの角を持ち上

げて、エアフローカバーガイドをシャーシから外す必要があります。
84 システム部品の取り付け



図 3-9 冷却用エアフローカバーの取り外し

冷却用エアフローカバーの取り付け

 注意： 冷却用エアフローカバーを取り付ける際には、エアフローカバー

によってシステムのケーブルに損傷を与えないように注意してください。

1 電源が切れていることを確認します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 エアフローカバーガイドをシャーシ内のスロット上に置きます。

4 冷却用エアフローカバーをゆっくりと所定の位置まで押し下げます。

1 冷却用エアフローカバー 2 フィンガーホールド

3 シャーシスロット

1

3

2
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SAS コントローラカード
お使いのシステムには、SAS コントローラカード専用のスロットがあり
ます。SAS コントローラカードにより、お使いのシステムの内蔵ハードド
ライブで SAS ストレージサブシステムが使用できるようになります。オ
プションの SAS RAID コントローラカードを使用すると、内蔵ハードドラ
イブを RAID 構成に設定できます。2 種類のカードのケーブル接続は異な
るものの（SAS コントローラカードにはコネクタが 1 個しかありません
が、SAS RAID コントローラカードには 2 個あります）、以下で説明する
ように、どちらのカードも専用スロットに取り付けます。SAS RAID コン
トローラカードは、図 3-10 に示してあります。
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図 3-10 SAS RAID コントローラカード

1 RAID バッテリーコネクタ 2 コントローラコネクタ（2）
3 RAID_DIMM 4 カードラッチ

2

4

3

1
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SAS コントローラカードの取り外し

 注意： 『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意の「静電

気障害への対処」を参照してください。

1 電源が切れていることを確認します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 冷却用エアフローカバーを取り外します。84ページの「冷却用エア
フローカバーの取り外し」を参照してください。

4 コネクタラッチを挟むように押し、コネクタをまっすぐに持ち上げ

て、各コントローラコネクタを外します。

 注意： SAS コントローラカードに接続されている SAS RAID DIMM 
カードを持ち上げないで、SAS コントローラカードそのものを持ち
上げてください。

5 カードラッチをカードが外れる方向に押し、カードをシステムから

持ち上げて取り外します。

6 RAID バッテリーを SAS コントローラカードから外します。

SAS コントローラカードの取り付け

1 電源が切れていることを確認します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 冷却用エアフローカバーを取り外します。84ページの「冷却用エア
フローカバーの取り外し」を参照してください。

4 RAID バッテリーを SAS コントローラカードに接続します。
5 SAS コントローラカードをシステム基板の SAS コントローラカード
コネクタ上のカードガイドの間に置きます。

6 SAS コントローラカードをシャーシ内に下ろし、カードをシステム
基板に完全に装着します。

 警告： RAID バッテリーケーブルがプロセッサヒートシンクに接触し

ないことを確認してください。

7 各コントローラコネクタを接続します。

SAS および SAS RAID コントローラカードの配線ガイドライン

SAS および SAS RAID コントローラが、2.5 インチシステムの場合は 
図 3-11、 3.5 インチシステムの場合は 図 3-12 に示す配線になっているこ
とを確認します。
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図 3-11 2.5 インチ SAS / SAS RAID のケーブル接続

1 SAS バックプレーン 2 SAS A コネクタ

3 GND/12V コネクタ 4 コントローラ 0 コネクタ

5 コントローラ 1 コネクタ 6 SATA_A コネクタ（システム基板上）

7 SATA_A コネクタ

（電源インタポーザボード上）

8 電源インタポーザボード（PIB）

9 PIB 電源コネクタ 10 SAS B コネクタ
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図 3-12 3.5 インチ SAS / SAS RAID のケーブル接続

1 SAS A コネクタ 2 GND/+12V コネクタ

3 SAS バックプレーン 4 SAS B コネクタ

5 コントローラ 0 コネクタ 6 コントローラ 1 コネクタ

7 システム基板 8 SATA_A コネクタ（システム基板上）

9 SATA_A コネクタ

（SAS バックプレーン上）

10 コントロールパネルコネクタ
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90 システム部品の取り付け



RAID バッテリー

RAID バッテリーの取り付け

1 RAID バッテリーをバッテリーキャリアに挿入します。図 3-13 を参
照してください。

2 プロセッサの左側にあるバッテリーキャリアスロットの位置を確認

します。

3 バッテリーキャリアクリップとシャーシの間にコントローラのケー

ブルハーネスを装着します。

4 バッテリーキャリアと RAID バッテリーをシャーシのバッテリー
キャリアスロットに挿入し、バッテリーキャリアがスロットと揃っ

ていることを確かめ、スロットに完全に装着します。

5 バッテリーケーブルを SAS コントローラカードに接続します。

図 3-13 RAID バッテリーの取り付け

1 取り付け穴（2） 2 RAID バッテリーラッチ

3 バッテリーキャリアガイド
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RAID バッテリーの取り外し

1 SAS コントローラカードを取り外します。88ページの「SAS コント
ローラカードの取り外し」を参照してください。

2 RAID バッテリーキャリアラッチをシャーシから外します。

3 RAID バッテリーキャリアを持ち上げてシステムから取り外します。

4 RAID バッテリーをバッテリーキャリアに固定している 2 つのガイド
をゆっくりと引いて、RAID バッテリーをバッテリーキャリアから取
り外します。

起動デバイスの設定
 メモ： SAS または SCSI アダプタに取り付けられた外付けデバイスからの

システム起動はサポートされていません。外付けデバイスからの起動に関

する最新のサポート情報については、support.dell.com を参照してくだ

さい。

システムをハードドライブから起動する場合は、ドライブを起動可能なプ

ライマリコントローラに接続する必要があります。システムがどのデバイ

スから起動するかは、セットアップユーテリティで特定した起動順序に

よって決められています。

セットアップユーティリティには、システムにインストールされている起

動デバイスをスキャンするオプションがあります。セットアップユーティ

リティの詳細については、45ページの「セットアップユーティリティの
使い方」を参照してください。
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PCI Express アドインカード
 注意： PCI Express スロットのカードの取り外しまたは取り付けは、サー

バーの電源を切ってから行う必要があります。

 警告： 電磁波放出に関するサーバーの特性とシステムの正常な冷却状態

を維持するために、すべての空のスロットに拡張スロットカバーを取り付

ける必要があります。

PCI Express カードの取り付け

 警告： 修理の多くは、資格を持つサービス技術者のみが行うことができ

ます。お客様は、製品マニュアルで許可されている範囲に限り、またはオ

ンラインサービスもしくはテレホンサービスおよびサポートチームの指示

によってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うことができ

ます。デルが認可していないサービスによる故障は、保証の対象になりま

せん。製品に付属のマニュアルに書かれている安全にお使いいただくため

の注意をお読みになり、指示に従ってください。

拡張カードを取り付けるには、以下の手順を実行してください。

1 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 空のスロットのフィラーブラケットの上にあるプラスチック製の拡

張カードリテイナを開きます。図 3-14 を参照してください。
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図 3-14 PCI Express カードの取り付けと取り外し

4 使用するスロットのフィラーブラケットを取り外します。

 メモ： 拡張カードを取り外す必要がある場合は、このフィラーブラ

ケットを保管しておいてください。FCC 認可規格にシステムを準拠さ

せるには、空の拡張カードスロットにフィラーブラケットを取り付

ける必要があります。ブラケットには、システム内へのごみやほこ

りの侵入を防ぐほか、システム内部の正常な冷却と換気を助ける働

きもあります。

1 拡張カードリテイナ 2 カードラッチ

3 フィラーブラケット
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5 拡張カードを拡張カードコネクタにしっかりと挿入し、カードを固

定します。

 メモ： 拡張カードブラケットがブラケットスロット底部の固定ス

ロットに挿入されていることも確認してください。

6 拡張カードリテイナを閉じます。図 3-14 を参照してください。

7 必要な内部ケーブルと外部ケーブルを拡張カードに接続します。

8 システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付け」
を参照してください。

PCI Express カードの取り外し

 警告： 修理の多くは、資格を持つサービス技術者のみが行うことができ

ます。お客様は、製品マニュアルで許可されている範囲に限り、またはオ

ンラインサービスもしくはテレホンサービスおよびサポートチームの指示

によってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うことができ

ます。デルが認可していないサービスによる故障は、保証の対象になりま

せん。製品に付属のマニュアルに書かれている安全にお使いいただくため

の注意をお読みになり、指示に従ってください。

1 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 拡張カードに接続されているすべての内部ケーブルと外部ケーブル

を外します。

4 スロットに隣接する拡張カードリテイナを開きます。図 3-14 を参照
してください。

5 カードラッチを拡張カードが外れる方向に押し、カードをつかみ、

慎重に持ち上げてシステム基板のコネクタから取り外します。

6 カードを取り外したままにする場合は、空のカードスロット開口部

に金属製のフィラーブラケットを取り付けます。

7 拡張カードリテイナを閉じます。図 3-14 を参照してください。

8 システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付け」
を参照してください。
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オプティカルドライブ
システムにはオプティカルドライブを 1 台取り付けることができます。
このドライブはホットプラグ対応ではないため、取り付けまたは取り外し

の際には、前もってシステムの電源を切り、シャーシから電源コードを取

り外しておく必要があります。

オプティカルドライブの取り外し

1 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

2 ドライブがシャーシから外れるまで、ロックハンドルを引きます。

図 3-15 を参照してください。

3 ドライブをシャーシから取り外します。

図 3-15 オプティカルドライブの取り外し

1 オプティカルドライブ 2 ロックハンドル

1

2
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オプティカルドライブの取り付け

1 ドライブをシャーシに完全に挿入し、所定の位置に固定します。

2 ロックハンドルをドライブに押し込み、ドライブをシャーシ内に固

定します。

オプティカルドライブマウントトレイの交換

オプティカルドライブをオプティカルドライブマウントトレイか
ら取り外す方法

1 オプティカルドライブをシステムから取り外します。96ページの
「オプティカルドライブの取り外し」を参照してください。

2 オプティカルドライブの背面からリボンケーブルを外します。

図 3-16 を参照してください。
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図 3-16 オプティカルドライブとオプティカルドライブマウントトレイ

3 オプティカルドライブの保持ネジを緩めます。

4 保持ブラケットをオプティカルドライブから外します。

5 オプティカルドライブをオプティカルドライブマウントトレイから

外します。

1 オプティカルドライブ 2 リボンケーブル

3 オプティカルドライブの穴 4 保持ネジ

5 保持ブラケット 6 位置合わせピン

7 保持ブラケットタブ 8 マウントトレイの切り込み

9 位置合わせピン（左側） 10 マウントトレイ

10
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オプティカルドライブをオプティカルドライブマウントトレイに
取り付ける方法

1 オプティカルドライブをスライドさせてオプティカルドライブマウ

ントトレイの左側位置合わせピンに合わせます。

2 保持ブラケットタブをオプティカルドライブマウントトレイの切り

込みに差し込みます。

3 保持ブラケットをオプティカルドライブに押し込み、位置合わせピ

ンがオプティカルドライブの穴と噛み合っていることを確認します。

 メモ： 保持ブラケットの位置合わせピンが、オプティカルドライブの穴

と噛み合っている必要があります。

4 オプティカルドライブの保持ネジをオプティカルドライブマウント

トレイに取り付けます。

5 オプティカルドライブの背面にリボンケーブルを接続します。

システムメモリ
システムは、512 MB、1 GB、2 GB、または 4 GB のパッケージとして用
意された x4 または x8、シングルランクまたはデュアルランクの完全バッ
ファ型 667 MT/s（5-5-5 レイテンシ）DDR2 DIMM をサポートしてい
ます。

4 枚のメモリライザーは常時取り付けている必要があります。ライザーは 
x16 PCI Express コネクタを使用してメインボードに接続します。

メモリモジュールの取り付けガイドライン

メモリライザーの取り外しや取り付けを行う前に、システムの AC 電源を
切っておく必要があります。

 注意： 冷却効果を保つために、すべてのメモリライザーのすべてのメモ

リソケットに、DIMM またはダミー、もしくはその組み合わせのいずれか

を装着してください。

サーバーが機能するためには、（各ライザーに）1 枚の DIMM が装着され
たメモリライザーを 4 枚取り付ける必要があります。

サポートされているメモリライザーの構成は、次のとおりです。

• DIMM はすべて、DDR2 DRAM を使用する FBD（FBD 世代 1）を装
着してください。

• いずれの場合も、DIMM は所定のチャネル内の最も若い番号のス
ロットから順に取り付けてください（すなわち、DIMM1 が 1 番にな
ります）。
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• 非ミラーモードでは、所定のブランチ内で同一のスロット番号を持

つすべての DIMM が（サイズ、テクノロジなどの点で）一致してい
る必要があります。スロット番号の異なる DIMM 同士は一致してい
なくてかまいません。

• ミラーモードの場合は、上下左右のすべてのチャネルにまたがって

同一タイプの DIMM を使用する必要があります。

• シングルチャネルモードでは、ブランチ 0、チャネル A、DIMM 1 の
スロットに最初に DIMM を装着する必要があります。その後は、
チャネル A に 8 枚までの DIMM をすべて装着できます。

• デュアルチャネルモードの場合、メモリ容量のアップグレードパ

スは、チャネル A とチャネル B のブランチ 0 に番号とタイプの等し
い DIMM を、またはチャネル C とチャネル D のブランチ 1 に番号と
タイプの等しい DIMM を装着するという手順になります。

最適でないメモリ構成

メモリ構成が上述の取り付けガイドラインに準拠していないと、システム

のパフォーマンスが影響を受ける場合があります。システムの起動時にメ

モリ構成が最適でないというエラーメッセージが表示されることがあり

ます。

サーバーは速度の異なる DIMM を装着しても動作しますが、システムメ
モリの全体的な速度は、装着されている最も遅い DIMM によって決まり
ます。

上記のすべてのルールが守られていれば、製造元の異なるメモリを組み合

わせて使用することも可能です。

メモリスペアリングのサポート

8 枚の同一のメモリモジュールが取り付けられている場合、システムはメ
モリスペアリングをサポートします。メモリスペアリング機能はセット

アップユーティリティ内で有効に設定する必要があり、メモリミラーリン

グが有効に設定されていない場合にのみ使用できます。

メモリスペアリングにより、DIMM メモリの 4 つのランクがスペアバン
クに割り当てられます。これらの 4 つのランクは、DIMM ソケット 
1 ～ 4 のメモリの最初のランクで構成されています。シングルランク 
DIMM の場合は、4 枚の DIMM の全容量がスペアリングに割り当てられ
ますが、デュアルランク DIMM の場合は、4 枚の DIMM の容量の半分の
みがスペアリングに割り当てられます。表 3-1 は、シングルランクとデュ
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アルランクのメモリモジュールの各組み合わせにおいて、メモリスペアリ

ングによって利用可能な未使用のメモリがどう割り当てられるかを示した

ものです。

メモリミラーリングのサポート

16 枚の同一のメモリモジュールが取り付けられている場合、システムは
メモリミラーリングをサポートします。ミラーリングはセットアップユー

ティリティ内で有効に設定する必要があり、メモリスペアリングが有効に

設定されていない場合にのみ使用できますミラーリング構成では、利用可

能なシステムメモリの総量は取り付けられた総メモリの 2 分の 1 です。

表 3-1 有効なメモリ構成

ブランチ 0 ブランチ 1

DIMM 

の枚数

チャネル 0

（ライザー A）

チャネル 1

（ライザー B）

チャネル 2

（ライザー C）

チャネル 3

（ライザー D）

使用可能な冗

長メモリモ

ジュール

1 DIMM A1 （ライザー

のみ）

（ライザー

のみ）

（ライザー

のみ）

なし

4 DIMM A1 DIMM B1 DIMM C1 DIMM D1 なし

8 DIMM A1

DIMM A2

DIMM B1

DIMM B2

DIMM C1

DIMM C2

DIMM D1

DIMM D2

なし

12 DIMM A1

DIMM A2

DIMM A3

DIMM B1

DIMM B2

DIMM B3

DIMM C1

DIMM C2

DIMM C3

DIMM D1

DIMM D2

DIMM D3

なし

16 DIMM A1

DIMM A2

DIMM A3

DIMM A4

DIMM B1

DIMM B2

DIMM B3

DIMM B4

DIMM C1

DIMM C2

DIMM C3

DIMM C4

DIMM D1

DIMM D2

DIMM D3

DIMM D4

スペアモード 
/ ミラーモ
ード

20 DIMM A1

DIMM A2

DIMM A3

DIMM A4

DIMM A5

DIMM B1

DIMM B2

DIMM B3

DIMM B4

DIMM B5

DIMM C1

DIMM C2

DIMM C3

DIMM C4

DIMM C5

DIMM D1

DIMM D2

DIMM D3

DIMM D4

DIMM D5

スペアモード 
/ ミラーモ
ード
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 メモ： シングル DIMM 構成はトラブルシューティング用です。

24 DIMM A1

DIMM A2

DIMM A3

DIMM A4

DIMM A5

DIMM A6

DIMM B1

DIMM B2

DIMM B3

DIMM B4

DIMM B5

DIMM B6

DIMM C1

DIMM C2

DIMM C3

DIMM C4

DIMM C5

DIMM C6

DIMM D1

DIMM D2

DIMM D3

DIMM D4

DIMM D5

DIMM D6

スペアモード 
/ ミラーモ
ード

28 DIMM A1

DIMM A2

DIMM A3

DIMM A4

DIMM A5

DIMM A6

DIMM A7

DIMM B1

DIMM B2

DIMM B3

DIMM B4

DIMM B5

DIMM B6

DIMM B7

DIMM C1

DIMM C2

DIMM C3

DIMM C4

DIMM C5

DIMM C6

DIMM C7

DIMM D1

DIMM D2

DIMM D3

DIMM D4

DIMM D5

DIMM D6

DIMM D7

スペアモード 
/ ミラーモ
ード

32 DIMM A1

DIMM A2

DIMM A3

DIMM A4

DIMM A5

DIMM A6

DIMM A7

DIMM A8

DIMM B1

DIMM B2

DIMM B3

DIMM B4

DIMM B5

DIMM B6

DIMM B7

DIMM B8

DIMM C1

DIMM C2

DIMM C3

DIMM C4

DIMM C5

DIMM C6

DIMM C7

DIMM C8

DIMM D1

DIMM D2

DIMM D3

DIMM D4

DIMM D5

DIMM D6

DIMM D7

DIMM D8

スペアモード 
/ ミラーモ
ード

表 3-1 有効なメモリ構成 （続き）

ブランチ 0 ブランチ 1

DIMM 

の枚数

チャネル 0

（ライザー A）

チャネル 1

（ライザー B）

チャネル 2

（ライザー C）

チャネル 3

（ライザー D）

使用可能な冗

長メモリモ

ジュール
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メモリライザーの取り外し

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

1 電源が切れていることを確認します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 メモリライザーラッチをメモリライザーの両端に向かって押します。

図 3-17 を参照してください。

4 メモリライザーラッチを起こし、メモリライザーを引き上げてシス

テム基板から外します。

5 メモリライザーをシステムから取り出します。
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図 3-17 メモリライザーの取り外し

1 メモリライザーカバー 2 システム基板コネクタ

3 メモリライザーカード 4 メモリライザーラッチ

5 背面ファンハウジング

1

2
3

4

5
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メモリライザーの取り付け

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

1 電源が切れていることを確認します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 メモリライザーラッチが起こされて、メモリライザーから取り外さ

れていることを確認します。

4 メモリライザーコネクタをシステム基板のコネクタに合わせます。

5 メモリライザーラッチがシャーシ（前面）と背面ファンハウジング

に固定されるまで、メモリライザーを下ろします。

6 メモリライザーラッチを押し下げて、メモリライザーをシステム基

板に固定します。

メモリ装着のルール

• メモリは Memory Riser_A、スロット 1 から順に装着する必要があ
ります。これが DIMM スロット A1 です。Memory Riser_A はシス
テムの右側にあります。

• メモリの容量を増すには、追加のメモリをスロット A2 から順に 
Memory Riser_A に装着し、続いてスロット A3、スロット A4 の順
に装着します。

• 使用可能なスロットに番号の若い順に同一ペアの DIMM を取り付け
ることで、メモリを増設します。

• 1 つのブランチ内の両方のメモリライザーで番号の等しい FBDIMM 
ソケットには、速度、テクノロジ、サイズが完全に一致している 
FBDIMM を装着する必要があります。たとえば、DIMM A1 と B1 が
同一、DIMM C1 と D1 が同一である必要があります。

• メモリライザー上の異なるソケット位置（番号）に取り付ける 
FBDIMM は、同一でなくてかまいません。たとえば、DIMM A1 お
よび B1 は DIMM A2 および B2 と同じでなくてかまいません。
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• メモリミラーリングが必要でない場合、2 つのブランチの同じソ
ケット位置（番号）に取り付ける FBDIMM は、同一でなくてかまい
ません。たとえば、DIMM A1 および B1 は DIMM C1 および D1 と
同じでなくてかまいません。

• メモリミラーリングが必要な場合、2 つのブランチの同じソケット
位置（番号）に取り付ける FBDIMM は、同一である必要があり
ます。たとえば、DIMM A1 および B1 は DIMM C1 および D1 と同
一である必要があります。 

• 使用可能なスロットに番号の若い順に同一ペアの DIMM を取り付け
ることで、メモリを増設します。

メモリライザーカバーの取り外し

1 電源が切れていることを確認します。

2 上部カバーを取り外します。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 メモリライザーを取り外します。103ページの「メモリライザーの
取り外し」を参照してください。

4 メモリボードの下側のメモリボードスロットコネクタにまたがるメ

モリボードカバーフックを押し下げます。

5 カバーをメモリライザーから取り外します。

6 メモリライザーからメモリライザー DIMM カバーを取り外します。

 メモ： メモリライザーカバーを取り付けるには、取り外しの手順を逆に

行います。

メモリモジュールの取り付け

 警告： DIMM の取り付けは細心の注意を払って行ってください。力をかけ

過ぎるとコネクタが損傷するおそれがあります。DIMM は正しい向きにし

か挿入できないようになっています。

 警告： DIMM は両端のみを持つようにしてください。コンポーネントや金

色のエッジコネクタには触れないでください。

 警告： 金メッキのエッジコネクタが付いた DIMM のみを取り付けてくだ

さい。

 警告： DIMM の最大縦幅は 4.445 cm です。この縦幅を超える DIMM は取り

付けないでください。
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1 DIMM ソケット両端のプラスチック製のレバーを開きます。静電気
防止パッケージから DIMM を取り出します。DIMM は両端のみを持
つようにしてください。コンポーネントや金色のエッジコネクタに

は触れないでください。

2 DIMM を正しい順序で取り付けます。105ページの「メモリ装着の
ルール」を参照してください。

3 DIMM をソケットの上に置きます。DIMM の下端の切り込みを 
DIMM ソケットのキーに合わせます。

図 3-18 メモリモジュールの取り付け

1 メモリライザーラッチ 2 メモリライザー

3 DIMM ソケットレバー 4 DIMM ソケット

5 メモリライザータブ 6 メモリライザーカバー

2

1

3
4
5

6
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4 DIMM の下端をソケットに挿入します。

5 DIMM の上端を押し下げます。DIMM ソケット両端のレバーが閉じ
ます。レバーがしっかり閉じたことを確認します。

6 メモリライザー DIMM カバーを DIMM スロット上に下ろします。

7 メモリライザーカバーのフックをメモリライザー下端の切り込みに

合わせます。

8 メモリライザーカバーを持ち上げて DIMM を覆い、カバーラッチを
所定の位置に固定します。

9 メモリライザーを取り付けます。105ページの「メモリライザーの
取り付け」を参照してください。

メモリモジュールの取り外し

 警告： DIMM の取り外しは細心の注意を払って行ってください。力をかけ

過ぎるとコネクタが損傷するおそれがあります。プラスチック製のレバー

に DIMM の取り外しに必要なだけの力をかけてください。

1 メモリライザーカバーを取り外します。106ページの「メモリライ
ザーカバーの取り外し」を参照してください。

2 DIMM ソケット両端のプラスチック製のレバーを開きます。DIMM 
がソケットから外れます。

3 DIMM は両端のみを持つようにしてください。DIMM のコンポーネ
ントや金色のエッジコネクタには触れないでください。DIMM は静
電気防止パッケージに入れて保管してください。

4 メモリライザーカバーのフックをメモリライザー下端の切り込みに

合わせます。

5 メモリライザーカバーを持ち上げて DIMM を覆い、カバーラッチを
所定の位置に固定します。

6 メモリライザーを取り付けます。105ページの「メモリライザーの
取り付け」を参照してください。
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プロセッサ
システムには 1、2、または 4 個のプロセッサが必要です。プロセッサ 3 
個の構成はサポートされていません。

プロセッサは右から左に、プロセッサ 1、プロセッサ 2、プロセッサ 3、
プロセッサ 4 の順に取り付けてください。

各プロセッサとそれぞれの内部キャッシュメモリは、システム基板の ZIF 
ソケットに取り付けられた PGA（Pin Grid Array）パッケージに格納され
ています。

システムには、モデル、ステッピング、コア周波数、キャッシュサイズの

等しいプロセッサが搭載されています。

プロセッサヒートシンクの取り外し

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

1 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 冷却用エアフローカバーを取り外します。84ページの「冷却用エア
フローカバーの取り外し」を参照してください。

 注意： プロセッサヒートシンクを取り外すとき、プロセッサがプロ

セッサヒートシンクに接着していたためにソケットから外れる場合

があります。プロセッサヒートシンクは、プロセッサがまだ温かい

うちに取り外すことをお勧めします。

 注意： プロセッサを取り外すこと以外の目的で、プロセッサヒート

シンクをプロセッサから取り外さないでください。プロセッサヒー

トシンクは適切な温度条件を保つために必要な部品です。

4 ヒートシンク固定クリップの端に設けられた青色のタブをしっかり

押しながら、固定クリップの両側を挟むように押し、クリップを

ヒートシンクブラケットの両側の切り込みから外します。次に、

固定クリップを前方へスライドさせ、ブラケット背面の切り込みか

ら外します。図 3-19 を参照してください。
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図 3-19 プロセッサヒートシンクの取り付けと取り外し

1 青色のタブ 2 ヒートシンク固定クリップ

3 背面の切り込み 4 側面の切り込み

5 固定クリップの両側
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5 プロセッサヒートシンクがプロセッサから離れない場合は、ヒート

シンクを慎重に少し右回りと左回りに交互に回転させると、プロ

セッサから外れます。プロセッサヒートシンクをプロセッサから無

理にこじって外そうとしないでください。

 注意： 同じプロセッサとプロセッサヒートシンクを再び取り付ける

場合は、プロセッサ側とプロセッサヒートシンク側のどちらのサー

マルグリースにも触れないように気をつけてください。

6 プロセッサヒートシンクを持ち上げてプロセッサから離し、サーマ

ルグリースが汚れないようにプロセッサヒートシンクを裏返しにし

て置きます。

プロセッサヒートシンクの取り付け

 メモ： 新しいプロセッサヒートシンクには、サーマルインタフェース材

（TIM）があらかじめ塗布されています。新しいプロセッサヒートシンクを

取り付ける場合は、下記の 手順 1 と 手順 2 は省略してください。

1 糸くずの出ないきれいな布で、プロセッサヒートシンクに残ってい

るサーマルグリースを拭き取ります。

2 サーマルグリースをプロセッサ上面に均等に塗布します。ヒートシ

ンクを固定した時にサーマルグリースが側面から漏れるとプロセッ

サに損傷を与えることがあるため、グリースは適量を塗布してくだ

さい。

3 プロセッサヒートシンクをプロセッサの上に置きます。図 3-20 を参
照してください。

4 ヒートシンク固定クリップの両側をはさむように押し、青色のタブ

を押し下げます。クリップの下側の両端がソケットのスロットに

入ったら、クリップの両側から指を放してプロセッサヒートシンク

を所定の位置に固定します。図 3-19 を参照してください。

プロセッサの取り外し

1 プロセッサヒートシンクを取り外します。109ページの「プロセッ
サヒートシンクの取り外し」を参照してください。

2 プロセッサがソケットから外れるまで、ソケットリリースレバーを

まっすぐに引き上げます。図 3-20 を参照してください。
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図 3-20 プロセッサの取り外しと取り付け

 メモ： プロセッサ 1 または プロセッサ 4 を取り外す場合は、ソケッ

トの横にあるプラスチック製の青色のタブを引き上げてソケットリ

リースレバーを開きます。

3 プロセッサをソケットから取り外したら、ソケットに新しいプロ

セッサを取り付けられるように、リリースレバーは立てたままにし

ておきます。

 注意： プロセッサを取り外す際は、ピンを曲げないように十分注意

してください。ピンを曲げるとプロセッサが破損して修復できない

ことがあります。

プロセッサの取り付け

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

1 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

1 ピン 1 のマーク 2 ソケットリリースレバー

3 プラスチック製の青色のタブ 4 プロセッサ
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2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 冷却用エアフローカバーを取り外します。84ページの「冷却用エア
フローカバーの取り外し」を参照してください。

4 新しいプロセッサをパッケージから取り出します。 

プロセッサのピンが曲がっている場合は、177ページの「困ったと
きは」を参照してください。

5 プロセッサを増設する場合は、プロセッサフィラーブランクの 2 つ
のタブを内側へ押し込んでフィラーブランクをソケットから取り

外し、システムから取り出します。図 3-21 を参照してください。

図 3-21 プロセッサフィラーブランクの取り外し

1 プロセッサフィラーブランク 2 タブ

1

2
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6 新しいプロセッサのピン 1 の角と ZIF ソケットのピン 1 の角を合わ
せます。図 3-20 を参照してください。

 注意： プロセッサを正しく取り付けるには、ピン 1 の角を識別する
必要があります。プロセッサ 3 および 4 のピン 1 の角は、プロセッ
サ 1 および 2 のピン 1 の角と反対向きになっています。

プロセッサのピン 1 の角には、金色の小さな三角形の印が付いてい
ます。この角を、同じく三角形の印のついた ZIF ソケットの角に合
わせます。

7 プロセッサをソケットに取り付けます。

 注意： プロセッサの取り付けが間違っていると、電源を入れたとき

にプロセッサとシステムが完全に損傷してしまうおそれがあります。

プロセッサをソケットにはめ込む際は、プロセッサのピンすべてを

対応する穴に正しく挿入します。ピンを曲げないように注意してく

ださい。

a プロセッサのソケットのリリースレバーが完全に立っていない場

合は、垂直に立てます。

b プロセッサの 1 番ピンの角とソケットの位置を合わせ、プロ
セッサをソケットに軽く載せて、プロセッサのすべてのピンがソ

ケットの穴と揃っていることを確認します。 
システムは ZIF プロセッサソケットを使用しているので、強く押
し込まないでください（プロセッサの位置がずれている場合、

無理に押し込むとピンを曲げてしまうことがあります）。 
プロセッサとソケットの位置が合っていれば、軽く押すだけで自

然とソケットに収まります。

c プロセッサがソケットにしっかりと収まったら、ソケットリリー

スレバーを元の位置にカチッとはまるまで下ろしてプロセッサを

固定します。

8 プロセッサヒートシンクを取り付けます。111ページの「プロセッ
サヒートシンクの取り付け」を参照してください。

9 冷却用エアフローカバーを取り付けます。85ページの「冷却用エア
フローカバーの取り付け」を参照してください。

10 システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付け」
を参照してください。

11 電源ケーブルをコンセントに差し込んで、システムと周辺機器の電

源を入れます。

システムが起動すると、新しいプロセッサの存在を検知し、セット

アップユーティリティのシステム設定情報を自動的に変更します。
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12 <F2> を押してセットアップユーティリティを起動し、プロセッサの
情報が新しいシステム設定と一致しているか確認します。48ページ
の「セットアップユーティリティのオプション」を参照してくだ

さい。

13 システム診断プログラムを実行し、新しいプロセッサが正しく動作

することを確認します。

診断プログラムの実行、およびプロセッサの問題のトラブルシュー

ティングについては、161ページの「システム診断プログラムの実
行」を参照してください。

システムバッテリー
システムバッテリーは 3.0 V コイン型バッテリーです。

システムバッテリーの交換

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

 警告： バッテリーの取り付け方が間違っていると、破裂するおそれがあ

ります。交換するバッテリーは、デルが推奨する型、または同等の製品を

ご利用ください。使用済みのバッテリーは、製造元の指示に従って廃棄し

てください。詳細については、『システム情報ガイド』を参照してくだ

さい。

1 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 システムからメモリライザー 3 と 4 を取り外します。
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4 バッテリーソケットの位置を確認します。167ページの「システム
基板のコネクタ」を参照してください。 

 注意： 道具（先端の鋭くないもの）を使用してバッテリーをソケッ

トから取り出す場合は、道具がシステム基板に触れないよう注意し

てください。必ず、バッテリーとソケットの間に道具を確実に挿入

してから、バッテリーを外してください。そうしないと、バッテ

リーソケットが外れたり、システム基板の回路を切断するなど、

システム基板に損傷を与えるおそれがあります。

 注意： バッテリーの取り付け、取り外しの際には、バッテリーコネ

クタが破損しないようにしっかり支えてください。

5 バッテリーをシステム基板から持ち上げます。

図 3-22 システムバッテリーの交換

6 「+」の側を上向きにして新しいバッテリーを持ち、バッテリーコネ
クタに載せ、所定の位置にカチッと収まるまでバッテリーを軽く押

し下げます。

7 メモリライザーをシステムの左側に取り付けます。105ページの
「メモリライザーの取り付け」を参照してください。

8 上部カバーを取り付けます。67ページの「上部カバーの取り付け」
を参照してください。

9 電源ケーブルをコンセントに差し込んで、システムと周辺機器の電

源を入れます。

1 バッテリーコネクタ 2 システムバッテリー
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10 セットアップユーティリティを起動して、バッテリーが正常に動作

していることを確認します。45ページの「セットアップユーティリ
ティの起動」を参照してください。

11 セットアップユーティリティの Time（時刻）および Date（日付）
フィールドで正しい時刻と日付を入力します。

12 セットアップユーティリティを終了します。

13 新しく取り付けたバッテリーをテストするには、システムの電源を

切り、少なくとも 1 時間はシステムを電源コンセントから外してお
きます。

14 1 時間後、システムをコンセントに接続して、電源を入れます。

15 セットアップユーティリティを起動し、日付と時刻が依然として正

しくない場合は、177ページの「困ったときは」を参照して、テク
ニカルサポートにお問い合わせください。

NIC TOE の有効化
システムに TOE（TCP/IP オフロードエンジン）機能を追加するには、
システム基板の TOE_KEY ソケットに TOE NIC ハードウェアキーを取り付
けます。165ページの「システム基板のジャンパとコネクタ」を参照して
ください。

I/O ライザー

I/O ライザーの取り外し

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

1 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

2 カードスロットの背面にある固定ラッチを立てます。

3 カードラッチをカードが外れる方向に押し、カードをシステムから

持ち上げて取り外します。
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図 3-23 I/O ライザーの取り外し

I/O ライザーの取り付け

1 I/O ライザーカードをシステム基板上の対応するカードコネクタ、
カードラッチ（前面）、拡張スロット（背面）に合わせます。

2 コネクタに固定されるまで、カードを押し下げます。

3 カードスロットの背面にある固定ラッチを下げます。

1 固定ラッチ 2 カードラッチ

3 I/O ライザー
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DRAC の取り付け
Dell Remote Assistant Card（DRAC）は、I/O ライザーに取り付けます。

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、『製品情報ガイド』を参照してください。

1 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

2 I/O ライザーを取り外します。117ページの「I/O ライザーの取り外
し」を参照してください。

3 DRAC ネットワークコネクタを DRAC 取り付け穴に合わせ、DRAC 
内の切り込みを I/O ライザーの金属製タブに合わせます。図 3-24 を
参照してください。
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図 3-24 DRAC の取り付け

1 I/O ライザー 2 リボンケーブル

3 I/O ライザーの金属製タブ 4 DRAC 取り付け穴

5 DRAC 取り付けポスト 6 DRAC の切り込み

7 DRAC
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4 DRAC を I/O ライザーの金属製タブに挿入します。

5 DRAC を I/O ライザーの 3 つの DRAC 取り付けポストと合わせます。

 警告： I/O ライザーのコンポーネントの損傷を避けるために、各プラ
スチック製クリップで I/O ライザーを支えます。

6 3 つの DRAC 取り付けポストがしっかり固定されるまで、DRAC を 
I/O ライザーに押し込みます。

7 I/O ライザーの 2 本のリボンケーブルを DRAC に取り付けます。

 メモ： リボンケーブルは一方向にしか接続できないようになって

おり、DRAC とシステム基板に正しく接続するためのラベル表示があ

ります。

8 I/O ライザーを取り付けます。118ページの「I/O ライザーの取り付
け」を参照してください。

SAS バックプレーン
（サービス技術者専用の手順）

SAS バックプレーンの取り外し（3.5 インチハードドライブ）

1 システム基板を取り外します。130ページの「システム基板の取り
外し」を参照してください。

2 オプティカルドライブを取り外します。96ページの「オプティカル
ドライブの取り外し」を参照してください。

3 ハードドライブを取り外します。69ページの「ハードドライブ」を
参照してください。

4 コントロールパネルコネクタを SAS バックプレーンの背面から外し
ます。図 3-25 を参照してください。
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図 3-25 SAS バックプレーンの取り外し（3.5 インチハードドライブ）

1 ファンコネクタ 2 SAS バックプレーン

3 コントロールパネルコネクタ（前面） 4 SATA A コネクタ

5 コントロールパネルコネクタ（背面） 6 SAS A コネクタ

7 GND/+12V コネクタ 8 SAS B コネクタ
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5 コントロールパネルコネクタを SAS バックプレーンの前面から外し
ます。図 3-25 を参照してください。

6 GND/+12V コネクタを SAS バックプレーンから外します。図 3-25 
を参照してください。

7 SAS A コネクタを SAS バックプレーンから外します。図 3-25 を参照
してください。

8 SATA_A コネクタを SAS バックプレーンから外します。図 3-25 を参
照してください。

9 SAS バックプレーン上の青色のプランジャを引き、SAS バックプ
レーンを持ち上げてファンコネクタから外します。

10 シャーシの前方バルクヘッドから SAS バックプレーンを外します。

SAS バックプレーンの取り付け（3.5 インチハードドライブ）

 メモ： SAS バックプレーンを取り付けるには、システム基板がシステム

に取り付けられていないことが条件です。

1 SAS バックプレーンのファンの接合部が相互に接続されたコネクタ
の真上に来るようにして、SAS バックプレーンを前面ファンの背面
にあるシャーシタブに合わせます。

2 SAS バックプレーンを押し下げて、ファンコネクタを差し込みます。
青色のプランジャがカチッとはまります。

3 SATA_A コネクタを SAS バックプレーンに接続します。図 3-25 を参
照してください。

4 SAS A コネクタを SAS バックプレーンに接続します。図 3-25 を参照
してください。

5 「GND/+12V」コネクタを SAS バックプレーンに接続します。
図 3-25 を参照してください。

6 「Backplane」コネクタを SAS バックプレーンの前面に接続します。
図 3-25 を参照してください。

7 「Backplane」コネクタを SAS バックプレーンの背面に接続します。
図 3-25 を参照してください。

8 ハードドライブを取り付けます。69ページの「ハードドライブ」を
参照してください。

9 オプティカルドライブを取り付けます。97ページの「オプティカル
ドライブの取り付け」を参照してください。
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SAS バックプレーンの取り外し（2.5 インチハードドライブ）

1 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 冷却用エアフローカバーを取り外します。84ページの「冷却用エア
フローカバーの取り外し」を参照してください。

4 プロセッサヒートシンクを取り外します。109ページの「プロセッ
サヒートシンクの取り外し」を参照してください。

5 ハードドライブを取り外します。69ページの「ハードドライブ」を
参照してください。

6 SAS A ケーブルを SAS バックプレーンから外します。図 3-26 を参照
してください。
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図 3-26 SAS バックプレーンの取り外し（2.5 インチハードドライブ）

1 SAS バックプレーン 2 ラッチ

3 SAS A コネクタ 4 SAS B コネクタ

5 ケーブルガイド 6 バックプレーン電源コネクタ

7 シャーシのフック
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4

3

1
2
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7 SAS B ケーブルを SAS バックプレーンから外します。図 3-26 を参照
してください。

8 ケーブルガイドを外します。図 3-26 を参照してください。

9 バックプレーン電源ケーブルを外します。図 3-26 を参照してくださ
い。

10 ラッチを押し下げ、SAS バックプレーンをシャーシのフックから外
します。図 3-26 を参照してください。

11 SAS バックプレーンをシャーシから取り外します。

SAS バックプレーンの取り付け（2.5 インチハードドライブ）

1 SAS バックプレーンをシャーシのフックに合わせます。図 3-26 を参
照してください。

2 ラッチがカチッとはまるまで、SAS バックプレーンを押し下げます。

3 バックプレーン電源ケーブルを接続します。図 3-26 を参照してくだ
さい。

4 ケーブルガイドを取り付けます。図 3-26 を参照してください。

5 SAS B ケーブルを SAS バックプレーンに接続します。図 3-26 を参照
してください。

6 SAS A ケーブルを SAS バックプレーンに接続します。図 3-26 を参照
してください。

7 ハードドライブを取り付けます。69ページの「ハードドライブ」を
参照してください。

8 プロセッサヒートシンクを取り付けます。111ページの「プロセッ
サヒートシンクの取り付け」を参照してください。

9 冷却用エアフローカバーを取り付けます。85ページの「冷却用エア
フローカバーの取り付け」を参照してください。

10 システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付け」
を参照してください。
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電源インタポーザボード
（サービス技術者専用の手順）
電源インタポーザボード（PIB）は、2.5 インチホットプラグ対応ハード
ドライブベイに電源と信号を送ります。

 メモ： 3.5 インチシステムには電源インタポーザボードはありません。

電源インタポーザボードの取り外し

1 オプティカルドライブを取り外します。96ページの「オプティカル
ドライブの取り外し」を参照してください。

2 SAS バックプレーンを取り外します。124ページの「SAS バックプ
レーンの取り外し（2.5 インチハードドライブ）」を参照してく
ださい。

3 システム基板を取り外します。130ページの「システム基板の取り
外し」を参照してください。

4 PIB の上部左側にあるコントロールパネルコネクタを外します。

5 PIB の上部にある GND/+12V コネクタを外します。
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図 3-27 電源インタポーザボードの取り外し

1 電源インタポーザボード（PIB） 2 PIB 電源

3 SATA_MODULE コネクタ 4 CDROM コネクタ

5 シャーシのフック 6 ラッチ

7 ファンコネクタ
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2

4

1

7
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6 SATA PLANAR コネクタを PIB の背面から外します。図 6-7 を参照し
てください。

7 PIB から PLANAR コネクタを外します。図 6-7 を参照してください。

8 ラッチを押し下げ、PIB をシャーシのフックから外します。図 3-27 
を参照してください。

9 PIB をシャーシから取り外します。

電源インタポーザボードの取り付け

1 電源インタポーザボードをシャーシのフックに合わせます。図 3-27 
を参照してください。

2 ラッチがカチッとはまるまで、電源インタポーザボードを押し下げ

ます。

3 SATA PLANAR コネクタを電源インタポーザボードに接続します。

4 PLANAR コネクタを電源インタポーザボードに接続します。

5 コントロールパネルコネクタを接続します。

6 システム基板を取り付けます。132ページの「システム基板の取り
付け」を参照してください。

7 SAS バックプレーンを取り付けます。126ページの「SAS バックプ
レーンの取り付け（2.5 インチハードドライブ）」を参照してくだ
さい。

8 オプティカルドライブを取り付けます。97ページの「オプティカル
ドライブの取り付け」を参照してください。
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システム基板（サービス技術者専用の手順）

システム基板の取り外し

図 3-28 システム基板の取り外し

1 イントルージョンスイッチ 2 SAS バックプレーン
3 センターブレース 4 センターブレースチャネル

5 センターブレースロック 6 ヒートシンク固定ブラケット

7 ZIF レバー 8 システム基板

9 SATA_A コネクタ 10 SATA_B コネクタ
11 青色のプランジャ 12 CONTROL PANEL コネクタ
13 SIGNAL コネクタ 14 PWR DIST CONN コネクタ（2）
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 警告： システム基板を取り外す際には、ケーブル、コネクタ、コンポー

ネントを損傷しないように注意してください。

1 電源が切れていることを確認します。

2 シャーシの背面に USB、VGA、シリアルのケーブル接続があれば、
外します。

3 上部カバーを取り外します。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

4 冷却用エアフローカバーを取り外します。84ページの「冷却用エア
フローカバーの取り外し」を参照してください。

5 プロセッサヒートシンクを取り外します。109ページの「プロセッ
サヒートシンクの取り外し」を参照してください。

6 SAS コントローラカードを取り外します。88ページの「SAS コント
ローラカードの取り外し」を参照してください。

7 RAID バッテリーを取り外します。92ページの「RAID バッテリーの
取り外し」を参照してください。

8 システム基板の J1H1 からイントルージョンスイッチを外します。

9 メモリライザーを取り外します。103ページの「メモリライザーの
取り外し」を参照してください。

10 すべての PCI Express カードを取り外します。93ページの「PCI 
Express アドインカード」を参照してください。

11 I/O ライザーを取り外します。117ページの「I/O ライザーの取り外
し」を参照してください。

12 背面ファンとファンハウジングを取り外します。78ページの「シス
テムファン」を参照してください。

13 SATA_A をシステム基板の J3E2 から外します。

14 SATA_A ケーブルをセンターブレースチャネルから外します。

15 センターブレースロックをシャーシの後方へずらしてセンターブ

レースのロックを解除し、センターブレースをシャーシから取り外

します。

16 ヒートシンク固定ブラケットを取り外すために、プロセッサ 1 と 4 
の ZIF レバーを持ち上げます。

17 ヒートシンク固定ブラケットをシステム基板に固定している 8 本の
ネジを外して、ヒートシンク固定ブラケットを取り外します。
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18 PWR DIST CONN コネクタをシステム基板の J9K1 および J9K2 から
外します。

19 SIGNAL コネクタをシステム基板の J9K3 から外します。

20 CONTROL PANEL コネクタをシステム基板の J9J1 から外します。

21 システム基板の取り外しの邪魔にならないように、PWR DIST 
CONN、SIGNAL、および CONTROL PANEL のケーブルを移動し
ます。

22 SAS_B コネクタを SAS バックプレーンから外します。

23 システム基板の青色のプランジャを引いて、システム基板を前方に

ずらしてシャーシから外し、シャーシから取り出します。

システム基板の取り付け

 警告： システム基板を取り外す際には、ケーブル、コネクタ、コンポー

ネントを損傷しないように注意してください。

1 電源が切れていることを確認します。

2 USB、VGA、およびシリアルコネクタがシャーシ背面に来て、シス
テム基板の前端がシャーシ内のできるだけ前方に来るように、シス

テム基板をシャーシ上に置きます。

3 システム基板の前端をわずかに下に傾けてシャーシ内に完全に下

ろし、システム基板の青色のプランジャがカチッとはまるまで、

システム基板を後方にずらします。

4 SIGNAL コネクタをシステム基板の J9K3 に接続します。

5 PWR DIST CONN コネクタをシステム基板の J9K1 および J9K2 に接
続します。

6 CONTROL PANEL コネクタをシステム基板の J9J1 に接続します。

7 SAS_B コネクタを SAS バックプレーンに接続します。

8 プロセッサ 1 と 4 の ZIF レバーを持ち上げます。

9 ヒートシンク固定ブラケットを取り付け、青色のリフトが ZIF レ
バーの下に来ていることを確認します。ヒートシンク固定ブラケッ

トを 8 本のネジで固定します。

10 プロセッサ 1 と 4 の ZIF レバーを下げます。

11 ブレースロックがカチッとはまるまで、センターブレースをシャー

シ内に下ろします。
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12 SATA_A ケーブルをセンターブレース内のチャネルに通します。

13 SATA_A コネクタをシステム基板の J3E2 に接続します。

14 背面ファンとハウジングを取り付けます。78ページの「システム
ファン」を参照してください。

15 I/O ライザーを取り付けます。118ページの「I/O ライザーの取り付
け」を参照してください。

16 必要に応じて PCI Express カードを取り付けます。93ページの「PCI 
Express アドインカード」を参照してください。

17 メモリライザーを取り付けます。105ページの「メモリライザーの
取り付け」を参照してください。

18 INTRUSION スイッチをシステム基板の J1H1 に接続し、ワイヤを
シャーシに配線します。

19 RAID バッテリーを取り付けます。91ページの「RAID バッテリーの
取り付け」を参照してください。

20 SAS コントローラを取り付けます。88ページの「SAS コントローラ
カードの取り付け」を参照してください。

21 プロセッサヒートシンクを取り付けます。111ページの「プロセッ
サヒートシンクの取り付け」を参照してください。

22 冷却用エアフローカバーを取り付けます。85ページの「冷却用エア
フローカバーの取り付け」を参照してください。

23 上部カバーを取り付けます。 67ページの「上部カバーの取り付け」。

24 必要に応じてシャーシの背面に USB、VGA、SERIAL コネクタを接続
します。

25 システムの電源を入れ、システム診断プログラムを実行して、シス

テムが正常に動作することを確認します。

診断プログラムの実行、およびプロセッサの問題のトラブルシュー

ティングについては、161ページの「システム診断プログラムの実
行」を参照してください。
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システムのトラブルシューティ
ング

作業にあたっての注意
本書に記載されている手順の一部では、システムカバーを取り外してシス

テム内部の作業を行う必要があります。システム内部の作業中は、本書お

よびシステムマニュアルで説明されている以外の作業を行わないでくだ

さい。

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の注

意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、手順を実行する前に『製品情報ガイド』を参照してください。
システムのトラブルシューティング 135



起動ルーチン
システムの起動ルーチン中に目と耳を使って確認する事項を 表 4-1 に示
します。

表 4-1 起動ルーチンでの確認事項

目と耳による確認内容 対応処置

前面パネル LCD に表示されるステータ
スまたはエラーメッセージ

24ページの「LCD ステータスメッセー
ジ」を参照してください。

モニターに表示されるエラーメッ

セージ

38ページの「システムメッセージ」を
参照してください。

システム管理ソフトウェアからのア

ラートメッセージ

システム管理ソフトウェアのマニュア

ルを参照してください。

モニターの電源インジケータ 138ページの「ビデオサブシステムの
トラブルシューティング」を参照して

ください。

ドライブアクセス中に聞こえる聞き慣

れない一定したこするような音

177ページの「困ったときは」を参照し
てください。

キーボードインジケータ 139ページの「キーボードのトラブル
シューティング」を参照してください。

USB ディスケットドライブ動作インジ
ケータ

142ページの「USB デバイスのトラブ
ルシューティング」を参照してくだ

さい。

USB CD ドライブ動作インジケータ 142ページの「USB デバイスのトラブ
ルシューティング」を参照してくだ

さい。

CD ドライブ動作インジケータ 152ページの「オプティカルドライブ
のトラブルシュー ティング」を参照し
てください。

ハードドライブ動作インジケータ 153ページの「ハードドライブのトラ
ブルシューティング」を参照してくだ

さい。
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周辺機器のチェック
本項では、システムに接続する外付けデバイス（モニター、キーボード、

マウスなど）のトラブルシューティング手順について説明します。手順を

実行する前に、138ページの「外部接続のトラブルシューティング」を参
照してください。

IRQ 割り当て競合のトラブルシューティング

ほとんどの PCI デバイスは IRQ を他のデバイスと共有できますが、同じ 
IRQ を同時に使用することはできません。このような競合を回避する
には、特定の IRQ 要件について、各 PCI デバイスのマニュアルを参照し
てください。表 4-2 に、IRQ 割り当てのリストを示します。

表 4-2 デフォルトの IRQ 割り当て

IRQ ライン 割り当て

IRQ0 システムタイマー

IRQ1 キーボードコントローラ

IRQ2 IRQ8 ～ IRQ15 を有効にする割り込みコントローラ 1

IRQ3 シリアルポート 2（COM2 および COM4）

IRQ4 シリアルポート 1（COM1 および COM3）

IRQ5 リモートアクセスコントローラ

IRQ6 ディスケットドライブコントローラ

IRQ7 予備

IRQ8 リアルタイムクロック

IRQ9 ACPI 機能（電力の管理に使用）

IRQ10 使用可能

IRQ11 使用可能

IRQ12 PS/2 マウスポート（セットアップユーティリティでマウスの設定が無
効になっている場合を除く）

IRQ13 数値演算コプロセッサ

IRQ14 IDE CD ドライブコントローラ

IRQ15 使用可能
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外部接続のトラブルシューティング

システム、モニター、その他の周辺機器（プリンタ、キーボード、マ

ウス、またはその他の外付けデバイスなど）の問題のほとんどは、ケーブ

ルの緩みや接続の誤りが原因で起こります。すべての外部ケーブルがシス

テムの外部コネクタにしっかりと接続されていることを確認します。シス

テムの前面および背面パネルのコネクタについては、14ページの「前面
パネルの機能およびインジケータ」および 20ページの「背面パネルの機
能およびインジケータ」を参照してください。

ビデオサブシステムのトラブルシューティング

問題

• モニターが正常に動作していない。

• ビデオメモリに障害がある。

対応処置

1 モニターとシステム、およびモニターと電源の接続を確認します。

2 システムにビデオ出力コネクタ付きの拡張カードが取り付けられて

いるかを調べます。

このシステム構成では、モニターケーブルは通常、システムの内蔵

ビデオコネクタではなく、拡張カードのコネクタに接続する必要が

あります。

3 システムの前面と背面の両方のビデオコネクタにモニターが接続さ

れていないかどうかを確認します。

システムには、前面と背面のどちらかのビデオコネクタに 1 台のモ
ニターしか接続できません。前面パネルにモニターを接続している

場合は、背面パネルのビデオコネクタは無効になります。

システムに 2 台のモニターが接続されている場合は、1 台を取り外
します。問題が解決しない場合は、次の手順に進みます。

4 モニターの接続を前面から背面（または背面から前面）に変えます。

問題が解決しない場合は、次の手順に進みます。
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5 Dell Remote Assistant Card（DRAC）が取り付けられ、設定されて
いる場合は、別のコンピュータに DRAC を接続し、適切なオンライ
ン診断テストを実行します。161ページの「PowerEdge Diagnostics 
の使い方」を参照してください。

テストが正常に終了したら、問題はビデオハードウェアに関連する

ものではありません。

テストが失敗した場合は、177ページの「困ったときは」を参照し
てください。

キーボードのトラブルシューティング

問題

• システムメッセージがキーボードに問題があることを示している。

• キーボードが正常に機能していない。

対応処置

1 セットアップユーティリティを起動し、USB ポートが有効になって
いることを確認します。46ページの「セットアップユーティリティ
の使い方」を参照してください。

2 キーボードおよびキーボードケーブルに損傷がないか調べます。

3 障害のあるキーボードを動作確認済みのキーボードと取り替えます。

これで問題が解決した場合は、障害のあるキーボードを交換します。

177ページの「困ったときは」を参照してください。 

4 適切なオンライン診断テストを実行します。161ページの
「PowerEdge Diagnostics の使い方」を参照してください。

問題が解決しない場合は、177ページの「困ったときは」を参照し
てください。
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マウスのトラブルシューティング

問題

• システムメッセージがマウスに問題があることを示している。

• マウスが正常に機能していない。

対応処置

1 適切なオンライン診断テストを実行します。161ページの
「PowerEdge Diagnostics の使い方」を参照してください。

テストが失敗した場合は、次の手順に進みます。

2 マウスおよびマウスケーブルに損傷がないか調べます。

マウスに損傷がない場合は、手順 4 に進みます。

マウスに損傷がある場合は、次の手順に進みます。

3 障害のあるマウスを動作確認済みのマウスと取り替えます。

これで問題が解決した場合は、障害のあるマウスを交換します。

177ページの「困ったときは」を参照してください。

4 セットアップユーティリティを起動し、USB ポートが有効になって
いることを確認します。45ページの「セットアップユーティリティ
の使い方」を参照してください。

問題が解決しない場合は、177ページの「困ったときは」を参照し
てください。
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基本的な I/O 機能のトラブルシューティング

問題

• エラーメッセージが、シリアルポートに問題があることを示して

いる。

• シリアルポートに接続されたデバイスが正しく動作していない。

対応処置

1 セットアップユーティリティを起動し、シリアルポートが有効で、

シリアルポート / COM ポートがお使いのアプリケーション用に正し
く設定されていることを確認します。45ページの「セットアップ
ユーティリティの使い方」を参照してください。

2 問題が特定のアプリケーションだけで発生する場合は、そのアプリ

ケーションのマニュアルを参照して、そのプログラムに必要な特定

のポート設定を確認します。

3 適切なオンライン診断テストを実行します。161ページの
「PowerEdge Diagnostics の使い方」を参照してください。 
テストが正常に実行されるにもかかわらず問題が解決しない場合は、

141ページの「シリアル I/O デバイスのトラブルシューティング」を
参照してください。

シリアル I/O デバイスのトラブルシューティング

問題

• シリアルポートに接続されたデバイスが正しく動作していない。

対応処置

1 システムおよびシリアルポートに接続された周辺機器すべての電源

を切ります。

2 シリアルインタフェースケーブルを動作確認済みのケーブルと取り

替えます。次にシステムとシリアルデバイスの電源を入れます。

これで問題が解決した場合は、インタフェースケーブルを交換し

ます。

3 システムとシリアルデバイスの電源を切り、デバイスを同種のデバ

イスと取り替えます。
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4 システムとシリアルデバイスの電源を入れます。

これで問題が解決した場合は、シリアルデバイスを交換します。

問題が解決しない場合は、177ページの「困ったときは」を参照し
てください。

USB デバイスのトラブルシューティング

問題

• システムメッセージが USB デバイスに問題があることを示して
いる。

• USB ポートに接続されたデバイスが正しく動作していない。

対応処置

1 セットアップユーティリティを起動し、USB ポートが有効になって
いることを確認します。45ページの「セットアップユーティリティ
の使い方」を参照してください。

2 システムとすべての USB デバイスの電源を切ります。
3 USB デバイスを取り外し、誤動作しているデバイスを別の USB コネ
クタに接続します。

4 システムおよび再接続したデバイスの電源を入れます。

これで問題が解決した場合は、USB コネクタが不良である可能性が
あります。177ページの「困ったときは」を参照してください。

5 可能であれば、インタフェースケーブルを動作確認済みのケーブル

と取り替えます。

これで問題が解決した場合は、インタフェースケーブルを交換し

ます。

問題が解決しない場合は、177ページの「困ったときは」を参照し
てください。

6 システムと USB デバイスの電源を切り、デバイスを同種のデバイス
と取り替えます。

7 システムと USB デバイスの電源を入れます。
これで問題が解決した場合は、USB デバイスを交換します。

問題が解決しない場合は、177ページの「困ったときは」を参照し
てください。
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NIC のトラブルシューティング

問題

• NIC がネットワークと通信できない。

対応処置

1 適切なオンライン診断テストを実行します。161ページの「システ
ム診断プログラムの実行」を参照してください。

2 NIC コネクタの該当するインジケータを確認します。23ページの
「NIC インジケータの意味」を参照してください。

• リンクインジケータが点灯しない場合は、すべてのケーブル接続を確認

します。

• アクティビティインジケータが点灯しない場合は、ネットワークドライ

バファイルが損傷しているか、削除された可能性があります。

該当するドライバを削除してから、再インストールします。

NIC のマニュアルを参照してください。

• 可能であれば、オートネゴシエーション設定を変更します。

• スイッチまたはハブの別のコネクタを使用します。

内蔵 NIC の代わりに NIC カードを使用している場合は、NIC カード
のマニュアルを参照してください。

3 適切なドライバがインストールされ、プロトコルが組み込まれてい

ることを確認します。NIC のマニュアルを参照してください。

4 セットアップユーティリティを起動し、NIC が有効になっているこ
とを確認します。45ページの「セットアップユーティリティの使い
方」を参照してください。

5 ネットワーク上の NIC、ハブ、およびスイッチが、すべて同じデー
タ転送速度に設定されていることを確認します。ネットワーク装置

のマニュアルを参照してください。 

6 すべてのネットワークケーブルのタイプが適切で、最大長を超えて

いないことを確認します。『はじめに』の「ネットワークケーブルの

要件」を参照してください。
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システムが濡れた場合のトラブルシューティ
ング

問題

• システムに液体をこぼした。

• 湿度が高すぎる。

対応処置

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、手順を実行する前に『製品情報ガイド』を参照してください。

1 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。 

3 システムに取り付けられている拡張カードをすべて取り外します。

93ページの「PCI Express アドインカード」を参照してください。 
4 システムを完全に乾燥させます（少なくとも 24 時間）。 
5 システムに取り付けられていた拡張カードをすべて取り付けます。

93ページの「PCI Express アドインカード」を参照してください。
6 システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付け」
を参照してください。 

7 電源ケーブルをコンセントに差し込んで、システムと周辺機器の電

源を入れます。 
システムが正常に起動しない場合は、177ページの「困ったときは」
を参照してください。

8 システムが正常に起動する場合は、システムをシャットダウンして、

取り外した拡張カードを取り付けます。93ページの「PCI Express ア
ドインカード」を参照してください。

9 適切なオンライン診断テストを実行します。161ページの
「PowerEdge Diagnostics の使い方」を参照してください。 
テストが失敗した場合は、177ページの「困ったときは」を参照し
てください。
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システムが損傷した場合のトラブルシュー
ティング

問題

• システムを落下させた、または損傷を与えた。

対応処置

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、手順を実行する前に『製品情報ガイド』を参照してください。

1 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

2 以下のコンポーネントが正しく取り付けられていることを確認し

ます。

• 拡張カードとライザー

• 電源ユニット

• ファン

• プロセッサとプロセッサヒートシンク

• メモリモジュール

• ドライブキャリアの SAS バックプレーンへの接続（該当する場合）

3 すべてのケーブルが正しく接続されていることを確認します。 

4 システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付け」
を参照してください。 

5 システム診断プログラムでシステム基板のテストを実行します。

162ページの「システム診断プログラムの実行」を参照してくだ
さい。 

テストが失敗した場合は、177ページの「困ったときは」を参照し
てください。
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システムバッテリーのトラブルシューティ
ング

問題

• システムメッセージがバッテリーに問題があることを示している。

• セットアップユーティリティからシステム設定情報が消える。

• システムの日時が正しく維持できない。

 メモ： 長い期間（数週間から数か月）システムの電源が切られていた

場合、NVRAM からシステム設定情報が失われる可能性があります。これ

はバッテリーの不良が原因です。

対応処置

1 セットアップユーティリティで時刻と日付を再入力します。45ペー
ジの「セットアップユーティリティの使い方」を参照してください。

2 システムの電源を切り、少なくとも 1 時間は電源ケーブルをコンセ
ントから抜いておきます。

3 電源ケーブルをコンセントに接続し、システムの電源を入れます。

4 セットアップユーティリティを起動します。

セットアップユーティリティの日付と時刻が正しくない場合は、

バッテリーを交換します（必ず CR2032 バッテリーを使用します）。
115ページの「システムバッテリー」を参照してください。

バッテリーを交換しても問題が解決しない場合は、177ページの
「困ったときは」を参照してください。

 メモ： 一部のソフトウェアには、システムの時刻を進めたり遅らせたり

するものがあります。セットアップユーティリティ内に保持されている時

刻以外はシステムが正常に動作している場合、問題の原因はバッテリーの

不良ではなく、ソフトウェアにあると考えられます。
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電源ユニットのトラブルシューティング

問題

• システムステータスインジケータが黄色になっている。

• 電源ユニット障害インジケータが黄色になっている。

• 前面パネルステータス LCD インジケータが電源ユニットに問題があ
ることを示している。

対応処置

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、手順を実行する前に『製品情報ガイド』を参照してください。

1 適切なオンライン診断テストを実行します。161ページの
「PowerEdge Diagnostics の使い方」を参照してください。

2 故障した電源ユニットの位置を確認します。

電源ユニットの障害インジケータが点灯しています。21ページの
「電源インジケータコード」を参照してください。

 注意： 電源ユニットはホットプラグ対応です。システムが動作する

には、電源ユニットを必ず 1 台は取り付けておく必要があります。
2 台の電源ユニットを取り付けると、システムは冗長モードになりま
す。電源が入ったシステムで一度に取り外し、取り付けができる電

源ユニットは、1 台だけです。電源ユニットを 1 台しか取り付けず、
電源ユニットダミーを取り付けずにシステムを長時間動作させると、

システムがオーバーヒートするおそれがあります。

障害のある電源ユニットを取り外します。76ページの「電源ユニッ
トの取り外し」を参照してください。

3 電源ユニットをいったん取り外してから取り付けなおし、正しく取

り付けられていることを確認します。76ページの「電源ユニットの
取り外し」および 78ページの「電源ユニットの取り付け」を参照し
てください。

 メモ： 電源ユニットを取り付けたら、システムが電源ユニットを認

識して動作状態を確認するまで数秒待ちます。電源インジケータが

緑色に点灯すれば、電源ユニットは正常に機能しています。21ペー

ジの「電源インジケータコード」を参照してください。
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4 インジケータをチェックして、問題が解決しているかどうかを確認

します。解決していない場合は、障害のある電源ユニットを取り外

します。76ページの「電源ユニットの取り外し」を参照してくだ
さい。 

5 新しい電源ユニットを取り付けます。78ページの「電源ユニットの
取り付け」を参照してください。 

問題が解決しない場合は、177ページの「困ったときは」を参照し
てください。

システム冷却のトラブルシューティング

問題

システム管理ソフトウェアが、ファンに関連するエラーメッセージを発し

ている。

対応処置

以下のことを確認してください。

• 室温が高すぎないこと。

• 周辺の空気の流れが遮断されていないこと。

• システム内部のケーブルが空気の流れを遮断していないこと。

• 冷却ファンに障害が発生していないこと。148ページの「ファンの
トラブルシューティング」を参照してください。

ファンのトラブルシューティング

問題

• システムステータスインジケータが黄色になっている。

• システム管理ソフトウェアが、ファンに関連するエラーメッセージ

を発している。

• 前面パネル LCD がファンに問題があることを示している。
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対応処置

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、手順を実行する前に『製品情報ガイド』を参照してください。

1 適切な診断テストを実行します。161ページの「PowerEdge 
Diagnostics の使い方」を参照してください。

2 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

 警告： 冷却ファンはホットプラグ対応です。システムの電源が入っ

ている間は、適切な冷却効果を維持するため、ファンの交換は 1 台
ずつ行ってください。

3 LCD ディスプレイまたは診断プログラムが障害を指摘しているファ
ンの位置を確認します。各ファンの識別番号については、図 3-1 を
参照してください。

4 障害のあるファンの電源ケーブルがファンの電源コネクタに確実に

接続されていることを確認します。78ページの「システムファン」
を参照してください。

 メモ： システムがファンを認識して正常に動作していることを確認

するまで 30 秒待ちます。

5 問題が解決しない場合は、新しいファンを取り付けます。78ページ
の「システムファン」を参照してください。

交換したファンが正常に動作する場合は、システムカバーを閉じ

ます。67ページの「上部カバーの取り付け」を参照してください。

交換したファンが動作しない場合は、177ページの「困ったときは」
を参照してください。
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システムメモリのトラブルシューティング

問題

• メモリモジュールに障害がある。

• システム基板に障害がある。

• 前面パネルのステータス LCD インジケータがシステムメモリに問題
があることを示している。

対応処置

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、手順を実行する前に『製品情報ガイド』を参照してください。

1 適切なオンライン診断テストを実行します。161ページの
「PowerEdge Diagnostics の使い方」を参照してください。

2 システムと周辺機器の電源を入れます。

エラーメッセージが表示されない場合は、次の手順に進みます。

エラーメッセージが表示された場合は、手順 14 に進みます。
3 セットアップユーティリティを起動して、システムメモリの設定を

確認します。45ページの「セットアップユーティリティの起動」を
参照してください。

取り付けているメモリの容量がシステムメモリの設定に一致してい

る場合は、手順 14 に進みます。
4 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

5 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

6 メモリライザーを取り外します。103ページの「メモリライザーの
取り外し」を参照してください。

7 メモリライザーカバーを取り外します。106ページの「メモリライ
ザーカバーの取り外し」を参照してください。

8 各メモリモジュールをソケットに装着しなおします。106ページの
「メモリモジュールの取り付け」を参照してください。

9 メモリライザーカバーを取り付けます。106ページの「メモリライ
ザーカバーの取り外し」を参照してください。
150 システムのトラブルシューティング



10 メモリライザーを取り付けます。105ページの「メモリライザーの
取り付け」を参照してください。

11 システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付け」
を参照してください。

12 電源ケーブルをコンセントに差し込んで、システムと周辺機器の電

源を入れます。

13 セットアップユーティリティを起動して、システムメモリの設定を

確認します。45ページの「セットアップユーティリティの使い方」
を参照してください。

取り付けているメモリの容量がシステムメモリの設定に一致してい

ない場合は、次の手順を実行します。

a システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システ

ムを電源コンセントから外します。

b システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外
し」を参照してください。

 メモ： メモリモジュールには複数の構成方法があります。99ページ

の「メモリモジュールの取り付けガイドライン」を参照してくだ

さい。

c ソケット 1 のメモリモジュールを同じ容量のものと取り替え
ます。106ページの「メモリモジュールの取り付け」を参照して
ください。

d システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付
け」を参照してください。

e 電源ケーブルをコンセントに差し込んで、システムと周辺機器の

電源を入れます。

f システムの起動中、モニター画面およびキーボードのインジケー

タを観察します。

14 メモリエラーが発生した場合は、次の手順を実行します。

a システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システ

ムを電源コンセントから外します。

b システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外
し」を参照してください。

c 取り付けられている各メモリモジュールについて、手順 13 の手
順 c ～ f を行います。

問題が解決しない場合は、177ページの「困ったときは」を参照し
てください。
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オプティカルドライブのトラブルシュー
ティング

問題

• システムがオプティカルドライブの CD または DVD からデータを読
み込めない。

• 起動中にオプティカルドライブのインジケータが点滅しない。

対応処置

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、手順を実行する前に『製品情報ガイド』を参照してください。

1 動作確認済みの別の CD または DVD を使用します。

2 セットアップユーティリティを起動し、ドライブのオプティカルド

ライブコントローラが有効になっていることを確認します。45ペー
ジの「セットアップユーティリティの使い方」を参照してください。

3 適切なオンライン診断テストを実行します。161ページの
「PowerEdge Diagnostics の使い方」を参照してください。

4 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

5 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

6 インタフェースケーブルがオプティカルドライブおよびバックプ

レーンにしっかり接続されていることを確認します。

7 システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付け」
を参照してください。

8 電源ケーブルをコンセントに差し込んで、システムと周辺機器の電

源を入れます。

問題が解決しない場合は、177ページの「困ったときは」を参照し
てください。
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ハードドライブのトラブルシューティング

問題

• デバイスドライバのエラー。

• システムが 1 台または複数のハードドライブを認識しない。

対応処置

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、手順を実行する前に『製品情報ガイド』を参照してください。

 注意： このトラブルシューティング手順を実行すると、ハードドライブ

に保存されたデータが損傷するおそれがあります。可能な場合は、以下の

手順を実行する前に、ハードドライブ上のすべてのファイルをバックアッ

プしてください。

1 適切なオンライン診断テストを実行します。161ページの
「PowerEdge Diagnostics の使い方」を参照してください。

診断テストの結果に応じて、必要に応じて以下の手順に進みます。

2 複数のハードドライブに問題が発生している場合は、手順 7 に進み
ます。1 台のハードドライブに問題が発生している場合は、次の手
順に進みます。

3 システムの電源を切り、ハードドライブを取り付けなおし、システ

ムの電源を入れます。

4 お使いのシステムに SAS RAID コントローラカードが装着されてい
る場合は、次の手順を実行します。

a システムを再起動し、<Ctrl><r> を押して、ホストアダプタ設定
ユーティリティプログラムを起動します。

設定ユーティリティの詳細については、ホストアダプタに付属の

マニュアルを参照してください。

b ハードドライブが RAID 用に正しく設定されていることを確認し
ます。

c 設定ユーティリティを終了し、OS を起動します。
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5 お使いのコントローラカードに必要なデバイスドライバがインス

トールされ、正しく設定されていることを確認します。詳細につい

ては、OS のマニュアルを参照してください。

 注意： お使いのシステムに SAS RAID コントローラカードが装着さ
れている場合は、次の手順を実行しないでください。

6 非 RAID SAS コントローラカードが装着されている場合は、ハード
ドライブを取り外し、正常に動作している別のハードドライブとド

ライブベイの場所を交換します。

問題が解決した場合は、ハードドライブを元のベイに取り付けなお

します。74ページの「ホットプラグ対応ハードドライブの取り付
け」を参照してください。

元のベイでハードドライブが正常に機能する場合は、ドライブキャ

リアに断続的な問題があることが想定されます。ハードドライブ

キャリアを交換します。177ページの「困ったときは」を参照して
ください。

ハードドライブが別のベイで正常に動作し、元のベイでは動作しな

い場合、SAS バックプレーンのコネクタに欠陥があります。
177ページの「困ったときは」を参照してください。

7 次の手順で、システム内部のケーブル接続を確認します。

a システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システ

ムを電源コンセントから外します。

b システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外
し」を参照してください。

c SAS バックプレーンと SAS カードの間のケーブル接続が正しい
ことを確認します。88ページの「SAS コントローラカードの取
り付け」を参照してください。

d SAS ケーブルがコネクタにしっかりと装着されていることを確認
します。

e SAS バックプレーンの電源コネクタが、それぞれのコネクタに
しっかりと装着されていることを確認します。

f システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付
け」を参照してください。

g 電源ケーブルをコンセントに差し込んで、システムと周辺機器の

電源を入れます。

問題が解決しない場合は、177ページの「困ったときは」を参照
してください。
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SAS または SAS RAID コントローラカードの
トラブルシューティング

メモ： SAS または SAS RAID コントローラカードのトラブルシューティン

グを行う際には、OS のマニュアルとコントローラカードのマニュアルも

参照してください。 

問題

• エラーメッセージが SAS または SAS RAID コントローラカードに問
題があることを示している。

• SAS または SAS RAID コントローラカードの動作が正常でないか、
またはまったく動作しない。

対応処置

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、手順を実行する前に『製品情報ガイド』を参照してください。

1 適切なオンライン診断テストを実行します。161ページの
「PowerEdge Diagnostics の使い方」を参照してください。

2 セットアップユーティリティを起動し、SAS または SAS RAID コント
ローラカードが有効になっていることを確認します。45ページの
「セットアップユーティリティの使い方」を参照してください。

3 システムを再起動し、次のうちで該当するキーシーケンスを押して

設定ユーティリティプログラムを起動します。 

• SAS コントローラの場合は <Ctrl><c>

• SAS RAID コントローラの場合は <Ctrl><r>

設定内容については、コントローラのマニュアルを参照してくだ

さい。

4 設定内容を確認し、必要な修正を行い、システムを再起動します。

問題が解決しない場合は、次の手順に進みます。

5 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

6 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。
システムのトラブルシューティング 155



7 コントローラカードがコネクタに確実に装着されていることを確認

します。86ページの「SAS コントローラカード」を参照してくだ
さい。

8 SAS RAID コントローラカードがある場合は、次の RAID コンポーネ
ントが正しく取り付けられ、接続されていることを確認します。

• メモリモジュール

• バッテリー

9 SAS バックプレーンと SAS コントローラカードの間のケーブル接続
が正しいことを確認します。88ページの「SAS コントローラカード
の取り付け」を参照してください。

10 ケーブルが、SAS コントローラカードおよび SAS バックプレーンに
しっかりと接続されていることを確認します。

11 システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付け」
を参照してください。

12 電源ケーブルをコンセントに差し込んで、システムと周辺機器の電

源を入れます。問題が解決しない場合は、次の手順に進んでくだ

さい。 

• SAS コントローラカードが装着されている場合は、177ページの「困っ

たときは」を参照してください。 

• SAS RAID コントローラカードが装着されている場合は、SAS RAID カー

ドバッテリーを交換します。91ページの「RAID バッテリーの取り付け」

を参照してください。バッテリーを交換しても問題が解決しない場

合は、177ページの「困ったときは」を参照してください。
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拡張カードのトラブルシューティング
 メモ： 拡張カードのトラブルシューティングを行う際には、OS と拡張

カードのマニュアルを参照してください。

問題

• エラーメッセージが拡張カードに問題があることを示している。

• 拡張カードの動作が正常でない、またはまったく動作しない。

対応処置

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の注

意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、手順を実行する前に『製品情報ガイド』を参照してください。

1 適切なオンライン診断テストを実行します。45ページの「セット
アップユーティリティの使い方」を参照してください。

2 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

3 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

4 各拡張カードがコネクタに確実に装着されていることを確認します。

93ページの「PCI Express アドインカード」を参照してください。

5 システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付け」
を参照してください。

6 電源ケーブルをコンセントに差し込んで、システムと周辺機器の電

源を入れます。

問題が解決しない場合は、次の手順に進みます。

7 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

8 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

9 システムに取り付けられている拡張カードをすべて取り外します。

93ページの「PCI Express アドインカード」を参照してください。

10 システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付け」
を参照してください。
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11 電源ケーブルをコンセントに差し込んで、システムと周辺機器の電

源を入れます。

12 適切なオンライン診断テストを実行します。

テストが失敗した場合は、177ページの「困ったときは」を参照し
てください。

13 手順 9 で取り外した各拡張カードについて、次の手順を実行します。

a システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システ

ムを電源コンセントから外します。

b システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外
し」を参照してください。

c 拡張カードの 1 枚を取り付けなおします。

d システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付
け」を参照してください。

e 適切な診断テストを実行します。

テストが失敗した場合は、177ページの「困ったときは」を参照
してください。 

プロセッサのトラブルシューティング

問題

• エラーメッセージがプロセッサに問題があることを示している。

• 前面パネルのステータス LCD インジケータがプロセッサまたはシス
テム基板に問題があることを示している。

• プロセッサヒートシンクが各プロセッサに取り付けられていない。
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対応処置

 警告： システムのカバーを取り外して内部の部品に手を触れる作業は、

トレーニングを受けたサービス技術者のみが行ってください。安全上の

注意、コンピュータ内部の作業、および静電気障害への対処の詳細につい

ては、手順を実行する前に『製品情報ガイド』を参照してください。

1 適切なオンライン診断テストを実行します。161ページの
「PowerEdge Diagnostics の使い方」を参照してください。

2 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

3 システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

4 各プロセッサとプロセッサヒートシンクが正しく取り付けられてい

ることを確認します。109ページの「プロセッサ」を参照してくだ
さい。

5 システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付け」
を参照してください。

6 電源ケーブルをコンセントに差し込んで、システムと周辺機器の電

源を入れます。

7 適切なオンライン診断テストを実行します。

8 テストが失敗した場合や問題が解決しない場合は、次の手順に進み

ます。

9 プロセッサが 1 つだけ取り付けられている場合は、177ページの
「困ったときは」を参照してください。それ以外の場合は、次の手順

に進みます。
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10 障害のあるプロセッサが識別されるまで、各プロセッサに次の手順

を実行します。

a システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システ

ムを電源コンセントから外します。

b システムカバーを開きます。67ページの「上部カバーの取り外
し」を参照してください。

c すべてのプロセッサを取り外します。109ページの「プロセッ
サ」を参照してください。

d プロセッサ 1 のソケットにプロセッサを取り付けます。109ペー
ジの「プロセッサ」を参照してください。

 メモ： プロセッサの位置については、図 3-1 を参照してください。

e システムカバーを閉じます。67ページの「上部カバーの取り付
け」を参照してください。

f 電源ケーブルをコンセントに差し込んで、システムと周辺機器の

電源を入れます。

g 適切なオンライン診断テストを実行します。

h テストが正常に完了した場合は、手順 a ～ g を繰り返します。

i テストが失敗した場合は、システム内のプロセッサに障害があり

ます。177ページの「困ったときは」を参照してください。

11 プロセッサを取り付けなおします。109ページの「プロセッサ」を
参照してください。
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システム診断プログラムの実行
システムに問題が発生した場合、テクニカルサポートに電話される前に診

断プログラムを実行してください。診断プログラムを使うと、特別な装置

を使用せずにシステムのハードウェアをテストでき、データが失われる心

配もありません。ご自身で問題を解決できない場合でも、サービスおよび

サポート担当者が診断プログラムのテスト結果を使って問題解決の手助け

を行うことができます。

PowerEdge Diagnostics の使い方
システムの問題を分析するには、オンラインの PowerEdge Diagnostics 
を最初に使用します。問題を識別できない場合は、システム診断プログラ

ムを使用します。 

オンラインの Diagnostics（診断）にアクセスするには、Server 
Administrator のホームページへログインし、Diagnostics（診断）タブを
クリックします。Diagnostics（診断）の使い方については、オンライン
ヘルプを参照してください。詳細については、Server Administrator の
『ユーザーズガイド』を参照してください。

システム診断プログラムの機能
システム診断プログラムは、特定のデバイスグループや各デバイス用の一

連のテストメニューとオプションで構成されています。システム診断プロ

グラムのメニューとオプションを使って、以下のことが行えます。

• テストを個別または全体的に実行する。

• テストの順番を制御する。

• テストを繰り返す。

• テスト結果を表示、印刷、または保存する。

• エラーが検出された場合にテストを一時的に中断、またはユーザー

が指定する最大エラー数に達したときにテストを終了する。
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• 各テストとそのパラメータを簡潔に説明するヘルプメッセージを表

示する。

• テストが問題なく終了したかどうかを知らせるステータスメッセー

ジを表示する。

• テスト中に発生した問題を通知するエラーメッセージを表示する。

システム診断プログラムの実行が必要な場合
システム内の主要コンポーネントまたはデバイスが正しく動作していない

場合、コンポーネントの障害が表示されることがあります。マイクロプロ

セッサとシステムの I/O デバイス（モニターおよびキーボード）が動作し
ていれば、問題の識別にシステム診断プログラムを使用することができ

ます。

システム診断プログラムの実行
システム診断プログラムは、ハードドライブのユーティリティパーティ

ションから実行されます。

 注意： システム診断プログラムは、お使いのシステムをテストする場合

にのみ使用してください。このプログラムを他のシステムで使用すると、

無効な結果やエラーメッセージが発生する場合があります。また、お使い

のシステムに付属のプログラム（またはそのプログラムのアップデート

バージョン）のみを使用してください。

1 システム起動時の POST 実行中に <F10> を押します。

2 ユーティリティパーティションのメインメニューで、Run System 
Diagnostics（診断プログラムの実行）を選択します。または、
メモリのトラブルシューティングを行う場合は、Run Memory 
Diagnostics（メモリ診断テストの実行）を選択します。

システム診断プログラムを起動すると、診断プログラムの初期化中である

ことを知らせるメッセージが表示されます。次に、Diagnostics（診断プ
ログラム）メニューが表示されます。このメニューは、特定の診断テスト

またはすべての診断テストの実行や、システム診断プログラムの終了の際

に使用します。

 メモ： 以下の説明は、実際にシステム診断プログラムを起動し、内容を

画面で確認しながらお読みください。
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システム診断プログラムのテストオプション
Main Menu（メインメニュー）ウィンドウでテストオプションをクリッ
クします。テストオプションの簡単な説明を 表 5-1 に示します。

カスタムテストオプションの使い方
Main Menu（メインメニュー）ウィンドウで Custom Test（カスタム
テスト）を選択すると、Customize（カスタマイズ）ウィンドウが表示
されてテストするデバイスを選択できるようになります。希望のテストオ

プションを選択して、テスト結果を表示します。

テストするデバイスの選択

Customize（カスタマイズ）ウィンドウの左側にはテスト可能なデバイ
スのリストが表示されます。デバイスは、選択するオプションに応じて、

デバイスタイプ別またはモジュール別にまとまっています。デバイスまた

はモジュールの横にある（+）をクリックすると、各コンポーネントが表
示されます。各コンポーネントの横にある（+）をクリックすると、利用
可能なテストが表示されます。コンポーネントではなくデバイスをクリッ

クすると、テストするデバイスのすべてのコンポーネントが選択でき

ます。

表 5-1 システム診断プログラムのテストオプション

テストオプション 機能

Express Test（エク
スプレステスト）

システムのクイックチェックを実行します。このオプション

では、ユーザーの応答を必要としないデバイステストを実行

します。このオプションは、問題の原因をすばやく識別したい

ときに使用します。

Extended Test
（拡張テスト）

システムを詳細にチェックします。このテストの実行には 1 
時間以上かかる場合もあります。

Custom Test
（カスタムテスト）

特定のデバイスをテストします。

Information
（情報）

テスト結果を表示します。
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診断オプションの選択

Diagnostics Options（診断オプション）領域で、デバイスをテストす
る方法が選択できます。以下のオプションが選択可能です。

• Non-Interactive Tests Only（非インタラクティブテストのみ）― 
このオプションを選択すると、ユーザーの操作を必要としないテス

トだけが実行されます。

• Quick Tests Only（クイックテストのみ）― このオプションを選択
すると、デバイスのクイックテストだけが実行されます。このオプ

ションでは詳細なテストは実行されません。

• Show Ending Timestamp（終了タイムスタンプの表示）― この
オプションを選択すると、テストの記録に時刻が記載されます。

• Test Iterations（テスト回数）― テストの実行回数を選択すること
ができます。

• Log output file path name（ログ出力ファイルのパス名）― この
オプションを選択すると、テストを記録したログファイルの保存場

所を指定することができます。

情報および結果の表示

Customize（カスタマイズ）ウィンドウのタブを使って、テストとテスト
結果についての情報を表示することができます。以下のタブが利用でき

ます。

• Results（結果）― 実行されたテストとその結果を表示します。

• Errors（エラー）― テスト中に発生したエラーを表示します。

• Help（ヘルプ）― 現在選択されているデバイス、コンポーネント、
またはテストに関する情報を表示します。

• Configuration（設定）― 現在選択されているデバイスの基本設定
に関する情報を表示します。

• Parameters（パラメータ）― 該当する場合、そのテストで設定可
能なパラメータを表示します。
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ジャンパおよびコネクタ
本項では、システムジャンパについて具体的な情報を提供するとともに、

システム内のさまざまな基板上のコネクタについても説明します。

システム基板のジャンパとコネクタ
システム基板上のジャンパとコネクタの位置を 図 6-1 に示します。また、
表 6-1 にはジャンパ設定のリストを示します。表 6-2 には、システム基板
コネクタの位置と説明を示します。
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図 6-1 システム基板のジャンパとコネクタ

表 6-1 システム基板のジャンパ

ジャンパ 位置 設定 説明

NVRAM クリア J7E2 1 ～ 3

3 ～ 5（デフォルト）

NVRAM をクリアする

標準モード

パスワード有効 J7E2 2 ～ 4

4 ～ 6a（デフォルト）

パスワードの有効化

パスワードの無効化

J7E2

1

34

33

31

32

26

27

28

29

30

32 4 5 6 987 13

14

15

16

17

1210

25 24 1823 22 21 1920

11
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システム基板のコネクタ
システム基板のコネクタの位置と説明については、図 6-1 および 表 6-2 
を参照してください。

表 6-2 システム基板のコネクタ

コネクタ 説明

1 J1A1 FAN 7

2 J3E3 I/O RISER

3 J4A3 PCIE_X4_7

4 J4A4 PCIE_X4_6

5 J5A1 PCIE_X4_5

6 J5A2 PCIE_X8_4

7 J6A1 PCIE_X8_3

8 J7A1 PCIE_X8_2

9 J7A2 PCIE_X8_1

10 J8A1 SERIAL

11 J8B2 FAN 6

12 J8A2 VGA

13 J9A1 USB_1-2

14 J8A3 FAN 8

15 J8F1 MEMORY RISER_B

16 J9D1 MEMORY RISER_A

17 J9J1 CONTROL PANEL

18 J9K3 SIGNAL

19 J9K1 PWR DIST CONN

20 J9K2 PWR DIST CONN

21 CPU 1 プロセッサ 1

22 CPU 2 プロセッサ 2

23 CPU 3 プロセッサ 3
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24 CPU 4 プロセッサ 4

25 J1K1 RISER2 (SAS RISER)

26 J1H1 INTRUSION

27 J5E1 TOE KEY HEADER

28 J3E4 INT-USB

29 J3E2 SATA_A

30 J3D2 SATA_B

31 J1F1 MEMORY RISER_D

32 XBT1D1 BATTERY

33 J2D2 MEMORY RISER_C

34 J1B2 FAN 5

表 6-2 システム基板のコネクタ （続き）

コネクタ 説明
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SAS バックプレーンコネクタ
2.5 インチシステム用の SAS バックプレーン上のコネクタの位置を
図 6-3 に示します。

図 6-2 SAS バックプレーンコネクタ（2.5 インチシステム）（前面）

1 ドライブ 0 2 ドライブ 1

3 ドライブ 2 4 ドライブ 3

5 ドライブ 4 6 ドライブ 5

7 ドライブ 6 8 ドライブ 7

1

2

3

4

8

7

6

5
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図 6-3 SAS バックプレーンコネクタ（2.5 インチシステム）（背面）

3.5 インチシステム用の SAS バックプレーン上のコネクタの位置を 
図 6-4 および 図 6-5 に示します。

1 SAS B 2 SAS_A

3 バックプレーン電源

31 2
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図 6-4 SAS バックプレーンコネクタ : 3.5 インチ x5 のオプション（前面）

1 SATA_MODULE 2 CDROM

3 ファン（右） 4 ハードディスク 4

5 ハードディスク 3 6 ファン（左）

7 ハードディスク 2 8 ハードディスク 1

9 ハードディスク 0 10 コントロールパネル

10

9

8

7

5

6

4

1 2 3
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図 6-5 SAS バックプレーンコネクタ : 3.5 インチ x5 のオプション（背面）

1 SATA_A 2 コントロールパネル

3 バックプレーン B 4 GND/+12V

5 バックプレーン A

1

432 5
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電源インタポーザコネクタ
2.5 インチシステム上の電源インタポーザコネクタの位置を 図 6-6 および 
図 6-7 に示します。

図 6-6 電源インタポーザコネクタ : 2.5 インチ x8 のオプション（前面）

図 6-7 電源インタポーザコネクタ : 2.5 インチ x8 のオプション（背面）

1 ファン 2 GND/+12v

3 バックプレーン電源 4 SATA_MODULE

5 CDROM 6 FAN

1 SATA_PLANAR 2 PLANAR

3 コントロールパネル

1 2 3 654

1 32
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忘れてしまったパスワードの無効化
システムでは、ソフトウェアセキュリティ機能として、システムパスワー

ドとセットアップパスワードを設定することができます。これらのパス

ワードについては、45 ページの「セットアップユーティリティの使い方」
で詳しく説明されています。パスワードジャンパを使って、これらのパス

ワード機能を有効または無効に設定できるので、現在どのようなパスワー

ドが使用されていてもクリアすることができます。

 注意： 『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意の「静電

気障害への対処」を参照してください。

1 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

2 システムカバーを開きます。67 ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。

3 スロット 1 および 2 に拡張カードが装着されている場合は、取り外
してパスワードジャンパに手が届くようにします。

4 パスワードジャンパからジャンパプラグを取り外します。システム

基板上のパスワードジャンパ（「J7E2」のラベル貼付）の位置につい
ては、図 6-1 を参照してください。

5 手順 3 で拡張カードを取り外した場合は、ここで取り付けます。

6 システムカバーを閉じます。

7 システムおよび周辺機器を電源コンセントに接続し、システムの電

源をオンにします。既存のパスワードは、パスワードジャンパプラ

グを取り外した状態でシステムを再起動するまで無効化（消去）さ

れません。ただし、新しいシステムパスワードとセットアップパス

ワードの両方またはどちらか一方を設定する前に、ジャンパプラグ

を取り付ける必要があります。 

 メモ： ジャンパプラグを取り外した状態のままシステムパスワード

とセットアップパスワードの両方またはどちらか一方を設定すると、

システムは次回の起動時に新しいパスワードを無効にします。

8 システムおよび接続されている周辺機器の電源を切って、システム

を電源コンセントから外します。

9 システムカバーを開きます。67 ページの「上部カバーの取り外し」
を参照してください。
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10 スロット 1 および 2 に拡張カードが装着されている場合は、取り外
してパスワードジャンパに手が届くようにします。

11 パスワードジャンパにジャンパプラグを取り付けます。

12 手順 10 で拡張カードを取り外した場合は、ここで取り付けます。

13 メモリモジュールエアフローカバーを取り付けます。

14 システムカバーを閉じます。

15 システムおよび周辺機器を電源コンセントに接続し、システムの電

源をオンにします。

16 新しいシステムパスワードとセットアップパスワードの両方または

そのどちらか一方を設定します。

セットアップユーティリティを使用して新しいパスワードを設定す

るには、56 ページの「システムパスワードの設定」を参照してくだ
さい。
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困ったときは

テクニカルサポートの利用法
コンピュータに問題が発生した場合は、以下の手順で問題の診断とトラブ

ルシューティングを行ってください。

1 お使いのコンピュータで発生している問題に関する情報と手順につ

いては、135 ページの「システムのトラブルシューティング」を参
照してください。

2 Dell Diagnostics を実行する手順については、161 ページの「システ
ム診断プログラムの実行」を参照してください。

3 182 ページの「Diagnostics（診断）チェックリスト」に必要事項を
記入してください。

4 デルサポートサイト（support.dell.com）には、インストールとト
ラブルシューティングに役立つ各種のオンラインサービスが用意さ

れています。Dell オンラインサポートのさらに詳しいリストについ
ては、178 ページの「オンラインサービス」を参照してください。

5 これまでの手順で問題が解決しない場合は、183 ページの「デルへ
のお問い合わせ」を参照してください。

 メモ： デルサポートへお問い合わせになるときは、できればコンピュー

タの電源を入れて、コンピュータの近くから電話をおかけください。

サポート担当者がコンピュータでの操作をお願いすることがあります。

 メモ： デルエクスプレスサービスコードシステムをご利用できない国も

あります。

デルのオートテレフォンシステムの指示に従って、エクスプレスサービス

コードを入力すると、電話は適切なサポート担当者に転送されます。エク

スプレスサービスコードをお持ちでない場合は、Dell Accessories フォ
ルダを開き、エクスプレスサービスコード アイコンをダブルクリックし
ます。その後は、表示される指示に従ってください。
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デルサポートの利用方法については、179 ページの「サポートサービス」
を参照してください。

 メモ： 以下のサービスは、アメリカ以外ではご利用になれないこともあ

ります。サービスに関する情報は、最寄りのデルへお問い合わせくだ

さい。

オンラインサービス

デルの製品とサービスについては、以下のウェブサイトを参照してくだ

さい。

www.dell.com

www.dell.com/ap（アジア / 太平洋諸国）

www.dell.com/jp（日本）

www.euro.dell.com （ヨーロッパ）

www.dell.com/la（ラテンアメリカおよびカリブ諸国）

www.dell.ca （カナダ）

デルのサポートへは、以下のウェブサイトと E- メールアドレスからアク
セスできます。

• デルサポートサイト

support.dell.com

support.jp.dell.com（日本）

support.euro.dell.com（ヨーロッパ）

• デルサポートの E- メールアドレス
mobile_support@us.dell.com

support@us.dell.com

la-techsupport@dell.com（ラテンアメリカおよびカリブ諸国）

apsupport@dell.com（アジア / 太平洋諸国）

• デルのマーケティングとセールスの E- メールアドレス

apmarketing@dell.com（アジア / 太平洋諸国）

sales_canada@dell.com（カナダ）
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• 匿名 FTP（file transfer protocol）
ftp.dell.com

ログインユーザー名：anonymous。パスワードには E- メールアド
レスを入力してください。

24 時間納期情報案内サービス

注文したデル製品の状況を確認するには、support.dell.com にアクセ
スするか、または、24 時間納期情報案内サービスにお問い合わせくだ
さい。電話サービスでは、録音された指示に従って、ご注文の製品の納期

を確認することができます。電話番号については、183 ページの「デルへ
のお問い合わせ」を参照してください。

サポートサービス

デル製品に関するお問い合わせは、デルのテクニカルサポートをご利用く

ださい。サポートスタッフはコンピュータによる診断に基づいて、正確な

回答を迅速に提供します。 

デルのテクニカルサポートにお問い合わせになる場合は、181 ページの
「お問い合わせになる前に」をお読みになってから、「デルへのお問い合

わせ」を参照してください。

Dell 企業向けトレーニングおよび資格認証
デルでは、企業向けのトレーニングと資格認証を実施しています。詳細に

ついては、www.dell.com/training を参照してください。このサービ
スは、ご利用いただけない地域があります。

ご注文に関する問題
欠品、誤った部品、間違った請求書などの注文に関する問題がある場合

は、デルのカスタマーケアにご連絡ください。お電話の際は、納品書また

は出荷伝票をご用意ください。電話番号については、183 ページの「デル
へのお問い合わせ」を参照してください。
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製品情報
デルのその他の製品に関する情報や、ご注文に関しては、デルウェブサイ

ト www.dell.com を参照してください。お住まいの地域のセールスの電
話番号については、183 ページの「デルへのお問い合わせ」を参照してく
ださい。

保証期間中の修理または返品について
修理と返品のいずれの場合も、返送するものをすべて用意してください。

1 デルにお電話いただき、担当者がお知らせする返品番号を箱の外側

に明記してください。

電話番号については、183 ページの「デルへのお問い合わせ」を参
照してください。

2 請求書のコピーと返品の理由を記したメモを同梱します。

3 実行したテストと Dell Diagnostics（161 ページの「システム診断プ
ログラムの実行」を参照）から出力されたエラーメッセージを記入

した Diagnostics（診断）チェックリスト（182 ページの
「Diagnostics（診断）チェックリスト」を参照）のコピーを同梱して
ください。

4 修理や交換ではなく費用の支払いを希望される場合は、返品する製

品のアクセサリ（電源ケーブル、CD やディスケットなどのメデ
ィア、およびマニュアルなど）も同梱してください。

5 返品する機器を元の（または同等の）梱包材を使って梱包します。

送料はお客様のご負担となります。製品が弊社に到着するまでのリスク、

および製品に掛ける保険も、お客様のご負担となります。着払いの荷物は

受領できませんので、予めご了承ください。

上記要件のいずれかを欠く返品は受け付けられず、返送扱いとなります。
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お問い合わせになる前に
 メモ： お電話の際には、エクスプレスサービスコードをご用意ください。

エクスプレスサービスコードがあると、デルのオートテレフォンシステム

によって、より迅速にサポートが受けられます。 

Diagnostics（診断）チェックリストに前もってご記入ください
（182 ページの「Diagnostics（診断）チェックリスト」を参照）。デルへ
お問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コン

ピュータの近くから電話をおかけください。キーボードからコマンドを入

力したり、操作時に詳細情報を説明したり、コンピュータ自体でのみ可能

な他のトラブルシューティング手順を試してみるようにお願いする場合が

あります。システムのマニュアルがあることを確認してください。 

 警告： コンピュータ内部の作業を始める前に『製品情報ガイド』に記載

されている「安全にお使いいただくための注意」を参照してください。
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Diagnostics（診断）チェックリスト

御名前：

日付：

御住所：

電話番号：

サービスタグナンバー（コンピュータ背面または底面のバーコードの番号）：

エクスプレスサービスコード：

返品番号（デルのサポート技術者から提供された場合）：

OS とバージョン：

周辺機器：

拡張カード：

ネットワークに接続されていますか?はい   いいえ

ネットワーク、バージョン、ネットワークアダプタ：

プログラムとバージョン：

OS のマニュアルを参照して、システムの起動ファイルの内容を確認してくだ
さい。コンピュータにプリンタを接続している場合は、各ファイルを印刷しま

す。印刷できない場合は、各ファイルの内容を記録してからデルにお問い合わ

せください。

エラーメッセージ、ビープコードまたは診断コード：

問題点の説明と実行したトラブルシューティング手順：
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デルへのお問い合わせ
米国のお客様は、800-WWW.DELL（800.999.3355）までお電話くだ
さい。 

 メモ： お使いのコンピュータがインターネットに接続されていない場

合は、購入時の納品書、出荷伝票、請求書、またはデルの製品カタログで

連絡先をご確認ください。 

デルでは、オンラインまたは電話によるサポートとサービスのオプション

を複数提供しています。サポートやサービスの提供状況は国や製品ごとに

異なり、国 / 地域によってはご利用いただけないサービスもございます。
デルのセールス、テクニカルサポート、またはカスタマーサービスへは、

次の手順でお問い合わせいただけます。

1 support.dell.com にアクセスします。

2 ページ下の 国・地域の選択 ドロップダウンメニューで、お住まいの
国または地域を確認します。 

3 ページの左側の お問い合わせ をクリックします。

4 必要なサービスまたはサポートのリンクを選択します。

5 ご都合の良いお問い合わせの方法を選択します。
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用語集

本項ではシステムマニュアルで使用される技術用語、略語の意味を示し

ます。

A: Ampere （アンペア）の略語。

AC: Alternating current （交流電流）の略語。

ACPI: Advanced Configuration and Power Interface の略語。オペレーティングシ
ステムで設定と電力管理を実行するための標準インタフェースです。

ANSI: American National Standards Institute （米国規格協会）。米国の主要技術標
準開発機関です。

ASCII: American Standard Code for Information Interchange
（情報交換用米国標準コード）の略語。

Asset Tag: 通常はシステム管理者によって、セキュリティやトラッキングのため
にコンピュータごとに割り当てられるコード。

BIOS: Basic input/output system （基本入出力システム）。システムの BIOS は、
フラッシュメモリチップに格納された複数のプログラムから成ります。BIOS は、
次の事項を制御します。

• プロセッサと周辺機器との間の通信

• システムメッセージなどの種々の機能

BMC: Baseboard management controller （ベースボード管理コントローラ）。

BTU: British thermal unit （英国熱量単位）の略語。

C: Celsius （セルシウス、摂氏）の略語。

CD: Compact Disc （コンパクトディスク）の略語。CD ドライブでは光学技術を利用
して、CD からデータを読み取ります。 

cm: Centimeter （センチメートル）。

CMOS: Complementary metal-oxide semiconductor （相補型金属酸化膜半導体）
の略語。

COMn: コンピュータのシリアルポートに対するデバイス名 （n は整数値）。

CPU: Central processing unit （中央演算処理装置）の略語。「プロセッサ」を参照し
てください。

DC: Direct current （直流電流）の略語。
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DDR: Double-data rate （ダブルデータ速度）の略語。出力を 2 倍にできるメモリモ
ジュールの技術です。

DHCP: Dynamic Host Configuration Protocol （ダイナミックホスト設定プロトコ
ル）の略語。クライアントシステムに自動的に IP アドレスを割り当てるための方法
です。

DIMM: Dual in-line memory module （デュアルインラインメモリモジュール）の
略語。「メモリモジュール」も参照してください。

DIN: Deutsche Industrie Norm （ドイツ工業規格）の略語。

DMA: Direct memory access （ダイレクトメモリアクセス）の略語。DMA チャネル
を使用すると、RAM とデバイス間で特定のタイプのデータ転送を、プロセッサを介
さずに直接行うことができます。

DMI: Desktop Management Interface （デスクトップ管理インタフェース）。DMI 
を使用すれば、オペレーティングシステム、メモリ、周辺機器、拡張カード、Asset 
Tag などのシステムコンポーネントに関する情報を集めて、コンピュータシステム
のソフトウェアとハードウェアを統合的に管理することができます。

DNS: Domain Name System （ドメインネームシステム）の略語。たとえば 
www.dell.com のようなインターネットのドメインネームを 143.166.83.200 
のような IP アドレスに変換する方法です。

DRAM: Dynamic random-access memory （ダイナミック RAM）。
通常、システムの RAM は DRAM チップのみで構成されます。 

DVD: Digital versatile disc の略語。

ECC: Error checking and correction （エラーチェックおよび訂正）の略語。

EEPROM: Electrically erasable programmable read-only memory
（電気的消去可能なプログラマブル読み取り専用メモリ）の略語。

EMC: Electromagnetic compatibility （電磁整合性）の略語。

EMI: Electromagnetic interference （電磁波障害）の略語。

ERA: Embedded remote access （組み込み型リモートアクセス）の略語。
ERA により、リモートアクセスコントローラを使用してネットワークサーバーをリ
モート管理 （帯域外管理）できます。 

ESD: Electrostatic discharge （静電気放電）の略語。

ESM: Embedded server management （組み込み型サーバー管理）の略語。

F: Fahrenheit （ファーレンハイト、華氏）の略語。

FAT: File allocation table （ファイルアロケーションテーブル）の略語。FAT はファ
イル保存の記録と管理のために MS-DOS で使用されるファイルシステム構造
です。Microsoft® Windows® オペレーティングシステムでは、オプションとして 
FAT ファイルシステムを使用できます。
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FSB: Front-side bus （フロントサイドバス）の略語。プロセッサとメインメモリ
（RAM）間のデータ伝送路および物理インタフェースです。 

ft: Feet （フィート）の略語。

FTP: File transfer protocol （ファイル転送プロトコル）の略語。

g: Gram （グラム）の略語。

G: Gravity （重力加速度）の略語。

Gb: Gigabit （ギガビット）の略語。1 Gb = 1024 Mb = 1,073,741,824 ビット。

GB: Gigabyte （ギガバイト）の略語。1 GB = 1024 MB = 1,073,741,824 バイト。
ただし、ハードドライブの容量を表すときには、1000 MB （10 億バイト）を意味する
場合もあります。

h: Hexadecimal （16 進）の略語。16 進法は 16 を基数にした記数法で、コンピュー
タの RAM アドレスやデバイスの I/O メモリアドレスを識別するためにプログラミ
ングでよく使用されます。一般に 16 進数の後には h を付けて表記します。

Hz: Hertz （ヘルツ）の略語。

I/O: Input/output （入出力）の略語。キーボードは入力デバイスで、プリンタは出力
デバイスです。一般に、I/O 処理は計算処理とは区別されます。

ID: Identification （識別）の略語。

IDE: Integrated drive electronics の略語。システム基板とストレージデバイス間
の標準インタフェースです。

IP: Internet Protocol （インターネットプロトコル）の略語。

IPX: Internet package exchange （インターネットパケット交換）の略語。

IRQ: Interrupt request （割り込み要求）の略語。周辺機器がデータを送信または受
信しようとする場合、必要な処理をプロセッサに要求する信号が IRQ 信号線を介し
て送られます。コンピュータに接続する各周辺機器には IRQ 番号を割り当てる必要
があります。2 つの機器が同じ IRQ 番号を共有することはできますが、両方の機器
を同時に動作させることはできません。

K: kilo （キロ）の略語。1,000 を表します。

Kb: Kilobit （キロビット）の略語。1 Kb = 1024 ビット。

KB: Kilobyte （キロバイト）の略語。1 KB = 1024 バイト。

Kbps: Kilobits per second （1 秒あたりのキロビット数）の略語。

KBps: Kilobytes per second （1 秒あたりのキロバイト数）の略語。

kg: kilogram （キログラム）の略語。1 kg = 1000 グラム。

kHz: Kilohertz （キロヘルツ）の略語。

KMM: Keyboard/monitor/mouse （キーボード / モニター / マウス）の略語。
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KVM: Keyboard/video/mouse （キーボード / ビデオ / マウス）の略語。KVM は、
キーボード、マウス、ディスプレイを共有する複数のコンピュータを切り替えて使

用するための装置です。

LAN: Local area network （ローカルエリアネットワーク）の略語。通常、LAN のシ
ステム構成は同じ建物内部または隣接した少数の建物に限定され、すべての装置が 
LAN 専用のケーブルで接続されます。

lb: Pound （ポンド）の略語。

LCD: Liquid crystal display （液晶ディスプレイ）の略語。

LED: Light-emitting diode （発光ダイオード）の略語。電流が流れると点灯する電
子部品です。

LGA: Land Grid Array （ランドグリッドアレイ）。プロセッサソケットの一種。
PGA とは異なり、LGA インタフェースにはチップにピンがありません。ピンの代
わりにパッドがあって、それがシステム基板上のピンと接触します。

Linux: 多様なハードウェアシステムで実行可能な UNIX® に似た OS。Linux は
ソースコードが公開されているソフトウェアで、無償で入手できます。ただし、

Red Hat® Software 社などでは、Linux のさまざまなソフトウェアを含む配布
パッケージとともに、テクニカルサポートとトレーニングを有償で提供してい

ます。

LVD: Low voltage differential（低電圧ディファレンシャル）の略語。

m: Meter （メートル）の略語。

mA: Milliampere （ミリアンペア）の略語。

MAC アドレス: Media Access Control （メディアアクセスコントロール）アドレ
ス。ネットワーク上のシステムのハードウェアに付けられた固有の番号です。

mAh: Milliampere-hour （ミリアンペア時）の略語。

Mb: Megabit （メガビット）の略語。1 Mb = 1,048,576 ビット。

MB: Megabyte （メガバイト）の略語。1 MB = 1,048,576 バイト。ただし、
ハードドライブの容量を表すときには、1 MB = 1,000,000 バイトを意味する場合も
あります。

Mbps: Megabits per second （メガビット / 秒）の略語。

MBps: Megabytes per second （メガバイト / 秒）の略語。

MBR: Master boot record （マスターブートレコード）の略語。

MHz: Megahertz （メガヘルツ）の略語。

mm: Millimeter （ミリメートル）の略語。

ms: Millisecond （ミリ秒）の略語。
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MS-DOS®: Microsoft Disk Operating System （マイクロソフトディスクオペレー
ティングシステム）の略語。

MT/S : Million transfers per second。転送速度の単位 （100 万回 / 秒）。

NAS: Network Attached Storage （ネットワーク接続ストレージ）の略語。ネット
ワーク上に共有ストレージを実現するのに使用される概念です。NAS システム
には、ファイルサーバー専用に最適化されたオペレーティングシステム、内蔵ハー

ドウェア、およびソフトウェアが搭載されています。

NIC: Network Interface Controller （ネットワークインタフェースコントローラ）
の略語。コンピュータに取り付けられたネットワーク接続用のデバイスです。

NMI: Nonmaskable interrupt （マスク不能割り込み）の略語。デバイスは NMI 
を送信して、ハードウェアエラーをプロセッサに知らせます。

ns: Nanosecond （ナノ秒）の略語。

NTFS: NT File System （NT ファイルシステム）の略語。Windows 2000 オペレー
ティングシステムではオプションのファイルシステムです。

NVRAM: Nonvolatile random access memory （不揮発性ランダムアクセス
メモリ）の略語。コンピュータの電源を切っても情報が失われないメモリです。

NVRAM は、日付、時刻、システム設定情報の保持に使用されます。

PCI: Peripheral Component Interconnect の略語。標準のローカルバス規
格です。

PDU: Power distribution unit （配電ユニット）の略語。PDU は、複数のコンセント
の付いた電源で、ラック内のサーバーやストレージシステムに電力を供給し

ます。

PGA: Pin grid array （ピングリッドアレイ）の略語。プロセッサチップの取り外しが
可能なプロセッサソケットです。

POST: Power-on self-test （電源投入時の自己診断）の略語。コンピュータの電源を
入れると、オペレーティングシステムがロードされる前に、RAM、ディスクドラ
イブ、キーボードなどのさまざまなシステムコンポーネントがテストされます。

PS/2: Personal System/2 の略語。

PXE: Preboot eXecution Environment の略語。ハードドライブや起動用ディス
ケットを使用せずに、LAN を介してシステムを起動する方法です。

RAC: Remote access controller （リモートアクセスコントローラ）の略語。

RAID: Redundant array of independent disks の略語。RAID はデータ冗長化によ
り読み書きの速度や信頼性の向上を実現する技術です。普及している RAID には 
RAID 0、RAID 1、RAID 5、RAID 10、RAID 50 があります。「ガーディング」、「ミラーリ
ング」、「ストライピング」も参照してください。 
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RAM: Random-access memory （ランダムアクセスメモリ）の略語。プログラムの
命令やデータを保存するシステムの主要な一次記憶領域。コンピュータの電源を切

ると、RAM に保存されている情報はすべて失われます。

RAS: Remote Access Service （リモートアクセスサービス）の略語。この機能によ
って、Windows オペレーティングシステムを実行しているコンピュータのユー
ザーは、モデムを使用して、ネットワークにリモートでアクセスできます。

readme ファイル: ソフトウェアやハードウェアの製品に付属しているテキスト
ファイル。製品に関する補足情報やマニュアルのアップデート情報などが入ってい

ます。

ROM: Read-only memory （読み取り専用メモリ）の略語。コンピュータのプログラ
ムの中には、ROM コードで実行しなければならないものがあります。RAM とは異
なり、コンピュータの電源を切っても、ROM チップの内容は保持されます。
ROM コードの例には、コンピュータの起動ルーチンと POST を起動するプログラ
ムなどがあります。

ROMB: RAID on motherboard （マザーボード上の RAID）の略語。

rpm: Revolutions per minute （1 分あたりの回転数）の略語。

RTC: Real-time clock （リアルタイムクロック）の略語。

SAS: Serial-attached SCSI （シリアル接続 SCSI）の略語。

SATA: Serial Advanced Technology Attachment の略語。システム基板とストレー
ジデバイス間の標準インタフェースです。

SCSI: Small computer system interface の略語。通常のポートよりも速いデータ転
送レートを持つ I/O バスインタフェース。

SDRAM: Synchronous dynamic random-access memory （同期ダイナミックラン
ダムアクセスメモリ）の略語。

sec: Second （秒）の略語。

SMART: Self-Monitoring Analysis and Reporting Technology （システムの自己監
視分析および報告テクノロジ）の略語。システム BIOS にエラーや障害があった場
合に、ハードドライブが報告し、画面にエラーメッセージを表示するための技術

です。

SMP: Symmetric multiprocessing （対称型マルチプロセッシング）の略語。高バン
ド幅のリンクを介して複数のプロセッサを接続し、各プロセッサが同等な立場で 
I/O 処理を行うようにオペレーティングシステムによって管理する技法です。

SNMP: Simple Network Management Protocol の略語。ネットワーク管理者がリ
モートでワークステーションの監視および管理を行うための標準インタフェース

です。
190 用語集



SVGA: Super video graphics array （スーパービデオグラフィックスアレイ）の
略語。VGA と SVGA は、従来の規格よりも高解像度の色表示機能を持つビデオアダ
プタに関するビデオ規格です。

system.ini ファイル: Windows オペレーティングシステム用の起動ファイル。
Windows を起動すると、system.ini ファイルが参照されて、Windows 動作環境
の各種オプションが設定されます。system.ini ファイルには、Windows 用にイン
ストールされているビデオ、マウス、キーボードのドライバの種類に関する情報な

どが記録されています。

TCP/IP: Transmission Control Protocol/Internet Protocol （伝送制御プロトコ
ル / インターネットプロトコル）の略語。

TOE:  TCP/IP  オフロードエンジン。

UNIX: Linux の基になった OS で、C 言語で書かれています。

UPS: Uninterruptible power supply （無停電電源装置）の略語。電気的な障害が発
生した場合に、システムの電源が切れないようにするためのバッテリー電源装置

です。

USB: Universal Serial Bus （汎用シリアルバス）の略語。USB コネクタは、マウス、
キーボードなど、USB 準拠の複数のデバイスに対応しています。USB デバイスはシ
ステムの実行中でも取り付け、取り外しが可能です。

UTP: Unshielded twisted pair （シールドなしのツイストペア）の略語。職場や家庭
でシステムを電話回線に接続するために使用するケーブルです。

V: Volt （ボルト）の略語。

VAC: Volt alternating current （交流電圧）の略語。

VDC: Volt direct current （直流電圧）の略語。

VGA: Video graphics array （ビデオグラフィックスアレイ）の略語。VGA 
と SVGA は、従来の規格よりも優れた解像度と色表示機能を持つビデオアダプタに
関するビデオ規格です。

W: Watt （ワット）の略語。

WH: Watt-hour （ワット時）の略語。

win.ini ファイル: Windows オペレーティングシステム用の起動ファイル。
Windows を起動すると、win.ini ファイルが参照されて、Windows の操作環境に
関する各種オプションが設定されます。また、win.ini ファイルには通常、ハードド
ライブにインストールされている Windows アプリケーションプログラムのオプ
ションを設定するセクションも含まれています。

Windows 2000: MS-DOS を必要としない完成した総合オペレーティングシス
テム。パフォーマンスと使いやすさが向上し、ワークグループ機能が拡張され、ファ

イル管理および参照を簡単に行うことができます。
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Windows Powered: NAS システム上で使用するために設計された Windows オ
ペレーティングシステム。NAS システムの場合、Windows Powered オペレーティ
ングシステムは、ネットワーククライアントのファイルサービスに特化してい

ます。

Windows Server 2003: XML Web サービスを利用してソフトウェアの統合を図
る Microsoft のソフトウェアテクノロジ。XML Web サービスは、XML 言語を使用
して別々に開発された再利用可能な小型のアプリケーション群で、これを使用する

ことで、元来送受信できないソース同士がネットワーク経由でデータを送受信する

ことができます。

XML: Extensible Markup Language （拡張可能なマーク付け言語）の略語。イン
ターネット、イントラネット、その他のネットワークで形式とデータの両方を共

有し、共通の情報形式を作成するための仕様です。

ZIF: Zero insertion force の略語。力をかけずにプロセッサの着脱ができるソケッ
トです。

アップリンクポート: 別のハブまたはスイッチに接続する際に使用するネットワー
クハブまたはスイッチ上のポート。クロスオーバーケーブルを必要としません。

アプリケーション: ユーザーによる特定のタスクまたは一連のタスクの実行を助け
るためのソフトウェア。アプリケーションは、オペレーティングシステムの機能を

利用して実行されます。

ガーディング: 複数の物理ドライブを一組にしてデータを格納し、さらにもう 
1 台のドライブにパリティデータを格納するデータ冗長化の手法です。「ミラーリ
ング」、「ストライピング」、「RAID」も参照してください。

拡張カード: NIC や SCSI アダプタなどの、システム基板上の拡張カードコネクタに
差し込むアドインカード。拡張カードは、拡張バスと周辺機器間のインタフェース

として、システムに特別な機能を追加します。

拡張カードコネクタ: 拡張カードを差し込むシステム基板またはライザーボード上
のコネクタ。

拡張バス: お使いのシステムには、プロセッサがネットワークカードなどの周辺機
器のコントローラと通信できるようにするための拡張バスがあります。

キーの組み合わせ: 複数のキーを同時に押す必要があるコマンド。たとえば、
<Ctrl><Alt><Del> のキーの組み合わせを押すとコンピュータを再起動できます。

起動用ディスケット: ハードドライブから起動できない場合に、オペレーティング
システムの起動に使用

します。

起動ルーチン: システム起動時に、すべてのメモリのクリア、デバイスの初期化、
およびオペレーティングシステムのロードを行うプログラム。オペレーティングシ

ステムが正常に応答する場合は、<Ctrl><Alt><Del> を押して再起動できます。これ
を「ウォームブート」といいます。ウォームブートできない場合は、リセットボタン

を押すか、システムの電源をいったん切ってから入れ直して再起動します。
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キャッシュ: データを高速検索できるように、データまたは命令のコピーを保持す
るための高速記憶領域。プログラムがディスクドライブにあるデータを要求す

ると、ディスクキャッシュユーティリティによって、ディスクドライブよりも高速

な RAM 内のキャッシュ領域にコピーされた同じデータが読み取られます。

グラフィックモード: x 水平画素数、y 垂直画素数および z 色数で表されるビデオ
モードです。

グループ: DMI 関連では、グループは管理可能なコンポーネントについての共通の
情報または属性を定義するデータ構造です。

コプロセッサ: コンピュータのプロセッサを特定の処理タスクから解放するための
チップ。たとえば、数値演算コプロセッサは数値演算処理を行います。

コントローラ: プロセッサとメモリ間、またはプロセッサと周辺機器間のデータ転
送を制御するチップ。

コントロールパネル: 電源ボタン、電源インジケータなどの、ボタンやインジケータ
を収めたシステムの部品。

コンベンショナルメモリ: RAM の最初の 640 KB。コンベンショナルメモリはすべ
てのコンピュータに存在します。MS-DOS®プログラムは、特別に設計されていない
限り、コンベンショナルメモリ内でのみ実行されます。

コンポーネント: DMI 関連では、管理可能なコンポーネントには、オペレーティン
グシステム、コンピュータシステム、拡張カード、および DMI 対応の周辺機器が含
まれます。各コンポーネントは、そのコンポーネントに関連したものとして定義さ

れるグループおよび属性で構成されます。

サービスタグ: 弊社カスタマーサポートまたはテクニカルサポートにお問い合わせ
になる際に、コンピュータを識別するためのバーコードラベル。

システム基板: コンピュータの主要な回路ボードであるシステム基板には、
プロセッサ、RAM、周辺機器用コントローラ、各種 ROM チップなど、大部分の重要
なコンポーネントが搭載されています。

システム設定情報: メモリに保存されたデータで、取り付けられているハードウェ
アの種類およびシステムの動作設定が記録されています。

システムディスケット: 「起動用ディスケット」を参照してください。

システムメモリ: 「RAM」を参照してください。

ジャンパ: 回路基板上の小さなブロック。2 本以上のピンが出ています。ピンにはワ
イヤを格納したプラスチック製のプラグが被せてあります。ワイヤはピン同士を接

続して、回路を形成します。ジャンパを使用すれば、基板の回路構成を簡単に変更で

きます。

周囲温度: システムが置かれている場所や部屋の温度。

周辺機器: コンピュータに接続される内蔵装置または外付け装置 （ディスケットド
ライブ、キーボードなど）。
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シリアルポート: 一般に、コンピュータにモデムを接続するとき使用される I/O 
ポート。コンピュータのシリアルポートは、9 ピンのコネクタが使用されているこ
とで識別できます。

診断プログラム: システム用の総合テストセット。

シンプルディスクボリューム: 単一の動的物理ディスク上の空き領域で構成される
ボリューム。

ストライピング: 3 台以上のハードディスクドライブを並べて 1 台のディスクドラ
イブのように使用し （これをディスクアレイといいます）、データを各ディスクに
分割して読み書きの速度を向上させる技法です。ストライピングに使用される各

ディスク内のスペース （ストライプ）は、各ディスクとも同じ容量です。仮想ディス
クでは、ディスクアレイ内の一組のディスクのセットに対して複数のストライプを

設定することもできます。「ガーディング」、「ミラーリング」、「RAID」も参照してく
ださい。

スパニング: ディスクボリュームをスパニング、つまり連結して、複数のディスク上
の未割り当てスペースを単一の論理ボリュームにまとめる技法。複数ディスクを装

備したシステム上のすべてのディスク容量およびすべてのドライブ文字をより効

率的に使用できます。

セットアップユーティリティ: コンピュータのハードウェア構成やパスワード保護
などの機能を設定して、システムの動作をカスタマイズするための BIOS プログラ
ム。セットアップユーティリティは NVRAM に保存されるため、設定は再度変更し
ない限り有効に維持されます。

ターミネータ: 一部のデバイス （SCSI ケーブルの終端に接続されるデバイスなど）
では、ケーブル内信号反射や不正信号を防止するための終端処理が必要です。この

ようなデバイスを連結する場合は、ジャンパまたはスイッチを変更するか、デバイ

スの設定ソフトウェアで設定を変更して、ターミネータを有効または無効にする必

要があります。

ディレクトリ: ディレクトリを使用すると、関連性のあるファイルをディスク上で
「逆ツリー」の階層構造に編成することができます。各ディスクには 1 つの「ルート」
ディレクトリがあります。ルートディレクトリから分岐する下位のディレクトリは

「サブディレクトリ」といいます。サブディレクトリの下には、さらに別のディレク

トリが枝状につながっていることもあります。

デバイスドライバ: オペレーティングシステムやプログラムが周辺機器と正しくイ
ンタフェースできるようにするためのプログラム。デバイスドライバには、ネット

ワークドライバのように、システム起動時に config.sys ファイルからロードされ
るものや、 （通常 autoexec.bat ファイルによって）メモリ常駐プログラムとして
ロードされるものがあります。その他のドライバは、各プログラムの起動時にロー

ドされます。

内蔵プロセッサキャッシュ: プロセッサに内蔵された命令キャッシュとデータ
キャッシュ。
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内蔵ミラーリング: 内蔵ミラーリングによって 2 台のドライブを同時に物理的にミ
ラーリングすることができます。内蔵ミラーリング機能はコンピュータのハード

ウェアによって実現されます。「ミラーリング」も参照してください。

パーティション: fdisk コマンドを使用すると、ハードドライブをパーティションと
呼ばれる複数の物理セクションに分割できます。各パーティションには複数の論理

ドライブを格納できます。各論理ドライブは format コマンドを使用してフォー
マットする必要があります。

バス: コンピュータ内部の各コンポーネント間のデータ伝送経路。たとえば、拡張バ
スは、プロセッサがコンピュータに接続された周辺機器用のコントローラと通信す

るための経路です。また、アドレスバスとデータバスは、プロセッサと RAM 間の通
信に使用されます。

バックアップ: プログラムやデータファイルのコピー。安全対策として、コンピュー
タのハードディスクドライブは定期的にバックアップしてください。また、システ

ム設定を変更する場合は、前もって重要な起動ファイルをオペレーティングシステ

ムからバックアップしておきます。

バックアップバッテリー: コンピュータに電源が入っていないとき、メモリの特別
なセクションに保存された日付、時刻、システム設定情報を保持するために使用さ

れます。

パリティ: データブロックに関連する冗長情報。

ビープコード: システムのスピーカーから聞こえるビープ音のパターンによる診断
メッセージ。たとえば、1 回鳴った後にもう 1 回鳴ってから連続して 3 回鳴った
場合、ビープコードは 1-1-3 です。

ピクセル: ビデオ画面上の単一の点。画像は、ピクセルを縦横に配置することで作成
されます。ビデオの解像度 （640 x 480 など）は、上下左右に並ぶピクセルの数で表
します。

ビット: システムによって認識される情報の最小単位。

ビデオアダプタ: モニターと組み合わせることで、コンピュータにビデオ機能を提
供する論理回路。ビデオアダプタは、システム基板に組み込まれている場合や拡張

スロットに装着する拡張カードの場合があります。

ビデオ解像度: 800 x 600 などのビデオ解像度は、横のピクセル数×縦のピクセル数
の形で示したものです。特定の解像度でプログラムの画面を表示するには、ディス

プレイがその解像度をサポートしていて、適切なビデオドライバがインストールさ

れていなければなりません。

ビデオドライバ: 選択された色数と希望の解像度を、グラフィックモードのアプリ
ケーションプログラムやオペレーティングシステムの画面に表示するためのプロ

グラム。取り付けたビデオアダプタに合わせて、対応するビデオドライバが必要に

なることもあります。
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ビデオメモリ: ほとんどの VGA ビデオアダプタと SVGA ビデオアダプタには、
システムの RAM とは別に、メモリチップが内蔵されています。プログラムが表示
できる色数は、主として取り付けられたビデオメモリの容量によって決まります

（他の要因としては、ビデオドライバとモニターの性能があります）。

フォーマット: ファイルを格納できるように、ハードドライブやディスケットを設
定すること。無条件でフォーマットを行うと、ディスクに格納された全データが消

去されます。

フラッシュメモリ: コンピュータに取り付けたまま、ディスケット内のユーティリ
ティを使用して再プログラミングできる EEPROM チップ。一般の EEPROM チッ
プは、特別なプログラミング用の装置を使用しなければ書き換えはできません。

ブレード: プロセッサ、メモリ、ハードドライブを組み込んだモジュール。このモ
ジュールは、電源装置とファンを搭載したシャーシに取り付けます。

プロセッサ: 演算機能と論理機能の解釈と実行を制御するコンピュータ内部の主要
な演算チップ。通常、特定のプロセッサ用に書かれたソフトウェアを別のプロセッ

サ上で実行するには、ソフトウェアの改訂が必要です。「CPU」はプロセッサの同義
語です。

プロテクトモード: コンピュータの動作モード。プロテクトモードでは、オペレー
ティングシステムを通じて次のことが実現されます。

• 最大 4 GB のメモリアドレススペース（80286 プロセッサでは 16 MB まで） 
• マルチタスク

• 仮想メモリ（ハードドライブを使用して、アドレッシング可能なメモリを増加

させる技法）

32 ビットの Windows 2000 と UNIX オペレーティングシステムは、プロテクト
モードで実行されます。MS-DOS はプロテクトモードでは実行できません。

ヘッドレスシステム: キーボード、マウス、モニターを接続しなくても機能するコン
ピュータまたはデバイス。通常、ヘッドレスシステムはインターネットブラウザを

使用してネットワーク経由で管理します。

ホストアダプタ: コンピュータのバスと周辺装置用のコントローラとの間の通信を
実現します （ハードドライブコントローラサブシステムには、集積ホストアダプタ
回路が内蔵されています）。SCSI 拡張バスをシステムに追加するには、適切なホスト
アダプタの取り付けまたは接続が必要です。
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ミラーリング: データ冗長性の一種。一組の複数の物理ドライブを使用してデータ
を格納し、さらに一組または複数組の追加のドライブに同じデータのコピーを格納

します。ミラーリング機能はソフトウェアによって実現されます。「ガーディング」、

「内蔵ミラーリング」、「ストライピング」、「RAID」も参照してください。

メモリ: 基本的なシステムデータを記憶するハードドライブ以外の装置。コン
ピュータには、複数の異なるタイプのメモリを搭載できます。たとえば、内蔵メモリ

（ROM と RAM）、増設メモリモジュール （DIMM）などです。 

メモリアドレス: コンピュータの RAM 内部にある特定の位置。通常、メモリアドレ
スは 16 進数で表します。

メモリモジュール: システム基板に接続されている、DRAM チップを搭載した小型
回路基板。

ユーティリティ: メモリ、ディスクドライブ、プリンタなどのシステム資源を管理す
るためのプログラム。

読み取り専用ファイル: 読み取り専用ファイルとは、編集や削除が禁止されている
ファイルのことをいいます。

ローカルバス: ローカルバス拡張機能を持つコンピュータでは、特定の周辺デバイ
ス （ビデオアダプタ回路など）を従来の拡張バスを使用する場合よりもかなり高速
に動作するように設定できます。「バス」も参照してください。
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